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※撮影のためマスクを外している写真がありますが、新型コロナウイルス感染症に十分に配慮して撮影しております。

バイリンガルからバイカルチュアルを目指して
　アメリカ人の父を持つ私は、英語での日常会話や読み書きに苦労することはありませんが、3歳で来日

してアメリカ文化に触れた期間が短かったため、バイカルチュアルとまではいえません。そのため大学では、

日本とアメリカの違いや様々な事象を幅広い視点で学びたいと思い、国際関係学部に興味を持ちました。

本学部には留学先の大学と日本大学双方の学士号を取得できる「ダブル・ディグリー・プログラム」が

あり、日本にいながら英語で講義を受けられる「英語特別クラス」が設置されているなど、得意な英語を

さらに伸ばすことができる環境が大きな魅力でした。在学中に得た知識や経験を生かし、将来は通訳と

して活躍したいと考えています。

日本大学 国際関係学部
学部長   

　日本大学国際関係学部は、1979年にグローバリゼーションの本格的な到来を見通し、日本で最初の
『国際関係学部』として創設されました。日本大学の教育理念「自主創造」のもと、国際関係学部では広く
知識を世界に求める人材の育成を目的としています。「自主創造」とは、「自ら学び、自ら考え、自ら道を
ひらく」ことです。そのため私たち教職員は、学生一人ひとりが自らの価値を高め、世界で活躍できるように、皆
さんの知りたいという好奇心、学びたいという探究心に、全力で応えます。
　日本大学の創設者である学祖山田顕義伯爵が、若き日に学んだ松下村塾の吉田松陰先生の言葉に、
次のようなものがあります。
　『地を離れて人なく、人を離れて事なし、故に人事を論ぜんと欲せば、先ず地理を観よ。』
　「生まれ育った土地を離れて人はなく、人を離れてあらゆる物事や出来事はない。従って、人や物事を理解
し語りたければ、まずは、その土地、風土を観る事が肝要である。世界を知りたければ、積極的に世界を見聞
することが不可欠である。」という意味です。
　日本大学国際関係学部は、この吉田松陰先生の言葉を実現し、具現化するのに最適な学部です。
私たちと一緒に、世界の様々な言語、歴史、政治、経済、思想、文化を観て、学び、体験して、激動する国際社会へ
の第一歩を踏み出しましょう。

国際教養学科 4年
ハンソン ロバート心さん
〈埼玉県/聖望学園高等学校出身〉
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YOU× YOU× YOU×YOU×

　グローバル社会を生きるために必要な総合力。目標に
向かい信念を持って突き進める力。本学部には、これらの
力を育む様々なステージが用意されています。目まぐるし
く変化する社会環境に柔軟に対応できる、自律した人材
の育成が、本学部の強みです。

　外国語を習得することで、異文化コミュニケーションを
円滑に行うための基盤を作ります。多言語教育を通して
背景の文化や思想に触れると、その言語の数だけ新しい
世界を知ることになり、社会に出てからの可能性が無限に
広がります。

　学内から一歩前に踏み出して、学んだ知識を世界で実践
すると、一生ものの経験やスキルを得ることができます。
知識は実際の行動に移してこそ力に変わり、行動の積み
重ねが「なりたい自分になる」という結果につながって
いきます。

一生ものに出会う留学
　学生主体の活動を重視しながら、2年次後学期から卒
業まで継続して特定の分野を探究することで、専門性を
高めていきます。基礎固めからスタートし、段階的に高度な
テーマに取り組みます。国内外の諸問題を発見し、解決す
る能力を伸ばします。

世界に触れるゼミナール 可能性を広げる言語教育国際関係学部の「人」

▶ pp.05-10 ▶ pp.11-16 ▶ pp.17-18 ▶ pp.19-26

探究心をかきたてる学び

地球規模で広がる視野

豊かな国際社会を創造するための

たくさんのステージがここにある。

何を学び、どんな未来を拓くかは

あなた次第。
あなたらしく、自信を持って

思う存分やりたいことをやろう。

YOU DO YOU!
国際関係コース

国際ビジネスコース

グローバルスタディコース

グローバル観光コース

国際文化コース

国際コミュニケーションコース

国際総合
政策学科

国際教養学科

異文化交流や世界の
歴史・思想を学ぶ

政治経済や世の中の
しくみを学ぶ

国際社会に羽ばたくための4つの力を育成

国際力を伸ばす
2つのステージ

個々の興味関心で選べる
4つのコース
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ゼミナールで身に付けた逆算思考
　国際関係学部は日本大学の中で、最も留学制度が整っている学部です。語学力の向上
と留学を目指していた私にとって、本学部は最高の環境だと思いました。コロナ禍で留学
はかないませんでしたが、準備のために習得した英語力は着実に自分の力になりました。
 また、将来経営者になる夢をかなえるため、2年次からは国際ビジネスコースに進み、
経営学や会計学などビジネス関連の講義を集中的に受講しました。建宮ゼミではライフ
プランの策定に取り組み、ゴールを起点にタスクを決める逆算思考を学びました。
　サークル長を務めていたサッカーサークルは、15人程しかいなかったメンバーが50人
規模に成長したため、組織をまとめるマネジメント力が高まったと思います。

大学で得た知識を実践で生かす
　3年次には企業の長期インターンシップに参加し、大学生活で身に付けた知識と経験
を実際の仕事にどう適用すれば成果が出るのか、イメージすることができました。
　今までを振り返ってみると、プロサッカー選手を目指していたところから海外に興味
を持ち、語学に加えて多様なフィールドで自分の関心を深められる本学部に魅力を
感じて進学し、講義やゼミナールで知識を高めてきましたが、知識は実践に生かしてこそ
身に付くものだと気付きました。大学で得たものを財産にするだけでなく、行動に移して
目標を達成できる、人間力のある社会人に成長していきたいと思います。

観光×国際教養に魅力を感じた
　私は「将来ツーリズム関連産業に就きたい」という明確な軸を持って大学選びをしていまし
たが、中でも本学部に一番魅力を感じたのは、観光を通して異文化理解を深めることができ、国
際教養を身に付けたグローバル人材になりたいと思っている私の希望と一致していた点です。
　ゼミナールでは旅行会社で実務経験のある矢嶋先生のもと、企業や自治体と連携した
フィールドワークで研究を行っています。活動を通して養われた社会性や実行力、副ゼミ長
として培った企画力や調整力を今後の観光業の発展に役立てたいと思っています。
　また資格試験にも挑戦し、国家資格の国内旅行業務取扱管理者の資格を取得すること
ができました。自分が大切にしている「軸」を成果として「形」にできたことが何より嬉し
かったです。

挑戦のステージが用意されている
　課外活動ではNICSという海外ボランティアの部活に所属し、途上国の支援に取り組
んでいます。海外協力隊を目指すような高い志を持った仲間から、私が持ち合わせてい
ない価値観を学び、人間性が磨かれる経験をしました。
　3年ぶりの対面開催となった富桜祭（学園祭）では、実行委員として企画運営に携わ
りました。メンバー全員がオンライン開催しか経験していない状況でも、一致団結して実
施できたことは、大きな自信につながりました。
　このように本学部には、やりたいことに挑戦できるステージと、それをかなえるため
の環境が整っています。私の大学生活は、高校で思い描いていた世界より、ずっと豊か
なものになりました。

人間力が高まる4年間

「やってみたい」がかなう場所

国際総合政策学科 4年

板橋 空さん〈神奈川県/日本大学藤沢高等学校出身〉

国際教養学科 4年
菅野 綾音さん〈茨城県立日立北高等学校出身〉

国際関係学部の「人」
YOU×

　大学で何を学び、何を身に付けたか？本学部のステージを上手
に活用して人間力を高めた学生の声から、あなたの未来を思い描
いてみましょう。

Students' Voices

富桜祭（学園祭）ではゼミで連携する伊豆長岡から温泉
を直送し、足湯体験を実施

ゼミでクリスマスライブを行った後の交流会の様子

学園祭にサークルで飲食店を出店。サークル名にちなん
でチキンを販売

夏季研修では広島電鉄の列車を貸し切り、観光と鉄道の
関係を学ぶ

そら
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研究テーマ
近代日本の軍事・政治

教授
淺川 道夫

研究テーマ
犯罪原因論、
犯罪・非行の
国際比較研究

教授
上田 光明

研究テーマ
民法、国際私法、
国際取引法、
国際家族法

教授
小野 健太郎

研究テーマ
国際安全保障、
日米同盟、
民間軍事警備会社

教授
佐野 秀太郎

研究テーマ
国際観光のマネジメントと
ホスピタリティ／
観光人材育成

教授
宍戸  学

研究テーマ
持続可能な社会の構築、
地球環境協力、
国際協力

教授
鈴木 和信

研究テーマ
金融論、国際金融、
国際収支、証券市場

教授
武田 英俊

研究テーマ
国際会計、
ファイナンス研究、
アンチエイジングビジネス研究、
3Dプリンターのビジネス
活用研究

教授
建宮  努

研究テーマ
流通経済学、
食品流通論、
マーケティング論

教授
蓼沼 智行

研究テーマ
国際政治、安全保障論、
日韓関係

教授
チョン   フン ソプ

鄭  勛燮

研究テーマ
中国経済・
産業ビジネス研究

教授
陳  文挙

研究テーマ
国際法、海洋法

助教
菅野 直之

研究テーマ
国際政治、宇宙政策

准教授
永井 雄一郎

研究テーマ
国連研究、国際開発論

准教授
眞嶋 麻子

研究テーマ
ゲノム情報解析、
生物統計学

助教
G. オリビエ

研究テーマ
国際関係史、
ロシア政治史、
日ソ・日露関係史

助教
笠原 孝太

研究テーマ
レジャー・レクリエーション、
陸上競技

助教
加藤 秀治

研究テーマ
社会学、
アジア系アメリカ人研究

准教授
武井  勲

研究テーマ
日本語教育学、
スピーキング指導

准教授
舩橋 瑞貴

研究テーマ
ツーリズム関連産業
（旅行・航空・鉄道等）

准教授
矢嶋 敏朗

研究テーマ
東北アジアの
国際関係と北朝鮮

准教授
川口 智彦

研究テーマ
TESOL、法律英語

准教授
熊木 秀行

研究テーマ
19世紀イギリス文学、
英語教育

准教授
杉本 宏昭

研究テーマ
国際経済学、
国際貿易論、
開発経済論

准教授
小田 正規

研究テーマ
ライフプランの策定

教授
筧  正治

研究テーマ
国際経営、
新興国市場における
戦略と組織

准教授
　　　　　　 まさ　き

金﨑 賢希

研究テーマ
国際協力、
政府開発援助、
ＮＧＯ／ＮＰＯ活動、
途上国での地域開発

教授
冨岡 丈朗

研究テーマ
情報科学、教育工学

教授
吉田 典弘

研究テーマ
国際関係論、
地域研究（中東）

准教授
小副川 琢

国際総合政策学科
　国際社会が抱える複雑な問題の解決策を探る、あるいはビジネスの分野でグローバルな競争を勝ち抜いていく方法を考える。
国際総合政策学科の研究テーマは実に多様です。ゼミナールではみなさんが関心あるテーマを自由に学べるよう、きめ細かく指導
していきます。

国際関係学部の「人」

人間力と国際性を育む教員たち
　1979年、日本で最初の「国際関係学部」として創設された日本大学国際関係学部。高度な専門性と豊富な経験を持った教授
陣が、国際社会で生かせる実践的な問題解決力と世界で協働できる高度な語学力、異文化理解力を養成します。

YOU×
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研究テーマ
臨床心理学
─ 人との関わりを考える ─

教授
　　　　　　 なが　こ

有木 永子

研究テーマ
日常の経験を
心理学的に考える

教授
伊坂 裕子

研究テーマ
多文化共生への異文化
コミュニケーション学的
視点

教授
小川 直人

研究テーマ
日米関係史、
日本の国際交流史、
異文化・異人種関係論

教授
小代 有希子

研究テーマ
教育学、教育思想、
教育史

教授
永塚 史孝

研究テーマ
フランス文化、
19世紀フランス文学

教授
橋本 由紀子

研究テーマ
西洋思想、ディベート、
考える力の育成

教授
平野 明彦

研究テーマ
教育史、教育制度、
道徳教育

教授
冨士原 雅弘

研究テーマ
国際文化学／
ヨーロッパの歴史と文化

教授
松本 佐保

研究テーマ
日中対照言語学研究、
日本における
中国語教育の研究

助教
柳  宇星

研究テーマ
宗教学、近代ドイツに
おける学問と宗教の関係

助教
藁科 智恵

研究テーマ
翻訳文学、日本文学、
翻訳論

助教
P. 
マルティネス

研究テーマ
reflective practice, 
learner autonomy

助教
A. 
ヴァーラ内田

研究テーマ
外国語の発音や
聞き取りに関する研究

助教
大井川 朋彦

研究テーマ
言語学、
ライティング・スタディーズ、
エスノグラフィー

助教
D. 
オリベイラ

研究テーマ
カルチュラル・スタディーズ、
ファン研究、ジェンダー研究

助教
陳  怡禎

研究テーマ
観光業のマーケティング／
観光地における住民の意識

准教授
宮城 博文

研究テーマ
applied English 
language studies, 
critical discourse
analysis

専任講師
Ｍ. 
デル ヴェッキオ

研究テーマ
地域研究（東南アジア）、
民族誌

助教
伊藤 雅俊

研究テーマ
アメリカ演劇、
ミュージカル、文学、
アメリカ文化研究

教授
松本 美千代

研究テーマ
文化人類学、呪術、
身体知、真言密教

教授
渡邊 武一郎

研究テーマ
フランス地域文化論、
アルベール・カミュ研究

准教授
髙塚 浩由樹

研究テーマ
比較文学、文化翻訳論

教授
芳賀 理彦

研究テーマ
理論と実践を往還した
英語教育学

教授
細井 健

研究テーマ
和漢比較文学、
平安物語文学

准教授
　さそ  う

笹生 美貴子

国際教養学科
　国際文化と異文化コミュニケーションに関わる多様なテーマで少人数制のゼミナールを開講。卒業論文の作成に向けて各自の
テーマを追究するとともに、現場調査や体験学習を通じて学びを深めるフィールドワークを実施します。

国際関係学部の「人」

人間力と国際性を育む教員たち
　1979年、日本で最初の「国際関係学部」として創設された日本大学国際関係学部。高度な専門性と豊富な経験を持った教授
陣が、国際社会で生かせる実践的な問題解決力と世界で協働できる高度な語学力、異文化理解力を養成します。

研究テーマ
言語・文化・教育から
考えるコミュニケーション

教授
はえのうち

生内 裕子

研究テーマ
ヨーロッパ・
キリスト教文化／
スペインの思想と文化

教授
 すみ　た

　田 哲康

YOU×

心が動くと、もっと知りたくなる。
未来は、「あなた」次第。

YOU DO YOU!
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ゼミナールの特徴
　高度情報ネットワーク化が進む中で、マーケティングは更に重要性を増して
います。ゼミナールではその基礎理論を学び、興味を持ったテーマに取り組ん
で卒業論文をまとめることで、調査・分析能力を養成していきます。

主な活動内容
　コロナ禍で制限のかかったここ数年は国内での活動が中心で、地方自治体と連
携したコンソーシアムや企業と連携したインターンシップのほか、ESGに配慮したビ
ジネスプランのプレゼンテーション大会にも出場しました。また給湯器メーカーと
自治体との産学官連携プロジェクト「おふろ部」では、広告代理店のライター講座
受講後に、ゼミ生が風呂文化の情報を発信するブロガーとしてデビューしていま
す。通常時は海外ゼミを実施し、流通・マーケティングの先進国であるアメリカで市
場調査を行っています。現地のマーケットに直に触れることで日本との手法の違い
を理解し、日本の常識に捉われない広い視野で物事を捉えられるようになります。

身に付く力
　ゼミナールは講義と違い、専門性と人間性の両方を磨き、社会人になるための
準備をする場です。ゼミナールでは主にプレゼンテーション能力と分析力、そして
文章能力を身に付けます。研究だけでなく、国際社会が求めるリーダーシップと協
調性を兼ね備えた人材育成にも力を入れています。さらにゼミ生が主体的に取り
組む活動を多く取り入れることで、学ぶことの楽しさを実感することができます。

国際総合政策学科

流通・マーケティングを
データ分析やフィールドワークで学ぶ

ボーダーレス社会に
役立つ異文化コミュニケーション力の育成

国際総合政策学科 3年

久保田 海さん
〈静岡県立三島南高等学校出身〉

ゼミナールの特徴
　文化の違いによって生じる摩擦を平和的に解決する方法を探求します。各自で
調査した内容をゼミナール内で発表し、全員で自由に意見を交わします。正解
を求めるのではなく、自分の頭で考えて発言することを重視しています。

主な活動内容
　ゼミナールⅠでは文化の衝突事例をニュースから取り上げて、課題と解決法
を考察します。この時大切なのは、異文化を公平な視点で理解すること、また
ニュースの報じ方に偏りはないか客観的に見抜くことです。ゼミナールⅡでは身
近な場所でフィールドワークを行い、年齢、性別、生活様式など日常の中にある
文化の違いを観察します。意識しないと見逃してしまうような異文化に気付く
と、物事に対する認識力が高まり、新たな価値観が生まれます。そしてゼミナー
ルⅢでは協働力の向上を目指し、グループワークによる探究活動を行います。
この成果は他大学で行われている弁論大会でも発表します。その他、富桜祭
（学園祭）での出店、ゼミ合宿、海外ゼミ（台湾）も行っています。

身に付く力
　このゼミナールでは、周囲の意見に合わせる協調型の振る舞いではなく、他者
の意見を尊重しつつ自分の意見を積極的に主張することが求められるため、
批判的思考（クリティカルシンキング）とコミュニケーション能力が向上しま
す。これらの能力と、様々な活動を通して身に付けた多文化共生への理解力
は、ボーダーレス社会での活躍に必ず役立つことでしょう。

国際教養学科

将来の基礎をゼミナールで築く
　マーケティングに興味があった私は、迷わず蓼沼ゼミ
ナールを選びました。2年次には専門書で定説を理解し、
研究発表で締めくくります。将来プロデュース業を目指す
私は「広告と販売促進による差別化戦略」をテーマにしま
した。深く分析する力や、得た知識を聞き手に伝わるよう
にアウトプットする力が養われ、活発な質疑応答で新たな
視点に気付くこともできる、学びの多いゼミナールです。

コミュニケーションの重要性
　私はフィールドワークで渋谷に訪れる人の目的や人種を
調査し、弁論大会ではアンコンシャスバイアスをテーマに、
日本のタトゥー文化の在り方について発表しました。
仲間とのディスカッションやグループワークを通じて、
考え方や価値観の違いがあるからこそ最善策が生まれ
ることを知りました。小川ゼミナールでは、人として一番
大切なコミュニケーションを学ぶことができます。
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小川ゼミナール

国際教養学科 4年
塚本 颯太さん
〈北海道市立札幌開成中等教育学校出身〉

教授  蓼沼 智行 教授  小川 直人

世界に触れるゼミナール

蓼沼ゼミナール

キャンパスを飛び出した先に答えがある
　国内外で企業見学やボランティア活動、地域の人々との交流などに積極的に取り組み、文化や経済の問題を現地でリサーチ。それぞれ
のフィールドで研究を行っている教員が引率、指導します。37※のゼミナールの中から研究したい分野を選択し、ゼミナール入室試験
を経て2年次後学期からスタートします。  ※2023年4月現在

YOU×

うみ

自分の興味の深め方
未来は、「あなた」次第。

YOU DO YOU!
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YOU×

ピックアップゼミナール
　興味のある分野を学生が主体的に探究するゼミナール。個性豊かで多様な研究内容の一部をピックアップして紹介します。ここで身に
付けた力が将来にどう生かせるか、イメージを膨らませてみましょう。

　米国の安全保障政策を正確に理解してい
くことを目的に活動しています。安全保障戦
略などの公文書に原文で触れることに加え、
喫緊の安全保障上の課題をグループワーク
で研究・発表しています。将来的には、他大
学・研究機関などとの交流を通じ、日本の安
全保障政策について理解を深めていくことも
検討しています。本ゼミナールでは、米国の
安全保障政策に「生」で接することで、我が

国の安全保障における日米同盟の重要性について実感すること、また諸課題を自ら見いだせる幅広い視野
と洞察力や、現実的な解決案を論理的に案出できる能力の醸成を強く意識しています。

教授  佐野 秀太郎

佐野ゼミナール 米国の安全保障政策を理解し、課題と解決策を考える

日韓関係、北東アジアの安全保障と国際関係を理解する

　韓国についての全般的な理解を深めるとともに、
日韓関係に関する基礎的な知識の習得を目指します。
富桜祭（学園祭）での研究発表や韓国料理店の出
店、韓国政府機関が主催する韓国語スピーチ大会へ
の参加など、イベントも多いです。地域研究には現
地を訪れ、実際に自分の目で見て肌で感じ、また同
世代の人と会って直接話すことが何より大切です。
そのため夏休みに実際に韓国を訪れ、韓国の歴史・
文化遺跡地を見学するとともに、韓国の大学を訪問

して日韓学生交流を実施しています。ゼミナールでの学びや経験をもとに、ゼミ生には将来、日韓の絆を
より一層深めていく活動を続けてほしいと思います。

教授  鄭 勛燮
チョン   フン  ソプ

世界に触れるゼミナール

これからの時代に強みを発揮する数々の力 が身に付く！
　ポストコロナ時代に必要な、物事を正しく認識できる「現状把握能力」や、明確な解答がない状況下で
も自ら考えて解決案を案出できる「主体性」、そして他人の意見・考え方を尊重できる「協調性」のバラ
ンス感覚を学んでいきましょう。

日韓間の課題をより良く解決する力 が身に付く！
　研究発表やディスカッションは、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の向上に役立ちます。
韓国現地での文化体験や同世代の人との「直接の交流」は、韓国・日韓関係をより深く理解することに
つながり、ゼミナールでの知識や体験は、日韓間の課題をより良く解決する力になると確信します。

　国際マーケティングの諸問題をケースメ
ソッド方式で学びます。異文化社会における
消費者行動を明らかにし、実際の状況を想
定しながら、企業担当者の立場で商品が売
れる仕組みを考えていきます。例えば、イオ
ンのアジア展開について機会とリスクを分析
し、参入の可否及び方法などを調査・検討し
ます。消費者行動はその国の文化を反映す
るため、海外でマーケティング活動を行うに
は、その国の文化を理解し、尊重する必要があります。そこで課外活動として、夏季休暇に東南アジア研
修を実施、現地調査と学生交流を予定しています。

准教授  金﨑 賢希

金﨑ゼミナール 国際マーケティングの実例を追体験し、解決策を導く

議論に基づく意思決定力 が身に付く！
　異なる文化的背景を持つ人々と話し合うことで、自分だけでは思いつかなかった選択肢を見いだ
し、各選択肢について多面的に検討することができるようになります。そうした議論や意思決定の方法
を、ゼミナールで身に付けていきます。

ま さ   き

　ゼミナール

小野ゼミナール 外国人が関係する法的問題を考察する

　国際結婚した家族の相続関係や外国との取引関係では、ど
ちらの国の法が適用されるかなど、外国人が関係した法的ト
ラブルの処理の基本を学びます。小野ゼミナールには公
務員や金融関係を志望する学生が多いため、法的処理の
結論のみを機械的に暗記するのではなく、具体的な個々の
問題を通じて全体像を理解し、利益状況の探究を意識する
よう指導しています。また法律問題を考える際には、その紛
争の背景に存在する経済問題や社会問題などにも十分な
関心を持つ必要があることを伝えています。ゼミ生には広
く知識を世界に求め、本当の国際人になることを期待しています。そのためには語学も重要ですが、日本や
外国の法や政治、経済、歴史、文化に幅広い関心を持ち、愛する態度が必要だと思います。

教授  小野 健太郎

世界的視野で物事を捉える力 が身に付く！
　国際取引法や国際家族法を通して外国の文化に興味を持つことが、多様な価値観を受容し、自分の立場
を認識する力を養うことにつながります。ゼミ生には自己の知識と挑戦力で新しい日本社会を創造して
もらいたいと思います。
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　ヨーロッパのキリスト教文化やスペインの思想・哲
学について、ディスカッションやプレゼンテーションを
多用しながら理解を深めます。ゼミテーマに関連した
複数の国を訪問する「海外ゼミナール」を実施し、現
地で取材した内容を研究映像に編集して、学園祭の
「スペイン・バル」で発表します。研究映像やゼミ生が
個別制作した動画作品はYouTubeで公開し、「今日
的な発信方法」を身に付けます。さらに各界で活躍す
るゼミ卒業生とZoomでコミュニケーションする「カ
ルロスの小部屋」を定期的に開き、就職活動の支援も
行っています。

教授  　田 哲康

　田ゼミナール 実践的な学びを通してヨーロッパ文化を理解する

宮城ゼミナール 観光業従事者のキャリア形成

　観光経営の中でも特に、観光関連従事
者のキャリア形成について研究を進めて
います。観光関連従事者はコロナ・ウイル
スのパンデミックによる厳しい状況下で
何を求めて働き続けるのか、そしてこれ
までと異なる「ニュー・ノーマル」をどの
ように生み出しているのかを探っていき
ます。そして実際、私たちの社会の先輩
である観光関連従事者から話を聞き、そ
の内容をまとめ、学外での研究発表を行うことを目標としています。これらの活動は研究のみならず、就職
活動にも生かすことができます。

准教授  宮城 博文

YOU×
世界に触れるゼミナール

理路整然と考える力、情熱を持って取り組む力 が身に付く！
　座学と現場でのインタビューから研究を行い、学外で自分たちの研究を見てもらう経験を通じて、ポスト
コロナ時代の「ニュー・ノーマル」の創造に必要な、理路整然と考えることができる「冷静な人財」になると
同時に、地域や業界へ情熱を持って活躍する「熱い人財」になってほしいです。

自ら発信する力、楽しみを共有する力 が身に付く！
　ゼミナール活動を通してアクティブコミュニケーションや動画作成などの「発信する力」を実践的に身に付
けていきます。「海外に出かける」だけではなく、「暮らす社会の中にある国際」を知る「双方向の国際関
係」について学び、「楽しみを共有できる」ゼミ生になってほしいと考えています。

有木ゼミナール 臨床心理学の手法で、他者と協働する素地を涵養する

　国際社会で通用する人材を目指し、
他者と関わる力の育成に取り組んでい
ます。そのためには自己をよく知り、他
者を知り、関係性を理解することが必
要です。映画やマンガ、架空事例のシナ
リオから多様な人の思いについて議論
したり、自己と他者の違いを受けとめる
など、グループワークを通して他者と関
わりながら学びます。こうした体験は思
考力を鍛え、他者と協働する素地を涵
養すると考えています。

教授  有木 永子

これからの時代に求められるコミュニケーション力 が身に付く！
　コロナ禍においても感染対策を講じて安全なグループワークを対面授業で実施し、仲間と”時間と
空間を共有する”ことの「意味」を体感してきました。ポストコロナでは、これまで以上に非言語的交流
が人との関係を支えるとして、その重要性を伝えています。

なが  こすみ　た

　アメリカ演劇を中心に、現代アメリカの社
会の諸問題について学びます。黒人の人種
問題、女性の役割、LGBTQやジェンダー
平等に関する課題、移民が直面する差別など
について、アメリカの歴史を紐解きながら、
探求します。演劇のセリフを英文で読み、
視聴することで、実際に使われている英語を
習得し、アメリカの文化を深く理解すること
で、グローバルな視野を養います。ディス

カッションやプレゼンテーションを中心に授業を進めるので、社会人として求められるクリティカルシン
キング、自ら積極的に学ぶ力や協働して学び合う力を身に付けることができます。

教授  松本 美千代

松本ゼミナール アメリカ演劇作品から、アメリカ社会と文化の背景を研究

知見を基にした洞察力 が身に付く！
　SNSや様々な情報があふれている現代において、情報を見極める目を養うことが大切になってきてい
ます。現代のアメリカで起きている社会の現象や文化について深く理解することは、グローバル化する社会
で生きていく上での新しい価値観や視点、課題を発見し解決する発想力を提供してくれるでしょう。
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　「明晰ならざるもの、フランス語にあらず。」美しい響きを持つフランス語
には、たゆまず受け継がれてきた歴史や思想、文化が詰まっています。
芸術・観光・ファッション・グルメといった諸分野、また国際社会でも重要な
役割を果たすフランス語の魅力を心ゆくまで味わいましょう。そして留学等
を通して、この魅力的な地を体感してください。

　中国語の魅力は漢字にあります。日本語と共通の意味を持つ漢字は6割
近くあり、中国語ほど親しみやすい言語はないでしょう。発音や声調さえ
しっかりクリアすれば比較的早く習得でき、日本語と意味が異なる語彙の
用法を確認しながら異なる文化も見えてきます。中国語の勉強は知的探検
につながります。

　Can you speak English? - We hope your answer is positive.
「世界共通語」と言っても過言ではない英語をマスターすることで、今まで
見えなかった・気付けなかった世界に気付けるようになります。世界の国の
文化や習慣を知り、視野を無限に拡げましょう。ぜひ、英語を「自分の武器」
にして、世界という舞台に羽ばたきましょう。

　ドイツ語は“Guten Morgen!”（おはよう）のようにローマ字読みに
近いため発音がやさしく、基本語や文の構造が英語と似ているためとても
学びやすい言語です。基礎を学べばドイツ語圏の数限りない魅力に出会えます。
ドイツ留学の制度を利用して、ロマンチックな古城や中世の町並、ドイツ文化
を楽しんでみませんか？

　スペイン語は5億人を超える人々が話す世界第2位のユニバーサル言語
です。ローマ字読みが基本で、音からすぐに覚えられます。会話クラスは
スペイン人教員、文法クラスは日本人教員が担当し、英語でスペイン語を
学ぶクラスもあります。交換留学、検定試験など、将来のニーズと受講生
のレベルに対応しながら実践的な力を習得していきます。

　韓国語講義はネイティブ（韓国人）教員が中心となって指導を行って
います。講義では、自然でなめらかな韓国語の発音とイントネーションを
身に付けられるとともに、活気に満ちた楽しいクラスになると確信します。
国際関係学部で生き生きとした韓国語の世界を共に楽しんでみてはいか
がでしょうか。

　英語、ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、韓国語、ロシア語、アラビア語、スワヒリ語、モンゴル語、
インドネシア語、ベンガル語、マレー語の13言語から複数選択でき、世界で生かせる高度な語学力とコミュニ
ケーション能力を身に付けます。また、翻訳・通訳などを中心に学べる上級者向けの科目も開講しています。 　英語特別クラスは、英語Ⅰ～Ⅳを選択する新入生に「英語プレースメントテスト」を実施し、スコア上位者のうち希望者30名ほど

が入ることができます。1年次後学期、2年次にも追加募集があります。

英語特別クラス所属学生の留学先は、過去5年間の
集計ではアメリカ方面が半数を占めています。

TOEFL ITP®テストの演習に特化した「資格英語」と
いう講義があり、2018年度入学の英語特別クラス生
は1年半でスコアが平均45.2点アップ。上位10名の
平均は535.7点（満点677点）でした。なお、2022年
度からは留学制度を再開し、今後TOEFL ITP®テスト
の受験機会も増え、さらなる活躍が見込まれます。

英 語

英語特別クラス13言語

英語でコミュニケーションする力を養い、自己表現力に磨きをかける目標

通常日本語で行われる講義を「英語で」受講することが可能特徴

英語特別クラスで受講する特徴的な講義をピックアップして紹介講義紹介

ドイツ語

フランス語 中国語

スペイン語 韓国語

ロシア語 アラビア語 スワヒリ語 モンゴル語

インドネシア語 ベンガル語 マレー語

Americas
51%

Europe
 21%

Asia/Oceania
28%

英語特別クラス所属学生の留学先
（2015年4月～2020年4月）

510

520
（点）

474.8

520

500

490

480

460

470

平均点

1年次
6月

2年次
11月

UP!!

●  特殊講義 Ⅰ
　英語でのプレゼンテーションテクニックや方法論を学びます。ニュースや時事問題
からテーマを選び、講義内で発表します。
●  学際研究 Ⅰ
　英語でエッセイを書くことで、英語での説明能力や文章表現力を学びます。学生
が執筆した原稿を教員が添削し、再執筆するサイクルを繰り返します。
●  Japan StudiesⅠ～Ⅷ
　英語で日本を学ぶ講義。宗教思想、日本文学、文化史、日本社会、政治経済の
分野があります。

講義だけでなく、教員と学生の日常会話も英語を基本としています。

●  1～2年生各30名程度の特別クラス
●  交換留学生と同じクラス

●  英語力を伸ばして留学を目指す
●  留学を通し将来の夢を見つける

●  日本を外から見ることで自分の世界を広げる
●  新しい自分になるための推進力にする

●  TOEFL ITP®に特化したクラスも受講
（週1コマ）

　１年次前学期は英語 I、英語 II、資格英語 I、学際研究 Iを週
に計６コマ。後学期には英語 III、英語 IV、資格英語 II、特殊講
義 Iを週に計６コマ。これらの英語科目に加えて、国際関係論
入門や国際文化論入門、さらには日本近現代史や世界近現代
史といった専門科目も「英語」で履修します。
　常に英語が身の回りにある環境があなたを待っています。
クラスの根底にあるのは、「留学準備」です。語学力を高めて、
英語を武器にして、大きく羽ばたきましょう。

国際総合政策学科 3年
岩田 悠馬さん
〈群馬県/新島学園高等学校出身〉

国際総合政策学科
准教授  熊木 秀行

■ 英語
■ ドイツ語
■ フランス語
■ 中国語
■ スペイン語
■ 韓国語
■ ロシア語
■ アラビア語
■ スワヒリ語
■ モンゴル語
■ インドネシア語
■ ベンガル語
■ マレー語
■ その他

各国の主要言語
（外務省HPを参考）

※主要言語が複数ある国には、地図上に別色の四角を置いています。
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YOU×

「英語漬け」で実践力を鍛え上げる
　英語特別クラスの講義は、必修英語も一部の総合教育科目も全て「英語
で」行われます。クラス内の日常会話も英語なので、話す力が飛躍的に向上
するのはもちろんのこと、英語エッセイや英語論文の書き方など、将来役立つ
実用的な内容が盛りだくさんです。また、私は今年度からニューヨーク州立
ストーニーブルック大学へ学部派遣交換留学予定です（2023 .8～
2024.5）。英語特別クラスで身に付けた力を実践の場で生かし、「社会で
使える英語力」に磨き上げていきたいです。

可能性を広げる言語教育
どんな世界が待っているのか？

未来は、「あなた」次第。
YOU DO YOU!
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短期海外語学研修
レポはp.23

約72万円　トロント大学（カナダ）

PO INT
● 世界の文化を体感
● 異文化理解力の向上
● 長期休暇を利用して海外へ

　海外の大学で現地の生活文化を学び、
語学力を伸ばすとともに、国際社会への
理解を深めます。

費用の目安

ニューヨーク州立
ストーニーブルック大学（8月） 
北京大学国際関係学院（8月）
トロント大学（8月）

［アメリカ］

［中　国］
［カナダ］

研修先

約2週間～1か月間 レポはp.24

約30万円～約80万円（派遣先により異なる）

PO INT
● 出発前の事前研修あり
● 日本語の先生として
　 海外へ派遣

ティーチング・インターンシップ・
プログラム（TIP）

　海外の小・中・高等学校で、現地の生徒を対象に日本語
や日本文化を教えます。語学力に加えてコミュニケーション
能力、伝達力、発信力などを総合的に養います。

費用の目安

派遣先

［アメリカ］サウス・カロライナ州
［オーストラリア］タウンズビル市
［ニュージーランド］ストラッドフォード市、
        ニュープリマス市
［モンゴル］ウランバートル市 ※使用言語は日本語（一部モンゴル語）

2か月間
ハワイ大学夏期英語
集中講座

26か国1地域79校と提携

短 期  2週間～2か月間

レポはp.25

レポはp.26

PO INT
● 集中講座で英語力アップ
● 留学へのステップに最適
● ハワイ大学の学生アシスタントとの交流

PO INT
● 語学と教養科目を受講できるオリジナルプログラム
● 現地で修得した単位は読替表に基づき
　 卒業単位として認定
● 留学期間中の学費は6万円（留学在籍料）

PO INT
● 参加資格として高い語学力と学業成績が求められる
● 現地で修得した単位は一部を除き卒業単位として認定
● 派遣先授業料は全額免除
● 留学期間中の学費は学期ごとに6万円（留学在籍料）

PO INT
● 海外の大学でも正規学生として在籍できる
● 留学期間中の学費は学期ごとに6万円（留学在籍料）

PO INT
● 最大2年間の留学が可能
● 現地で修得した単位は一部を除き卒業単位として認定
● 留学期間中の学費は学期ごとに6万円（留学在籍料）

4.5万円  三島キャンパスで実施

セント・ノーバート・カレッジ（後学期出発）、
ニューヨーク州立ストーニーブルック大学（後学期出発）
ヨハネス・グーテンベルク大学（後学期出発）
同済大学外国語学院（後学期出発）　［台  湾］静宜大学（後学期出発）
サラマンカ大学（後学期出発）
韓国カトリック大学校（前学期出発）、世宗大学校（前学期出発）
英語圏・ドイツ語圏（後学期出発）

ニューヨーク州立ストーニーブルック大学
　　　　　　　　　　　 （後学期出発）
同済大学外国語学院（前学期出発）

　ハワイ大学の英語コースを三島
キャンパスで受講できます。ハワイ大学
の先生による授業は、スピーキング
に重点が置かれています。

　学部代表の交換留学生として海外の提携大学等へ約1年間留学します。語学力を生か
して現地学生と共に正規課程科目を学ぶことができます。

　国際関係学部と海外提携大学の双方の学士号取得を
目指します。

※留学期間は、ニューヨーク州立
　ストーニーブルック大学は最短
　2年間、同済大学は2年間です。
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（　）内の数字は2019年度及び2022年度実績です。2020年度及び2021年度は新型コロナウイルス感染症の影響により留学の実績はありません。

アイスランド
● ビフロスト大学

スペイン
● サラマンカ大学（20名）
● バリャドリード大学
● マドリード・
　 コンプルテンセ大学

ロシア
● モスクワ国際関係大学
● ロシア科学アカデミー

カナダ
● トロント大学（33名）
● メディシンハットカレッジ

アメリカ
● アラバマ大学バーミングハム
● イリノイ州立大学社会学・
　 人類学科
● ウェスタンミシガン大学
● ウエスト・アラバマ大学
● エリザベスタウン・カレッジ
● オレゴン大学（1名）
● カリフォルニア大学
　 サンタバーバラ校
● ケント州立大学
● ジョージ・メイソン大学
● セント・ノーバート・
　 カレッジ（12名）
● ニューヨーク州立
　 ストーニーブルック大学（2名）
● ハワイ大学マノア校（17名）
● フェリシアン大学
● ペンシルヴェニア州立大学
● モンタナ州立大学
● ワシントン州立大学

中国
● 河南大学経済学院
● 山東大学
● 新疆医科大学
● 成都大熊猫繁育研究基地
● 中国管理科学学会
● 中国伝媒大学
● 鄭州大学
● 同済大学外国語学院（2名）
● 福建師範大学
● 福建富閩基金会及び
　 福建省対外友好協会
● 北京大学
● 北京大学
　 国際関係学院（37名）
● 香港教育大学
● 遼寧省人民政府
● 遼寧大学

ドイツ
● ベルリン自由大学（1名）
● ヨハネス・グーテンベルク
　 大学（2名）

フランス
● アヴィニョン大学
● 西カトリック大学（4名）
● フランス経済商科大学

スイス
● 北西スイス応用科学・
　 芸術大学

スウェーデン
● ストックホルム大学

フィンランド
● LUT大学（1名）

デンマーク
● オーフス大学（1名）

タイ
● アサンプション大学（4名）

インド
● ゴア大学（8名）

台湾
● 静宜大学（1名）
● 国立政治大学
● 国立台湾大学
● 国立中興大学

韓国
● 蔚山大学校国際教育部
● 韓国カトリック大学校（3名）
● 慶熙大学校（11名）
● 慶熙大学校国際学部
● 高麗大学校
● 崇實大学校
● 世宗大学校（3名）
● 東国大学校
● 白石大学校・
　 白石文化大学校
● 延世大学校（2名）

オーストラリア
● クィーンズランド大学（10名）
● サンシャインコースト大学
● ニューカッスル大学（3名）
● マッコーリ大学

フィリピン
● デ・ラ・サール大学
　 （マニラ校）教養学部

ニュージーランド
● ウェスタン・インスティチュート・
　 オブ・テクノロジー・アット・
　 タラナキ（WITT）

ガーナ
● ガーナ大学

シンガポール
● ナンヤン理工大学

コロンビア
● ノルテ大学

ブラジル
● サンパウロ大学

インドネシア
● インドネシア教育大学
● ガジャ・マダ大学
　 社会政治学部

アイルランド
● メイヌース大学

イギリス
● ケンブリッジ大学（1名）

オーストリア
● クレムス応用科学大学（1名）

費用の目安

費用の目安

中 期  6か月間～1年間

長 期  1～2年間

中期留学

　約6か月間のプログラムで、履修計画を立てやすいのが特長です。また、語学以外の
教養科目を受講できるのも魅力です。

派遣交換留学 ダブル・ディグリー・プログラム

　海外の大学や大学の付属教育機関（語学学校等）を
留学先として探し、大学の許可を得て留学する制度です。
条件を満たすことで留学先・滞在先・期間・語学力など
自分に合った留学をすることができます。

認定留学

［アメリカ］

［中    国］

［アメリカ］
 
［ドイツ］
［中 国］
［スペイン］
［韓 国］
［ISEP加盟国］

セント・ノーバート・カレッジ（8月～3月）　［インド ］ゴア大学（9月～3月）
北京大学国際関係学院 （2月～6月）

［アメリカ］
［中　国］留学先

派遣先

派遣先

約297万円
セント・ノーバート・カレッジ
（アメリカ）

費用の目安

約110万円
世宗大学校（韓国）

提携校
2週間

6か月間

1年間 2年間（最短）

6か月間～1年間

プログラム詳細

留学プログラムの特徴を知ろう
　語学力と実践力を鍛えるための様々なプログラムの中から、自分の興味や目的に合った留学を見つけてみませんか？

一生ものに出会う留学
YOU×

目的に合わせて選べるプログラム
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　通算2年を上限として、休学することなく学部の許可を
得て留学することができます。留学期間は修業年数に算
入されるため、単位等の卒業要件を全て満たすことがで
きれば、ほぼ全てのプログラムで最短4年での卒業が可能
です。

　留学期間中の授業料等の学費は、免除となります。学期
ごとに6万円の留学在籍料のみとなり、留学中の費用負担
を軽減できます。

　本学部で実施している留学プログラムに参加する学生の全てまたは成績上位者に各種奨学
金を給付しています。貸与型の日本学生支援機構奨学金を利用して留学することも可能です。

日本大学三島後援会奨学金（第2種）

日本大学国際関係学部柳川海外交流奨学金（第1種）

日本学生支援機構奨学金

　日本大学三島後援会会則に基づき、学生の海外交流（留学）に関して経済的援助事業を行うことを目的とした奨学金です。国際関係
学部（大学院を含む）及び短期大学部（三島校舎）に在籍する学生で、国際関係学部の提携校である海外の大学及び教育機関に派遣
する留学生へ給付します。詳細については、国際教育センターへお問い合わせください。
対象プログラム   学部派遣交換留学/中期留学/ダブル・ディグリー・プログラム/ティーチング・インターンシップ・プログラム（TIP）

　故柳川三郎元日本大学名誉教授の寄付金を基金とした奨学金で、主としてドイツにおいて研究・研修を行う学生に対する支援を目
的とし、提携校のヨハネス・グーテンベルク大学への派遣交換留学生選抜試験に合格した学生へ給付します。留学プログラムの募集
概要等については国際教育センターへ、奨学金の詳細については学生課へお問い合わせください。

　日本学生支援機構では、海外留学を希望する方を対象に、経済的支援として奨学金の貸与を行っています。詳細については学生課
へお問い合わせください。

　2022年はコロナ禍でも提携校と連携して、日本から参加できるオンライン留学や国際交流
プログラムを実施しました。

実施期間／2022.7.27 ～ 9.15
　本学部及びニューカッスル大学からそれぞれ約20名の学生が
参加し、2～4名のグループ（バディ）となり、日常生活や大
学生活、文化、言語などのテーマについて週1～2回程度交流し
ました。渡航が制限される中で、海外の学生との会話を楽しみ、友
人ができる貴重な機会となりました。

実施期間／2022.2.15 ～ 3.15
　ゴア大学中期留学のダイジェスト版の内容でオンライン留学
プログラムが実施され、本学部から5名が参加しました。内容は
英語、インド社会、文化、歴史、政治、経済等の講義のほかに、イン
ド人家庭とオンラインで交流する機会等もあり、計60時間の充
実したプログラムになりました。

国際総合政策学科 4年
本田 慶一さん〈長野県丸子修学館高等学校出身〉

ニューカッスル大学バーチャル文化交流プログラム

オーストラリア

ゴア大学オンライン留学プログラム

インド

　私はニューカッスル大学のバーチャル文化交流プログラム
に参加し、英語ネイティブと日本人、中国人の5人グループ
で、定期的な交流を楽しみました。テーマを決めて会話をして
も、バックグラウンドが違うと考え方に相違があったり、逆に
世界共通の要素を見いだしたりと、異文化を肌で感じること
ができました。そして、英語を勉強するということは試験で
高得点を取ることではなく、真の目的は人とのコミュニケー
ションであるということを再確認しました。これは机に向かっ
ているだけでは気付けなかったことです。この経験を、秋から
予定しているオーストラリア留学に生かしたいと思います。

異文化コミュニケーションを肌で感じる

国際教養学科 4年
川内 陸さん〈大阪府/上宮太子高等学校出身〉

　入学当初はアメリカへの留学を希望していましたが、コロナ禍で渡航が難しくなり、他の手段
で国際交流ができないか模索していたところ、オンライン留学プログラムを知りました。私が参加
したプログラムは、インドのゴア大学の講義を平日3時間ほどオンラインで受講するものでした。
インド人独特の発音やイントネーションで聞き取りに苦戦していたところ、追い打ちをかけるよう

に苦手な歴史の講義があり、ついていくのに精一
杯でした。しかし受講生同士で支え合い、たとえ
間違っていても積極的に発言する姿勢を大切に
することで、最後には大きな達成感を味わうこと
ができました。

やり遂げる達成感を味わう

奨学金制度

オンライン留学

一生ものに出会う留学
YOU×

4年間で卒業 日本にいながら国際交流

充実した奨学金制度

留学中の費用負担を軽減

現地からの様子

Buddy Program優勝賞品
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留学STORY

研修先が決定する
　教職課程を履修していた私は、大学を休む必要がない短期
海外語学研修を選びました。学部からは20人弱が参加。
現地では他校の日本人留学生と混合クラスでした。

ハワイ大学で3週間を過ごす
　大学ではハワイの文化や歴史を学びました。講義は
午後からなので、午前中はカフェテリアで勉強してい
ました。現地学生との交流が週2日、課外学習が週1
日あり、休日には友人やホストファミリーと観光を楽し
むなど充実した毎日でした。

力を入れた取組
　私は英語が得意ではない上に引っ込み思案で消極
的な性格ですが、とにかく自分から話しかける努力を
しました。下手な英語でも一生懸命話せば、相手は理
解しようとしてくれます。コミュニケーションを通して、
自分の世界が広がっていくのを感じました。

　中学生の頃にフラダンスの大会で初めてハワイを
訪れた時から、実際に生活して、もっと深くハワイの
ことを知りたいと思っていました。大学1年次にハワ
イ大学夏期英語集中講座を受講したことで、その思
いはさらに強くなり、TOEIC®やTOEFL®のスコア
アップを目指して勉強を始めました。

　小さい頃から英語が好きで、出身高校も国際系で
あったことから留学を目指すようになり、その中でも
特に、日本語の先生として渡航するTIPに魅力を感
じました。TOEFL®と書類審査、面接を経て、オース
トラリアには私を含め2人が派遣されました。

　現地の人や他校の学生など
多くの人と関わることで、多様
な価値観を受け入れられるよ
うになりました。フラが好き！
から始まった私の研修でした
が、異文化に触れ、たくさんの
人と対話することで、物事を多
面的に見ることができるよう
になったように思います。

短期海外語学研修 基本情報
期間 2～4週間

履修内容 語学

研修先学校数 9校

人数／校 10～30名

言語 英・独・仏・中・西・韓

語学力 問いません

TIP 基本情報
期間 2か月（現地実習）

履修内容 実習

派遣先学校数 8校

人数／校 若干名

言語 英・モンゴル

語学力 必要

眞野 優貴さん の場合

国際教養学科 2022年3月卒業
〈静岡県/星陵高等学校出身〉
● アメリカ／ハワイ大学
● 約3週間

1
年次

2
年次

3
年次

4
年次

短期海外語学研修CASE 01

ティーチング・インターンシップ・プログラム（TIP） CASE 02

研修前│大学2年次10月

研修期間│大学2年次2月

海外留学ブログ

留学実績

ハワイ大学

ホームステイ先の部屋から見える景色 授業の様子

ホームステイ先の部屋

2組のホストファミリーとのホームパーティー 人工の半島magnetic islandへ旅行

生徒からの寄せ書き

ホームステイ先で餃子パーティー

なが  た

や えい

説明会・ガイダンス
2年次夏に全体説明会、10月に旅行会社ガイダンス、
12月に出発前ガイダンスがありました。

一生ものに出会う留学
YOU×

フラが好き！
ハワイに行きたい！
から始まった

派遣前│大学1年次1月

ガイダンス・必要書類
ガイダンスは1年次11月。教員として渡航するので「無
犯罪証明書」の提出も必要でした。

1
年次

2
年次

3
年次

4
年次

派遣期間│大学2年次8～9月

夏季休暇を利用してオーストラリアへ
　派遣先の小学校では普段から日本語の授業が行わ
れています。そのクラスで現地教員の指導を受けなが
ら教壇に立ちます。遊び感覚で楽しく日本文化に触
れ、日本を好きになってもらいたいと思い、授業では
習字や折り紙を体験してもらいました。

困難の先に喜びがある
　日本語を英語で教えるため、意思疎通に苦労して、
小学生と打ち解けるまで少し時間がかかりましたが、
休み時間に積極的に声をかけたり一緒に遊んだりす
るうちに、帰国時には多くの生徒に慕ってもらえるよ
うになりました。心の交流が私の財産です。

　現地では、障がいを持つ子
を自然にサポートする姿や家
庭環境が異なる子を当たり前
のように受け入れる姿を見
て、個性を認め柔軟に対応で
きる子供たちの素晴らしさに
感動しました。この経験を社
会に出ても忘れずに過ごして
いきたいです。

長田 みなみさん の場合

国際教養学科 2022年3月卒業
〈神奈川県立相模原弥栄高等学校出身〉
● オーストラリア／
　 Belgian Gardens State School
● 約1か月半

一緒に派遣された友人と現地の日本語の先生

ハワイの小学生の習字作品

海外の小学校で
日本語や日本文化を
教える

留学先が決定する
　ホームステイ先の子供が通うBelgian Gardens State 
Schoolに週3日、Townsville Central State Schoolと
Aitkenvale State Schoolに週1日ずつ通うことになりました。
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宇山 和希さん の場合

国際総合政策学科 2022年3月卒業
〈北海道滝川西高等学校出身〉
● フィンランド／LUT大学
● 約5か月

林 祐我さん の場合

国際総合政策学科 2022年3月卒業
〈静岡県立島田高等学校出身〉
● アメリカ／セント・ノーバート・カレッジ
● 約7か月
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中期留学CASE 03

留学ガイドブック
相談窓口

留学先が決定する
　中期留学を選んだ理由は、カリキュラムがしっかりしていること
と、留学先で取得した単位が卒業単位として認定されるからです。セ
ント・ノーバート・カレッジのプログラムには約10人が参加しました。

アメリカで７か月を過ごす
　現地では世界各国から集まった留学生と同じクラス
で学びました。講義は午前だけでしたが、課題がとて
も多く、毎日2～3時間図書館で勉強していました。住
まいは学生寮で、現地大学に通うアメリカ人2人と相
部屋で過ごしました。

苦手を克服するために
　英語が苦手な私は、様々な努力をしました。他国の留学
生やフレンドシップファミリーとの交流会に積極的に参加し
たり、現地学生と過ごす時間を増やしました。そして一人で
抱えこまないで友人に相談しました。大切なのは英語を話す
ことではなく、コミュニケーションを取ろうとする姿勢です。

　海外旅行には何度も行ったことがありましたが、実
際に海外で生活してその国の文化を肌で感じ、多様
な価値観に触れたいと思い、留学制度が豊富な本学
部への進学を決めました。観光も学びたかったので、
ここは自分の希望にぴったりな環境でした。

　臆せず会話に加われば、受
け入れてもらえることに気付
きました。日本にいたらわから
なかった経験です。留学では
多様な価値観を理解すること
の大切さと、自信と、行動力を
身に付けました。このことは就
職活動でも役立ち、今後の社
会人生活でも生かしていける
と思います。

中期留学 基本情報
期間 約6か月

履修内容 語学・教養科目

留学先学校数 3校

人数／校 10～20名

言語 英・中

語学力 必要

1
年次

2
年次

3
年次

4
年次

留学前│大学1年次秋

留学期間│大学2年次8月～翌年3月

ハロウィーンイベント

修了式 ロサンゼルス旅行

日本人留学生のための成人式

ルームメイト

ガイダンス・語学検定
1年次の夏にガイダンス参加。後学期にTOEFL ITP®を
受けて留学に備えました。

留学する！と
高校から決めていた

一生ものに出会う留学
YOU×

　「大学で留学したい」というのは、私の小学生の頃
からの夢でした。交換・派遣留学は現地学生と正規
科目を学べることが魅力ですが、参加には高い語学
力が求められるため、1年次からほぼ毎回TOEFL®
を受験して、スコアアップを目指してきました。

交換・派遣留学 基本情報

期間 約1年

履修内容 正規課程科目

人数／校約1年
言語

正規課程科目 語学力

1～2名

英・独・仏・中・韓

必要

1～2名

英・独・中・西・韓

必要

ヘルシンキの港 ヘルシンキ大聖堂

派遣前│大学2年次12月

手厚い支援
留学先の授業料は免除され、奨学金が給付されます。
経験者からのアドバイスが心強かったです。

1
年次

2
年次

3
年次

4
年次

派遣期間│大学3年次8月～翌年3月

フィンランドで充実の日々
　LUT大学では国際ビジネスを専攻し、現地学生や世
界各国から集まった留学生と充実した毎日を過ごしま
した。グループワークで意見交換しながら進めるスタイ
ルは刺激的で、恐れずチャレンジする行動力や積極的
に発言する力が身に付きました。

インターンシップへの参加
　IT系企業で1か月間のインターンシップに参加し、
健康管理システムの新規事業提案をしたことが一番
の思い出です。データ収集や提案書の作成は、フラン
ス人と中国人の留学生との3人チームで取り組みまし
た。今でも連絡を取り合う良い仲間たちです。

　派遣前はデジタルマーケ
ティングに興味がありました
が、現地でテクノロジーイベン
トに参加してプロダクトデザイ
ンへの関心が高くなりました。
コロナ禍で期間短縮となって
しまいましたが、将来が見え
たことは大きな収穫でした。夜の大学キャンパス

インターンシップに一緒に参加したメンバーと

交換留学生
として提携校へ

留学先が決定する
　学部にも派遣交換留学がありますが、アクティブラーニングを重
視するフィンランドの教育に興味があったため、日本大学本部の
交換・派遣留学を志望して、LUT大学への派遣が決まりました。

交換・派遣留学 CASE 04

本部交換・派遣留学 学部派遣交換留学 本部交換・派遣留学 学部派遣交換留学

どこに行き、何を学ぶか。
未来は、「あなた」次第。

YOU DO YOU!
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　日本大学に関することや、国際関係学部に関することの様々なデータをまとめました。

DATA  CONTENTS

日本大学に関すること

学生数
全国1位出会いの多さ

No.1

74,112人 卒業生
総数1,249,403人

図書館蔵書数
私大トップ

出身大学別
社長数

5,678,635冊 20,609人

国際関係学部に関すること

イメージ項目別ランキング（関東）

私立大学
No.1

社会で役立つ
No.1

12年連続
No.1

　日本大学の代表的なナンバーワンをご紹介。総合大学としてのスケールメリットと約125万人の校友に支えられる
ネットワークの大きさは、あなたの可能性を最大限に広げます。

　本学部には中部や関東だけでなく日本全国から多くの学生が集い、多様な
個性の中で切磋琢磨しながら、将来の夢に向かって学んでいます。
※2022年5月1日現在

　リクルート社が高校3年生を対象に実施した「進学ブランド力調査2022」のイメージ項目別ランキング（関東）で、日本大学
は多くの項目がベストテン入りしています。

学生数は全国1位。たくさんの出会いから
刺激を受けられる、活気ある環境です。

三島駅から北口校舎まで

徒歩1分

2,845人

徒歩10分

375,571冊
三島駅から本校舎まで

図書館蔵書数

全国で8館
国連寄託図書館＆EU情報センター

男女比
学生数

全国で活躍する卒業生とのコネクションが
作りやすく、社会で役立つ場面がたくさん。

2位の慶応義塾大学より1万人多く、
12年連続トップです。

私立大学1位の蔵書数で、
学生の知的好奇心を満たします。

規模が大きい 多様な

明るい 自由な

国際関係学部の図書館は、国連から国連寄託図
書館として、欧州委員会からEU情報センターと
して指定を受けています。両方の指定を受けてい
るのは全国で8館のみです。

都道府県別出身者数
33人
北海道

128人
東 北

1149人
関 東

1079人
中 部

85人
近 畿43人

中 国

39人
四 国

130人
九州･沖縄

159人
その他

外国の学校等

※2022年5月1日現在

※2022年4月現在

※2022年5月1日現在

※2023年3月現在

※2023年3月31日現在

※（株）東京商工リサーチ「2022年 社長の出身大学」調べ
出典元：リクルート進学総研「進学ブランド力調査2022」

活気がある感じがする
青山学院大学
早稲田大学
慶應義塾大学
日本体育大学
上智大学
明治大学
日本大学
中央大学
東京大学
京都大学

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位

私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
国立
国立

力強い
日本体育大学
早稲田大学
東京大学
日本大学
帝京大学
一橋大学
中央大学
日本女子体育大学
青山学院大学
京都大学

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位

私立
私立
国立
私立
私立
国立
私立
私立
私立
国立

東京大学
早稲田大学
日本大学
慶應義塾大学
中央大学
上智大学
明治大学
筑波大学
青山学院大学
京都大学

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位

国立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
国立
私立
国立

東京大学
早稲田大学
青山学院大学
筑波大学
慶應義塾大学
日本大学
京都大学
東京藝術大学
中央大学
上智大学

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位

国立
私立
私立
国立
私立
私立
国立
国立
私立
私立

青山学院大学
早稲田大学
中央大学
日本体育大学
上智大学
慶應義塾大学
明治大学
日本大学
法政大学
帝京大学

青山学院大学
早稲田大学
京都大学
中央大学
慶應義塾大学
東京藝術大学
東京大学
関西大学
筑波大学
日本大学

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

10位

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位
10位

私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立
私立

私立
私立
国立
私立
私立
国立
国立
私立
私立
私立

男性

65%

女性

35%
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　国際社会が抱える複雑な問題の解決策を探る、あるいはビジネスの分野でグローバルな競争を勝ち抜
いていく方法を考える。国際総合政策学科の研究テーマは実に多様です。ゼミナールではみなさんが関
心あるテーマを自由に学べるよう、きめ細かく指導していきます。

● 様々な分野の専門教員がいる
● 実践型の学びが多い
● ゼミナールのフィールドが多様で自分の興味を深められる

学科の特徴･学べること

● 商社などの貿易関連会社　● NGO・NPO　● 国際機関　● 銀行・証券会社　● IT情報サービス

● 国家公務員　● 地方公務員　● 海外展開しているメーカー　● 観光関連 など
国際総合政策学科 4年
江上 陽太さん
〈新潟県/帝京長岡高等学校出身〉

● 国際法　● 国際政治学　● 日本外交論　● 平和学　● 国際協力論　● NGO/NPO論　● 国際経済学

● 国際金融論　● 経済学原論　● 現代経済社会　● 観光概論　● ホスピタリティ論 など

世界の国々と協力しながら、世界が直面する諸問題を解決する方法を考察する

● 外交　● 安全保障　● 法律　● 日米関係　● 国際連合国際関係

共通の課題の解決を目指し、国や地域が手をとりあって物事に取り組む仕組みを学ぶ

● 中国ビジネス　● 国際貿易　● 社会福祉　● 観光ビジネス

文化を超えて自分の考えをストレートに伝えるための言葉や表現のあり方について考える

● 言語　● コミュニケーション　● 心理　● 交流言語表現

グローバルな経済の動きを捉え、安定した成長のために取るべき施策を考察する

● 流通　● 証券市場　● 都市経済　● 経営　● 情報システム
● 情報メディア　● マーケティング　● 財務管理経済・財政

立場が異なる国や企業が協働し、持続可能な社会をつくるための方法を探る

● 地球温暖化　● 資源　● 自然環境　● 食料問題環境問題

多様な国や地域の社会実情を学び、人々がより豊かな暮らしを築くための方法を考える

● 平和　● ジェンダーと社会　● NGO・NPO　● 地域開発国際協力

「学び」と「将来のキャリア」が結びつく

　私は大学に入学して初めて「学ぶ楽しさ」を知りました。心理学や文化論など
これまで無縁だった分野に触れて興味の幅が広がり、専門教育科目で好奇心が刺激
され、建宮ゼミナールで知識が深まる楽しさを経験したからです。本学科では正解
のない問いをみんなでディスカッションする機会が多くあり、思考力や洞察力、発想
力が鍛えられました。これらは将来会社の中だけでなく「社会」に求められる能力
だと思います。ビジネスに精通した先生方から、将来のキャリアに結びつく実践的な
指導を受けられることも、本学科の魅力です。

国際総合政策学科

現代を取り巻く問題の解決を目指し、
世界の人と協働し行動できる人材を育成

Department of  Internat ional  Studies
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研究領域とキーワード

専門教育科目の例

目指せる進路
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　国際社会の課題解決と持続的発展のための4つの領域を系統的に学べるコース制を導入。
一人ひとりの興味関心に沿った、より細分化した学びの道標を整えました。

コース紹介 4年間の学びのＳＴＥＰ
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　国際関係や国際協力の基礎を学び、国際社会の構造を多様な側面から
捉える能力を習得することで、世界が直面する諸問題を解決できる
国際的リーダーを育成することが目標である。

国際関係コース 国際ビジネスコース

教育目標

　現代社会の環境問題・人口問題・食糧問題などの諸問題を考える
基礎である社会科学の知識を習得し、地域・国・世界における諸問題を
分析・考察し、問題解決に向け積極的に自らの役割を果たせる人材の
育成が目標である。

グローバルスタディコース

教育目標
　21世紀における観光立国日本の実現を目指し、観光を通して異文化
理解・国際交流を促進し相互の発展を図るため、観光政策・観光文化・
観光経営・観光実務などの専門知識と技術を学び、国内外の観光旅行
並びに観光産業の振興に寄与できる人材の育成が目標である。

グローバル観光コース

教育目標

　グローバル化する経済社会にあって、経済活動と市場の仕組みや
企業組織と経営などの基礎と応用を体系的に学び、法制や国際政治等
の視点も加えて国内外のビジネス動向を的確に把握して、国際レベルで
ビジネスを主導していける人材の育成が目標である。

教育目標

● 国際関係論Ⅰ（理論）
● 国際法　　  ● 国際法概論
● 国際関係史  ● 国際政治学
● 日本外交論

分野別 講義履修モデル（一例）

● 国際関係論Ⅱ
● 国際機構論
● 国際政治史
● 地域統合論

● 国際連合論　 
● 国際関係私法
● 国際関係学特別研究

● 平和学Ⅰ
● 安全保障論

● 平和学Ⅱ
● 戦略論

● 日本の平和と安全保障
● 紛争研究

● 国際協力論
● ＮＧＯ／ＮＰＯ論
● 国際人口移動論

● 国際技術協力論
● 行政学
● ボランティア援助技術
● メディアと社会

● 地方自治論 
● 国際人事管理論
● 国際ジャーナリズム論
● 都市社会学

国際関係・
関連法

安全保障

国際協力・
関連領域

2年次 3年次 4年次

● 開発教育論
● 社会開発論
● 地球環境と持続可能な開発
● 国際時事問題

分野別 講義履修モデル（一例）

● 開発経済論
● 開発人類学
● 資源エネルギー論
● 地域開発論

● 地球環境と
　 持続可能な開発

● 環境社会学
● 都市環境論
● 地球環境問題

● 国際環境法規
● 環境倫理

● 社会学概論
● フィールドワーク
● 比較文化論
● 国際人口移動論
● エスノグラフィー論

● 社会福祉論
● メディアと社会
● 交流マネージメント論
● 世界の食文化

● 国際ジャーナリズム論

開　発

環　境

国際交流

2年次 3年次 4年次

● 観光地理Ⅰ（国内） 
● 観光実務Ⅰ（国内）
● 観光法規Ⅰ

分野別 講義履修モデル（一例）

● 観光地理Ⅱ（海外）　
● 観光実務Ⅱ（海外）
● 観光法規Ⅱ

● 観光概論
● ホスピタリティ論
● 宿泊事業論

● 旅行事業論
● 観光交通論
● コミュニティ論

● 国際観光経営論　● 国際観光開発論
● 国際観光政策　　● 国際観光文化論
● 伊豆観光文化論　● 行政学
● 地域振興論　　　● 文化政策論

● アメリカ文化
● ヨーロッパ文化史

● 中国文化史
● イスラム文化

● 交流マネージメント論
● 世界の食文化

観光理論・
実務

観光事業・
政策

地域文化

2年次 3年次

● 組織論
● 経営学原論  ● 企業論
● ベンチャービジネス論

分野別 講義履修モデル（一例）

● 経営法務
● 経営情報論
● マーケティング論

● 国際経営論
● 経営学特別研究

● 財務管理論 ● 簿記論
● 会計学

● 租税論
● 財政学

● 金融論  ● 国際経済学
● 経済学原論
● 現代経済社会

● 証券市場論
● 国際金融論
● 国際貿易論

● 経済学特別研究
● 食品流通論  ● 流通経済学
● 都市経済学

● 情報メディアリテラシー
● ビジネス統計演習

● 情報システム理論と演習　 
● プログラミング
● Ｗｅｂデザインと技術

● ビジネス・
　 インテリジェンス

国際
ビジネス

財務・会計

国際経済

情報

2年次 3年次 4年次

国際総合政策学科
教育研究上の目的
　国際交流や国際社会のさまざまな
分野で、困難な問題に対しても、高度な
意志決定ができる人材を養成する。
国際人として欠かすことのできない英語
をはじめとした外国語能力を向上させる
ために基礎教育を徹底して行う。総合的
な教養力を養うとともに、国際関係、
国際ビジネス、グローバルスタディ、
グローバル観光の4つの履修コースを
柱として、国際実務に必要な専門知識と
スキルを養成する。

国際総合政策学科
教育目標
　日々起きている経済、環境、紛争など
の問題は、今や特定の国や地域のもので
はなくその解決にはグローバルな視点
が必要とされ、こうした問題に直面した
時に、素早くその本質を見抜き、解決
するために政策を実行できる人材育成
が目標である。

アドミッション・ポリシー
（入学者受入れの方針）
　私たちの周りで日々起きている経済、
環境、紛争などの問題は、今や特定の
国や地域のものではなく、その解決には
グローバルな視点が必要とされています。
本学科では、こうした問題に直面した
時に、素早くその本質を見抜き、解決
するための政策を決定し実行することの
できる人材を養成します。そのために、
国際的な視野を持って、社会で活躍する
ことを目指している人材を求めます。 

　将来の進路を見据えて計画的に学んで
いくための準備期間。総合教育科目では
社会人として身に付けておくべき教養を
習得します。

全学共通教育科目・基礎科目

外国語科目

総合教育科目

学部共通科目

国際関係 経済・財政
ビジネス 環境問題
言語表現 国際協力

健康スポーツ科目

国際関係論入門 国際文化論入門

国際人へのファースト・ステップ

　外国語科目は、英語とアラビア語を学び
中東貿易のプロへ…など、目的に応じて
自由に組み合わせて学修できます。

コミュニケーションの土台を築く

　4つのコース選択は2年次からスタート。
学部共通科目と組み合わせ、幅広い教養と
専門領域の知識を連動させながら深めるカ
リキュラムです。

関心に応じて選べる4コース

　環境問題や紛争の解決策、海外ビジネス
の経営戦略など、豊かな国際社会を形成
するための多様な課題の解決が研究テーマ
となります。

世界を取り巻く課題を研究

　2年次後学期からのゼミナールを中心に
テーマを調査・分析。様々な利害関係が絡む
中で妥当かつ効果的な政策を立案・提言で
きる力を養います。

問題をとらえ解決策を見いだす

　ゼミナールでは海外でのフィールドワー
クやボランティアへ参加可能。国際的な
フィールドで主体的に行動することで確か
な実践力を身に付けます。

国内外で実践し行動できる人になる

国際関係
コース

国際ビジネス
コース

グローバル
スタディコース

グローバル観光
コース

専門教育科目

多種多様なフィールドから
研究テーマを選択

１年次

2年次

3・4年次

問題解決力を発揮できる国内外の舞台へ

プ
レ
ゼ
ン

　
　テ
ー
シ
ョ
ン

調
査
・
分
析

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

海外ゼミナール
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面白かった講義やおすすめしたい講義、影響を受けた講義内容などを先輩が紹介します。

　国際関係の基礎から、現代の国際問題に関わる先端領域まで、幅広く学び知識を深められます。
2年次からは、さらに分野分けした講義を受講することで、より理解が深まります。カリキュラム MY FAVOR I TE

「私流」おすすめ講義
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複雑な国際関係を読み解くための道具が手に入る！
　この講義では、国際関係の理論を学びます。なぜ戦争は繰り返され
るのか。平和な国際関係を築くためにはどうすれば良いのか。今日の
国際情勢を考える上でも重要なこれらの問いについて、これまでの国
際関係の歴史も振り返りながら、「リアリズム」と「リベラリズム」と呼
ばれる２つの視点から考えていきます。複雑な国際関係の現実を読み
解くための「道具（＝理論）」を手に入れることが本講義の目的です。

国際関係論Ⅰ（理論） 担当
准教授  永井 雄一郎

国際関係論Ⅰ（理論） 関連する講義 ● 国際法概論 ● 平和学 ● 国際政治学 ● 安全保障論

国際総合政策学科 3年
伊藤 未奈さん
〈静岡県/静岡サレジオ高等学校出身〉

理論を学んで世界の平和を考える
　「戦争の防止」と「平和の創出」を探求する講義
です。特に印象に残っているのは「リアリズム」と
「リベラリズム」という、2つの考え方を学んだこと
です。前者は自国の安全保障を、後者は国家間の
協調を重視することで、国同士の争いは防げるとし
ています。講義では両方の視点で理論を学んだ上で、
「もし自分が国家の主導者だったら…」という仮定
で自分の意見をまとめる機会があったため、受講後
は世界情勢を報じるニュースに対して自分の考えを
持てるようになりました。

課題認識が、世界を変える力になる
　難民、人権侵害、環境負荷、貧富の格差など、世界中
で起きている社会課題と向き合い、解決のためにできる
ことは何かを考えます。グループワークやディスカッション
では、自分が考えつかない発想や意見が飛び交い、非常
に面白いです。ある日の講義では、普段私たちの身の回り
で安く手に入る外国製の商品が、なぜ低価格を実現でき
るのか考察し、劣悪な労働環境や有害物質による環境
破壊が背景にあることを知り、衝撃を受けました。社会
課題を自分ごととして捉えることが問題解決の第一歩
だと、この講義を通じて学びました。

開発教育論　関連する講義 ● 国際人口移動論 ● NGO/NPO論 ● 国際経済学 ● 社会開発論

国際総合政策学科 3年
齋藤 航希さん
〈静岡県/静岡学園高等学校出身〉

自分と世界とのつながりに目を向けよう
　貧困、教育、平和、多文化共生など、一見すると自分とは異なる世界で
起こっている様々な問題について、どこかに自分とのつながりはないか
という視点で理解し、自分たちならどのように問題解決に貢献できるの
かを考えます。グループ討論やワークショップなど、学生同士の協働にも
比重を置いている講義です。それによって、これまでに見えてこなかった
課題に気付き、柔軟に問題解決の方法を発想できる力を育みます。

開発教育論 担当
准教授  眞嶋 麻子

専門基礎科目
国際関係論入門
国際文化論入門

日本近現代史
世界近現代史

情報
情報処理Ⅰ・Ⅱ 情報処理Ⅲ：2 年次

全学共通教育科目
自主創造の基礎 日本を考える

総合教育科目
哲学　倫理学
歴史学　心理学
文化人類学
芸術
世界の宗教
世界の言語

文学　社会学
法学
日本国憲法
政治学
経済学
商学　経営学

ジェンダーと社会
数理の世界
生命の科学
情報論
調査統計論
科学思想史

外国語科目
英語Ⅰ〜Ⅳ
ドイツ語Ⅰ〜Ⅳ
フランス語Ⅰ〜Ⅳ
中国語Ⅰ〜Ⅳ

スペイン語Ⅰ〜Ⅳ
韓国語Ⅰ〜Ⅳ
日本語Ⅰ〜Ⅳ

専門外国語
特定言語初級
複言語Ⅰ・Ⅱ

専門外国語
英語Ⅴ〜Ⅷ
ドイツ語Ⅴ〜Ⅷ
フランス語Ⅴ〜Ⅷ
中国語Ⅴ〜Ⅷ

スペイン語Ⅴ〜Ⅷ
韓国語Ⅴ〜Ⅷ
日本語Ⅴ〜Ⅶ
特定言語中級・上級

英語ディスカッション・ディベート
英語文献講読Ⅰ・Ⅱ
ドイツ語文献講読Ⅰ・Ⅱ
フランス語文献講読Ⅰ・Ⅱ

中国語文献講読Ⅰ・Ⅱ
スペイン語文献講読Ⅰ・Ⅱ
韓国語文献講読Ⅰ・Ⅱ

専
門
教
育
科
目

国
際
関
係
コ
ー
ス

コース専門基礎
国際関係論Ⅰ（理論）
国際法概論　国際政治学
国際協力論

コース専門
国際法
国際関係史
日本外交論
平和学Ⅰ

安全保障論
ＮＧＯ/ＮＰＯ論
国際人口移動論

国際関係論Ⅱ
国際機構論
国際政治史
地域統合論　

平和学Ⅱ　　　国際技術協力論
ボランティア援助技術
行政学　　　　メディアと社会
戦略論

国際連合論
国際ジャーナリズム論
国際関係私法
国際関係学特別研究
紛争研究

日本の平和と安全保障
地方自治論
国際人事管理論
都市社会学　　

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

コース専門基礎
国際関係論Ⅰ（理論）
国際経済学　財務管理論
組織論

コース専門
簿記論
経済学原論
経営学原論
金融論
会計学

ベンチャービジネス論
企業論
情報メディアリテラシー
ビジネス統計演習
現代経済社会

経営法務
マーケティング論
国際金融論
財政学　租税論
証券市場論

情報システム理論と演習
プログラミング
Web デザインと技術
経営情報論
国際貿易論

経済学特別研究
流通経済学　経営学特別研究
ビジネス・インテリジェンス
食品流通論　国際経営論
都市経済学

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
コ
ー
ス

コース専門基礎
国際関係論Ⅰ（理論）
地球環境と持続可能な開発
国際時事問題
社会学概論　比較文化論

コース専門
開発教育論　　　社会開発論
国際人口移動論　フィールドワーク
エスノグラフィー論

開発経済論
交流マネージメント論
開発人類学　地域開発論
資源エネルギー論
地球環境問題

環境社会学　
社会福祉論
世界の食文化
メディアと社会
都市環境論

環境倫理
国際環境法規
国際ジャーナリズム論

コース専門
観光法規Ⅰ
観光地理Ⅰ（国内）
観光実務Ⅰ（国内）
コミュニティ論
観光概論
ホスピタリティ論
旅行事業論

宿泊事業論
観光交通論
アメリカ文化
ヨーロッパ文化史
中国文化史
イスラム文化

国際観光経営論
国際観光開発論
国際観光政策
国際観光文化論
観光法規Ⅱ
観光地理Ⅱ（海外）
観光実務Ⅱ（海外）

行政学
文化政策論
地域振興論
伊豆観光文化論
世界の食文化
交流マネージメント論

グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
コ
ー
ス

コース専門基礎
国際関係論Ⅰ（理論）
地球環境と持続可能な開発
異文化コミュニケーション論
社会学概論
比較文化論

学
部
共
通
科
目

日
本
語
教
員

養
成
科
目

資格外国語
資格英語Ⅰ・Ⅱ 資格英語Ⅲ・Ⅳ

資格ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
資格フランス語Ⅰ・Ⅱ

資格中国語Ⅰ・Ⅱ
資格スペイン語Ⅰ・Ⅱ
資格韓国語Ⅰ・Ⅱ

日本語教育概論
日本語文法Ⅰ
日本語文法Ⅱ
日本語教授法（理論）
日本語教授法（応用）
日本語音声学
日本語語彙論

日本語教育実習
日本語教育検定演習

留学生用演習（交換留学生）
日本語演習Ⅰ〜Ⅴ

特別教育
学際研究Ⅰ・Ⅱ　　特殊講義Ⅰ・Ⅱ

スポーツ交流
スポーツ科学
スポーツと社会

スポーツ指導論
レクリエーション論

健康スポーツ科目
スポーツ科学と健康 スポーツ総合

基礎科目
キャリアデザイン

演 習
ゼミナールⅠ　　　 ゼミナールⅡ・Ⅲ　　　インターンシップ ライフデザイン　　　卒業論文

ジャパンスタディーズ
Japan Studies Ⅰ（宗教・思想）
Japan Studies Ⅱ（日本文学）
Japan Studies Ⅲ（文化史）
Japan Studies Ⅳ（日本社会）
Japan Studies Ⅴ（経済）
Japan Studies Ⅵ（政治）

Japan Studies Ⅶ（スペシャルレクチャー）
Japan Studies Ⅷ（スペシャルレクチャー）
日本政治
日本経済
日本史
日本宗教思想

日本文学史
日本文化
日本社会

観光外国語
観光英語Ⅰ：1 年次　 観光英語Ⅱ・Ⅲ 観光ドイツ語Ⅰ・Ⅱ

観光フランス語Ⅰ・Ⅱ
観光中国語Ⅰ・Ⅱ

観光スペイン語Ⅰ・Ⅱ
観光韓国語Ⅰ・Ⅱ

地域研究
国際交流（外国語実習）：1 年次
地域研究（アメリカ・イギリス・中国・韓国・アジア・
ドイツ・フランス・スペイン・中東・アフリカ）
ティーチング・インターンシップ：1年次　海外実地研究

地域研究（特別研究）

教職課程の関連科目は p.43 を
参照してください。

　　　 の科目は教職課程の
「教科に関する専門的事項」の科目です。

4 年 次3 年 次2 年 次1 年 次
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国際教養学科 3年

長友 愛凛さん
〈宮崎県/宮崎日本大学高等学校出身〉

　国際文化と異文化コミュニケーションに関わる多様なテーマで少人数制のゼミナールを開講。卒業論文
の作成に向けて各自のテーマを追究するとともに、現場調査や体験学習を通じて学びを深めるフィールド
ワークを実施します。

● 幅広く世界を学ぶ
● 英語を中心とした言語習得
● 文化･宗教を教養として学ぶ
● 多文化共生社会で活躍する人材育成

● 観光関連　● 航空・鉄道　● マスメディア　● 放送関係　● メーカー　● 小売企業　● 通訳・翻訳

● 英語教員　● 国家公務員　● 地方公務員 など

　高校生の時に参加した開発途上国に向けたボランティア活動をきっかけに、貧困
や児童労働などの手助けをしたいと考えるようになりました。本学科では国際社会
の課題とその解決策を考え、国際協力の在り方を学ぶことができます。実務経験の
ある先生方は、課題の本質を実体験を持って解説してくださいます。JICA（国際協
力機構）で長年働かれた鈴木先生（鈴木ゼミナール）は地球環境の保全や、途上国
の労働環境改善に向けて、私たちができることを検討しています。卒業後の人生を
左右するのは、今の自分次第です。ここでの学びを全世界に還元し、人々の未来を変
えることができるよう、知見を広げていたいです。

世界に目を向け、可能性を広げる

研究領域とキーワード

専門教育科目の例

目指せる進路

● アメリカ文化　● ヨーロッパ文化史　● 中国文化史　● 社会心理学　● 国際文化論　● 比較文化論

● 宗教文化　● 現代思想　● 異文化コミュニケーション論　● 英語文学論　● 観光概論

● ホスピタリティ論 など

世界の各エリアで生まれ、形作られた文化の背景にあるものの本質にアプローチする

● 文化人類学　● 日米比較文化　● 比較演劇研究　● 比較文学比較文化

変化の激しい現代社会への理解を深め、私たちを取り巻く問題への理解を深める

● マスメディア　● 都市文化　● サブカルチャー　● 現代思想現代社会

それぞれの国や地域、また国と国との関係が今のカタチに作られたプロセスを研究する

● 歴史　● 近現代　● 古代中世　● 考古学歴　史

アジアやアメリカ、またヨーロッパなどの社会について、様々な視点から捉えて学ぶ

● 観光　● 地域振興　● 日欧の交流　● 文化地域研究

文化を越えて自分の考えをストレートに伝えるための言葉や表現の在り方について考える

● 言語　● コミュニケーション　● 心理　● 交流言語表現

言語学としての外国語や言語の教授法、また円滑なコミュニケーションのポイントなどを学習する

● 教育　● 一般教養　● 生涯学習　● 道徳教　育

特

　集

国
際
総
合
政
策
学
科
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際
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科

大
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学科の特徴･学べること
国際教養学科

コミュニケーション力を発揮し、
豊かな国際社会創造に貢献する人材を育成

Department of  Internat ional  Liberal  Arts
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　国際文化と異文化コミュニケーション、国際交流を通して世界の人と協働できる力を育成します。
一人ひとりの興味関心に沿った、より細分化した学びの道標を整えました。

特

　集

国
際
総
合
政
策
学
科

国
際
教
養
学
科

大
学
院

資

　格
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援
・
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績
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ン
パ
ス
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イ
フ

入
試
情
報

　様々な国と地域に息づく歴史・芸術・思想・宗教などの多様な文化を
学びつつ自国の文化理解を深め、より広く多角的な視点から、地域・国・
世界、そこに生きる人々を捉えることのできる、旺盛な探究心と創造的
な思考力を備えた知的人材の育成が目標である。

国際文化コース 国際コミュニケーションコース

教育目標

　現代社会の環境問題・人口問題・食糧問題などの諸問題を考える基礎
である社会科学の知識を習得し、地域・国・世界における諸問題を
分析・考察し、問題解決に向け積極的に自らの役割を果たせる人材の
育成が目標である。

グローバルスタディコース

教育目標
　21世紀における観光立国日本の実現を目指し、観光を通して異文化
理解・国際交流を促進し相互の発展を図るため、観光政策・観光文化・
観光経営・観光実務などの専門知識と技術を学び、国内外の観光旅行
並びに観光産業の振興に寄与できる人材の育成が目標である。

グローバル観光コース

教育目標

　自国の文化や社会についての深い理解に基づき、国際社会の多様な
他者と協働・共生するために必要なコミュニケーション能力を習得した
人材の育成が目標である。

教育目標

● 日米比較文化論
● 日中比較文化論
● 日欧比較文化論 
● 現代思想　● 宗教文化

分野別 講義履修モデル（一例）

● アメリカ文化
● ヨーロッパ文化史

● 中国文化史
● イスラム文化

● サブカルチャー論  ● 表象文化論
● カルチュラルスタディーズ

● 比較文学論　　　  ● 現代言語学
● 英米言語文化研究  ● 漢字文化論
● 日本言語文化研究
● ヨーロッパ言語文化研究

● 批評理論● 文化記号論

● 英語文学論
● 英語文学論演習

● 芸術表現論人文・
比較文化

地域文化

表現文化

言語文化

2年次 3年次 4年次

● 開発教育論
● 社会開発論
● 地球環境と持続可能な開発
● 国際時事問題

分野別 講義履修モデル（一例）

● 開発経済論
● 開発人類学
● 資源エネルギー論
● 地域開発論

● 地球環境と
　 持続可能な開発

● 環境社会学
● 都市環境論
● 地球環境問題

● 国際環境法規
● 環境倫理

● 社会学概論
● フィールドワーク
● 比較文化論
● 国際人口移動論
● エスノグラフィー論

● 社会福祉論
● メディアと社会
● 交流マネージメント論
● 世界の食文化

● 国際ジャーナリズム論

開　発

環　境

国際交流

2年次 3年次 4年次

● 観光地理Ⅰ（国内） 
● 観光実務Ⅰ（国内）
● 観光法規Ⅰ

分野別 講義履修モデル（一例）

● 観光地理Ⅱ（海外）　
● 観光実務Ⅱ（海外）
● 観光法規Ⅱ

● 観光概論
● ホスピタリティ論
● 宿泊事業論

● 旅行事業論
● 観光交通論
● コミュニティ論

● 国際観光経営論　● 国際観光開発論
● 国際観光政策　　● 国際観光文化論
● 伊豆観光文化論　● 行政学
● 地域振興論　　　● 文化政策論

● アメリカ文化
● ヨーロッパ文化史

● 中国文化史
● イスラム文化

● 交流マネージメント論
● 世界の食文化

観光理論・
実務

観光事業・
政策

地域文化

2年次 3年次

● フィールドワーク
● 現代社会学理論　● 人権論
● 開発教育論

分野別 講義履修モデル（一例）

● 社会心理学
● メディアと社会
● 社会福祉論

● 国際人口移動論
● エスノグラフィー論

● 親族と婚姻論

● ビジネス
　 英語Ⅰ

● ビジネス英語Ⅱ  ● 英語学 
● 英語コミュニケーションⅠ
● 英語コミュニケーションⅡ
● 英語音声学
● 英文法
● 英語文学論
● 英語文学論演習

● 英語発達史
● 英作文
● 英語リーディング
● 英語ライティング

● 英語翻訳法
● 英語通訳法
● 英米言語
　 文化研究

● 都市社会学社会学系

国際交流

英語
コミュニ
ケーション

2年次1年次 3年次 4年次

国際教養学科　
教育研究上の目的
　多文化共生社会において、異文化理解
を深めるための専門知識と英語を中心と
した外国語の実践的な運用能力のある
人材を養成する。様々な国・地域における
高度な文化的専門知識を養うとともに、
国際文化、国際コミュニケーション、
グローバルスタディ、グローバル観光
の4つの履修コースを柱として、実務
に耐える応用力を養成する。

国際教養学科
教育目標
　今日の世界では、異なる言語、文化、
宗教間での摩擦が身近なところで起きて
おり、多文化共生社会の実現が求められ
ており、使える外国語を身に付けるととも
に、歴史、思想、芸術、宗教、文学を幅広
く学び、異文化理解力と外国語運用能力
を習得した人材育成が目標である。

アドミッション・ポリシー
（入学者受入れの方針）
　人と物と情報がダイナミックに交錯する
今日の世界では、異なる言語、文化、
宗教間での摩擦が私たちの身近なとこ
ろで起きており、多文化共生社会の実現
が求められています。本学科では、単に
「読める」、「書ける」から「使う」、「話せる」
外国語運用能力を身につけるとともに、
異文化理解には欠かせない歴史、思想、
芸術、宗教などを幅広く学びます。その
ために、多文化共生社会で活躍すること
を目指している人材を求めます。 

　国際関係の基礎・社会学・経済学・
商学・心理学等、人文社会系の科目を中心
に履修。情報処理の技術や将来に向けた
キャリアに関連する授業も履修します。

全学共通教育科目・基礎科目

外国語科目

総合教育科目

学部共通科目

比較文化 地域研究
現代社会 言語表現
歴　史 教　育

健康スポーツ科目

国際関係論入門 国際文化論入門

国際人としての教養を身に付ける

　主要6言語に加え、特定7言語からも
外国語を選択することができます。就職に
も有利な高度な外国語の運用能力を身に
付けます。

高度な外国語の力を全員が習得

　4つのコース選択は2年次からスタート。
学部共通科目と組み合わせ、幅広い教養と
専門領域の知識を連動させながら深める
カリキュラムです。

専門性を深める4つのコース

　文化や国境の枠組みを越えて人と関わる
方法、表現手法、思想や宗教など、進路希望
や各自の関心に応じて様々な領域のテーマ
を追究します。

関心に応じて専門領域にアプローチ

　中学校・高等学校の英語教員免許が取得
可能な教職課程を設置。資格外国語では
         ®をはじめ、各外国語の検定試験
対策も実施しています。

未来の可能性を広げる学びに挑戦

　2年次スタートのゼミでは、少人数クラスで
共通テーマを追究します。研究過程での発表
や討論を通じ、論理的思考力やコミュニ
ケーション能力を磨きます。

少人数で各自のテーマを主体的に研究

国際文化
コース

国際コミュニケーション
コース

グローバルスタディ
コース

グローバル観光
コース

専門教育科目

「文化」と「コミュニケーション」を
テーマに学ぶ

１年次

2年次

3・4年次

コミュニケーション能力を生かせるフィールドへ

さ
ら
に
高
度
な

語
学
力
の
習
得

英
語
教
員

免
許
状
取
得

（
中
学
校
・
高
等
学
校
）

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

海外ゼミナール

複数言語
習得もOK!

コース紹介 4年間の学びのＳＴＥＰ

TOEIC
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　国際的な舞台で必須となる異文化理解や外国語の能力の獲得を目指し、基礎から学べるカリキュラム
となっています。 特

　集
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紛争や対立の解決方法を考えよう
　国際的な文化紛争や宗教対立について学び、紛争解決について考える講義
です。多くの紛争は文化的な問題が背景にあります。そして、こうした国際紛争
の解決策について考えることは、日常的な人と人の間に起きる対立や摩擦を
いかに解決し、乗り越えるかについての思考力を養うことにつながります。これ
は社会で活動するために重要な能力となります。諸外国で起きている問題とし
てだけでなく、身近なこととして捉えることで、問題解決能力を養います。

国際文化論 担当
教授  松本 佐保

国際教養学科 3年
若杉 竜馬さん
〈神奈川県立川崎高等学校出身〉

経済学の知識はどんな分野にも役立つ
　消費者のお金の使い方や商品の価格が決まる仕組み
など「ミクロ」の視点から経済の動向を洞察し、日常生活
の中にある経済活動の仕組みを学びます。政府が価格
統制や生産規制に介入した場合の市場に与える影響
や効果を理解したり、環境や格差の問題を経済学的
アプローチで解決策に導いたりと、内容の幅広さも魅力
です。経済学はビジネスや財政、金融、国際関係、開発、
環境など様々な分野に応用されていて、将来のキャリア
や社会貢献につながる知識を身に付けることができる
非常に興味深い学問です。

異文化理解で紛争解決
　過去から現在まで実際に起きた紛争やテロの事
例を扱い、日本との関連も含めて国際問題を考え
る講義です。対立の背景にある文化や宗教の違い
を知ることで解決の糸口を見いだしていくので、
過去の戦争を批難するのではなく、明るい未来
をイメージすることができます。普段の生活で意
識することがなかった問題も、講義をきっかけに興
味を持つようになりました。グローバル化が進
む中で、異なる文化を受け入れて理解しようとす
ることが、多文化共生につながることを学びまし

国際教養学科 2年

栗島 暖大さん
〈茨城県立下館第一高等学校出身〉

国際社会において経済学は最強の武器です
　経済学は難しい科目と思われがちですが、私たちの身近で行われてい
るビジネス活動や国家間の貿易・金融取引の背後には、何らかの「経済法
則」が働いています。こうした法則を理解することは、現実の経済活動の
理解に役立つことに加え、国際社会に出てからも「世界の共通言語」とし
て頼もしい武器となります。最近話題のゲーム理論や行動経済学にも
触れながら、グローバルに活躍するためのパスポートを手に入れましょう。

経済学 担当

准教授  小田 正規

面白かった講義やおすすめしたい講義、影響を受けた講義内容などを先輩が紹介します。

カリキュラム MY FAVOR I TE
「私流」おすすめ講義

国際文化論　関連する講義 ● 比較文化論 ● 異文化コミュニケーション論 ● サブカルチャー論 ● 宗教文化

経済学　関連する講義 ● 開発経済論 ● 経済学原論 ● 国際経済学 ● 国際貿易論

は る  と

専
門
教
育
科
目

国
際
文
化
コ
ー
ス

コース専門基礎
国際文化論　比較文化論
異文化コミュニケーション論
社会学概論

コース専門
日米比較文化論
日欧比較文化論
日中比較文化論
現代思想
宗教文化
アメリカ文化

ヨーロッパ文化史
中国文化史
イスラム文化
英語文学論
英語文学論演習
文化記号論

現代言語学
芸術表現論
比較文学論
表象文化論
漢字文化論

英米言語文化研究
ヨーロッパ言語文化研究
日本言語文化研究
カルチュラルスタディーズ
サブカルチャー論

批評理論

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
コ
ー
ス

コース専門基礎
国際文化論　　比較文化論
地球環境と持続可能な開発
国際時事問題　社会学概論

コース専門
開発教育論　　　  社会開発論
国際人口移動論　  フィールドワーク
エスノグラフィー論

開発経済論
交流マネージメント論
開発人類学　地域開発論
資源エネルギー論
地球環境問題

環境社会学　
社会福祉論
世界の食文化
メディアと社会
都市環境論

環境倫理
国際環境法規
国際ジャーナリズム論

コース専門
観光法規Ⅰ
観光地理Ⅰ（国内）
観光実務Ⅰ（国内）
コミュニティ論
観光概論
ホスピタリティ論
旅行事業論

宿泊事業論
観光交通論
アメリカ文化
ヨーロッパ文化史
中国文化史
イスラム文化

国際観光経営論
国際観光開発論
国際観光政策
国際観光文化論
観光法規Ⅱ
観光地理Ⅱ（海外）
観光実務Ⅱ（海外）

行政学
文化政策論
地域振興論
伊豆観光文化論
世界の食文化
交流マネージメント論

グ
ロ
ー
バ
ル
観
光
コ
ー
ス

コース専門基礎
国際文化論　比較文化論
地球環境と持続可能な開発
異文化コミュニケーション論
社会学概論

日
本
語
教
員

養
成
科
目

日本語教育概論
日本語文法Ⅰ
日本語文法Ⅱ
日本語教授法（理論）
日本語教授法（応用）
日本語音声学
日本語語彙論

日本語教育実習
日本語教育検定演習

学
部
共
通
科
目

資格外国語
資格英語Ⅰ・Ⅱ 資格英語Ⅲ・Ⅳ

資格ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
資格フランス語Ⅰ・Ⅱ

資格中国語Ⅰ・Ⅱ
資格スペイン語Ⅰ・Ⅱ
資格韓国語Ⅰ・Ⅱ

スポーツ交流
スポーツ科学
スポーツと社会

スポーツ指導論
レクリエーション論

専門基礎
国際関係論入門
国際文化論入門

日本近現代史
世界近現代史

情報
情報処理Ⅰ・Ⅱ 情報処理Ⅲ：2 年次

総合教育科目
哲学　倫理学
歴史学　心理学
文化人類学
芸術
世界の宗教
世界の言語

文学　社会学
法学
日本国憲法
政治学
経済学
商学　経営学

ジェンダーと社会
数理の世界
生命の科学
情報論
調査統計論
科学思想史

外国語科目
英語Ⅰ〜Ⅳ
ドイツ語Ⅰ〜Ⅳ
フランス語Ⅰ〜Ⅳ
中国語Ⅰ〜Ⅳ

スペイン語Ⅰ〜Ⅳ
韓国語Ⅰ〜Ⅳ
日本語Ⅰ〜Ⅳ

健康スポーツ科目
スポーツ科学と健康 スポーツ総合

基礎科目
キャリアデザイン

演 習
ゼミナールⅠ　　　 ゼミナールⅡ・Ⅲ　　　インターンシップ ライフデザイン　　　卒業論文

ジャパンスタディーズ
Japan Studies Ⅰ（宗教・思想）
Japan Studies Ⅱ（日本文学）
Japan Studies Ⅲ（文化史）
Japan Studies Ⅳ（日本社会）
Japan Studies Ⅴ（経済）
Japan Studies Ⅵ（政治）

Japan Studies Ⅶ（スペシャルレクチャー）
Japan Studies Ⅷ（スペシャルレクチャー）
日本政治
日本経済
日本史
日本宗教思想

日本文学史
日本文化
日本社会

観光外国語
観光英語Ⅰ：1 年次　 観光英語Ⅱ・Ⅲ 観光ドイツ語Ⅰ・Ⅱ

観光フランス語Ⅰ・Ⅱ
観光中国語Ⅰ・Ⅱ

観光スペイン語Ⅰ・Ⅱ
観光韓国語Ⅰ・Ⅱ

地域研究
国際交流（外国語実習）：1 年次
地域研究（アメリカ・イギリス・中国・韓国・アジア・
ドイツ・フランス・スペイン・中東・アフリカ）
ティーチング・インターンシップ：1年次　海外実地研究

地域研究（特別研究）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

コース専門基礎
国際文化論　比較文化論
異文化コミュニケーション論
社会学概論

コース専門
フィールドワーク
開発教育論
人権論
現代社会学理論
国際人口移動論

エスノグラフィー論
英語文学論
ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ※
英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ
英語音声学  

英語学
英文法
英作文
英語発達史

英米言語文化研究
メディアと社会
社会福祉論
親族と婚姻論

英語翻訳法
英語通訳法
社会心理学

 都市社会学

英語リーディング 英語ライティング  英語文学論演習 ※ ビジネス英語Ⅰ：1年次

留学生用演習（交換留学生）
日本語演習Ⅰ〜Ⅴ

特別教育
学際研究Ⅰ・Ⅱ　　特殊講義Ⅰ・Ⅱ

教職課程の関連科目は p.43 を
参照してください。

　　　 の科目は教職課程の
「教科に関する専門的事項」の科目です。

専門外国語
特定言語初級
複言語Ⅰ・Ⅱ

専門外国語
英語Ⅴ〜Ⅷ
ドイツ語Ⅴ〜Ⅷ
フランス語Ⅴ〜Ⅷ
中国語Ⅴ〜Ⅷ

スペイン語Ⅴ〜Ⅷ
韓国語Ⅴ〜Ⅷ
日本語Ⅴ〜Ⅶ
特定言語中級・上級

英語ディスカッション・ディベート
英語文献講読Ⅰ・Ⅱ
ドイツ語文献講読Ⅰ・Ⅱ
フランス語文献講読Ⅰ・Ⅱ

中国語文献講読Ⅰ・Ⅱ
スペイン語文献講読Ⅰ・Ⅱ
韓国語文献講読Ⅰ・Ⅱ

全学共通教育科目
自主創造の基礎 日本を考える

4 年 次3 年 次2 年 次1 年 次
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■ 主たる専攻分野の授業科目を履修
■ 他の専攻分野の授業科目を履修
■ 研究指導教員の特別研究指導
■ 研究テーマの決定（4月）
■ 研究指導教員による
　 博士論文指導（4月〜）　

1年次
■ 主たる専攻分野の授業科目を履修
■ 研究指導教員の特別研究指導
■ 研究指導教員による
　 博士論文指導（4月〜）
■ 博士論文構想構築（4月〜）

2 年次
■ 研究指導教員の特別研究指導
■ 研究指導教員に
　 博士論文提出の申し出（6月）
■ 予備試験実施（7月）
■ 博士論文執筆の可否（7月）

■ 博士論文提出（11月末日）
■ 博士論文審査（12月〜1月）
■ 公聴会・最終試験（1月）
■ 課程修了の可否審議（2月）
■ 学位（博士）の授与（3月）

3 年次
学び・

博士論文提出
までのステップ

博士前期課程

博士後期課程

翻訳コースプログラム
翻訳の理論・方法・実践に関する高度な知識と技術を有する人材を養成します。

博士前期課程
標準コース

■ 研究指導教員の授業科目を含めた
　 専攻分野の授業科目を履修
■ 他の専攻分野の授業科目を履修
■ 研究指導教員の研究指導

1年次
■ 専攻関連分野科目を履修
■ 研究指導教員の研究指導

2年次
■ 学位（修士）論文を
 　 中心とした口述試験
■ 外国語の筆記試験

最終試験 2月
1月

学位（修士）
論文 提出

3月
学位（修士）

授与

3月
学位（修士）

授与

博士前期課程　
1年コース

〈社会人対象〉

1年次
■ 研究指導教員の授業科目を含めた専攻
　 分野の授業科目を履修
■ 他の専攻分野の授業科目を履修
■ 研究指導教員の研究指導

1月
学位（修士）論文

提出

最終試験 2月
■ 学位（修士）論文を中心とした
　 口述試験

ダブル・ディグリー・
プログラム

日本大学国際関係学部とイリノイ州立大学社会学・人類学科間の学術文化交流に関する覚書に基づくダブル・ディグ
リー・プログラム実施に係る合意書締結に伴い、日本大学大学院国際関係研究科国際関係研究専攻博士前期課程に所属
する学生が最短2年間で本研究科及びイリノイ州立大学社会学・人類学科の2つの修士号を取得することができます。

安全保障コースプログラム
安全保障問題に関する高度な専門知識を有する人材を養成します。

　日本大学の教育理念「自主創造」に基づき、「国際関係及び国際文化への正しい理解と深い学識を基礎として、新たな領域での高度な研究成果を創出することを通じて、国際貢献を行う
こと」を理念とする。

教育理念

教育目標

国際関係研究専攻／博士前期課程
　国際関係及び国際文化並びにその関連学術分野における深い学識を涵養するととも
に、専攻分野における研究能力を身につけるための研究指導を行い、専門性を要する
職業等に必要な能力を持つ人材の育成が目標である。

国際関係研究専攻／博士後期課程
　社会科学・人文科学における人類の英知を修得し、国際関係及び国際文化の専攻分
野の研究において、新たな領域の確立及び高度な研究成果を創出できるための研究指
導を行うとともに、今日のグローバル社会の諸問題に対して、広い視野から研究を遂行
し、国際社会に貢献できる人材の育成が目標である。

● ディプロマ・ポリシー （学位授与の方針、論文審査基準を含む）
　大学院国際関係研究科では、本研究科所定の期間在学し、教育研究上の目的及び教育目標に沿って設定した所定の修了要件を満たし、かつ、以下に示す１及び２の資質や能力を備えた
と認められ、学位論文については以下に示す３の審査基準を満たした者に、修士（国際学）・博士（国際関係）の学位を授与する。

教育方針

国際関係研究専攻／博士前期課程／修士（国際学）
１ 世界の多様な価値観への正しい理解と深い学識により、国際的な視野で物事を捉

え、諸問題に対して考察できる。
２ 自己が創出した問題を広く深く考察し、国際関係並びに国際文化に関連する学術

分野における深い見識を提示できる。
３ 本研究科の修士論文の審査では、先行研究に対する正しい理解を示すとともに、研

究成果を論理的に説明できる能力並びに独創性があることを基準に評価する。な
お、最終試験では、国際関係並びに国際文化に関連する学術分野のうち、自己が
専攻する領域において専門的な知識を有しているかを審査する。

国際関係研究専攻／博士後期課程／博士（国際関係）
１ 社会科学・人文科学における先行研究の成果の正しい理解と深い学識により、国

際的な視野で物事を捉え、諸問題に対して多面的に考察できる。
２ 国際関係並びに国際文化に関連する学術分野において、高度な研究成果を創出で

きる。
３ 本研究科の博士論文の審査では、先行研究を踏まえつつも、新規性及び独創性が

あり、その学際的な研究成果を論理的に説明できる能力並びに高い倫理性がある
ことを基準に評価する。なお、最終試験では、学位申請者が今後継続して研究を遂
行できる能力を有しているか、また、国際関係並びに国際文化に関連する学術分
野のうち、自己が専攻する領域において国際社会に貢献できる高度な専門知識を
有しているかを審査する。

● カリキュラム・ポリシー （教育課程の編成・実施の方針）
　大学院国際関係研究科では、その教育目標及びディプロマ・ポリシーに基づいた修士・博士の養成を目指し、国際関係専攻と国際文化専攻の双方の領域を視野に入れ、専攻分野にお
ける研究能力を養い、専門性を要する職業等に必要な高度の能力を持つ人材を養成するため、次のような方針に基づきカリキュラム（教育課程）を編成する。また、各科目における教育
内容・方法・成績評価方法及び評価基準をシラバスに明示し、学生に周知した上で実施する授業形態に即し、公正かつ厳正に評価を行う。

国際関係研究専攻／博士前期課程／修士（国際学）
　深い学識を修得し、国際的な視野で物事を捉え、諸問題に対して考察できる資質や
能力を養うために、国際関係と国際文化の２つの専攻を設置する。国際関係専攻では、
政治・経済・法律・開発・協力・環境・情報等の科目を配置し、高度グローバル化社会
の問題解決のための理論的思考力を修得する。国際文化専攻では、各地域の文化・表
象文化・文学・社会の比較や異文化コミュニケーション、翻訳の科目等を配置し、我が
国並びに他国の歴史、伝統や世界の多様な文化を尊重し、世界の多様な価値観への正
しい理解を促し、より深い学識を涵養する。この双方の専攻に配置された科目を選択
必修としており、総合的・学際的なアプローチを試みることが可能となる。

国際関係研究専攻／博士後期課程／博士（国際関係）
　国際関係並びに国際文化に関連する学術分野のうち、自己が専攻する領域の研究
において、深い学識により、国際的な視野で物事を捉え、諸問題に対して多面的に考
察でき、新たな領域及び高度な研究成果を創出できるよう、問題設定能力及び解決
能力を養うことを目的として、個別的な「研究指導」を実施する。

● アドミッション・ポリシー  （入学者受入れの方針）
　大学院国際関係研究科では、現代の国際社会において伝統的な国際関係学を基礎として、経済的、政治的、文化的側面等から分析し、横断的かつ学際的な研究活動を行える者を広く求める。

国際関係研究専攻／博士前期課程
　専門分野における研究能力又は高度な専門性を有する職業などに必要な能力を養うことを目指して
いる。そのため，次のような資質や意欲を持つ学生を受け入れるものとする。
１. 国際関係並びに国際文化に関連する学術分野の研究において、必要な知識や能力

を身につけるための努力を惜しまない者
２. 国際関係並びに国際文化に関連する問題と自分がもつ問題意識との関係におい

て、学際性のある研究を行う意欲をもっている者

国際関係研究専攻／博士後期課程
　専門分野について，高度な研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目指している。その
ため，次のような資質や意欲を持つ学生を受け入れるものとする。
１. 国際関係並びに国際文化に関連する学術分野の研究を目指し、国際的な視野で物

事を考えることができる者
２. 国際関係並びに国際文化に関連する問題について高度な専門性と知識を身に付

け、独創性のある研究を行う意欲をもっている者

国際関係研究専攻／博士前期課程／修士（国際学）
１. 大学卒業レベルを前提として、国際関係並びに国際文化に関連する学術分野にお

ける研究推進のために不可欠な客観的で学際的な知識と能力を修得している。
２. 世界の多様な価値観に対して、寛容性を持ち、正しく理解し、複数の言語や表現方

法を用いて発信できる能力を修得している。

国際関係研究専攻／博士後期課程／博士（国際関係）
１. 博士前期課程並びに修士課程修了レベルを前提として、国際関係並びに国際文化

に関連する学術分野の研究において、研究推進のために不可欠な客観的で学際的
な知識と能力を修得している。

２. 様々な言語や表現方法を用いて、研究内容を議論できる能力を修得している。

● 入学前に修得しておくことが望まれる学業内容と水準

国際関係研究専攻／博士前期課程
　世界の各地域における諸問題に対し、政治・経済・法律・開発・環境・情報等の視点か
ら研究を行う「国際関係」部門と、各国の文化・文学の比較や異文化コミュニケーション
等の文化的フィールドから研究を行う「国際文化」 部門の双方の領域を視野に入れ、総
合的・学際的なアプローチを試みることにより、専攻分野における研究能力を養い、専門
性を要する職業等に必要な高度の能力を持つ人材を養成する。

国際関係研究専攻／博士後期課程
　世界が直面している諸問題は、政治・経済・文化等の複雑な要因から構成されており、
これらの問題に対しては、社会科学・人文科学の成果を結集した総合的・学際的研究が
必要である。このような認識のもとに新領域の国際関係研究を確立し、地域研究を行
い、国際関係に精通した研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力
及びその基礎となる豊かな学識を有し、国際社会に貢献できる人材を養成する。

　現在、国際社会はグローバル化が進行する一方で、地域格差の拡大・民族対立や紛争・環境破壊など様々な問題が深刻化し、複雑な事態に直面している。国際関係研究科では、問題解決
の糸口を探ると同時に、グローバリズムとリージョナリズムの調和を図り、これまでの価値観や研究手法にとらわれず、学際的な視点と柔軟な発想から、諸問題に対しダイナミックにアプロー
チできる研究者を養成するとともに、国際交流や国際援助を活動の場とする高度専門職業人を養成する。

教育研究上の目的

持続可能な社会に向けた、中山間地域保全の新たな取組持続可能な社会に向けた、中山間地域保全の新たな取組
　米の食文化を持つ日本において、稲の生産は重要です。中でも中山間地域にある棚田は、食を支えるだ
けでなく、地すべり防止や保水機能、水源の浄化など、環境保全の役割も果たしています。しかし棚田は狭
い傾斜地にあり農業機械が使えないため、耕作放棄されやすいという問題があります。私はこの棚田の保
全と中山間地域の農業振興を研究テーマに据え、現地調査や文献検討を通して、農家の収益を確保しな
がら棚田保全をするために、最も効果がある対策を提案しようとしています。保全の方法として「棚田オー
ナー制度」を代表に、都市農村交流の手法が導入されていますが、高齢化や過疎化、後継者不足などの影
響で成功を収めているとは言えず、集落の維持すら困難な状況です。私は教育の場としての活用や第６次産
業化などの対策が、どのくらい各地域に活用できるかを検証し、持続可能な中山間地域の保全に自分の研
究を役立てたいと思っています。私は日本の原風景が大好きです。将来は棚田のある地域に移住し暮らすこ
とが夢です。

王 朝平 さん
国際関係研究科 国際関係研究専攻
博士後期課程 2年

日本と中国の食料貿易構造の変化と、食料安全保障を考察 日本と中国の食料貿易構造の変化と、食料安全保障を考察 
　私が大学院への進学を目指したきっかけは、国際ビジネスコースで経済学を学び、経済の法則が人々
の行動から生まれることや、経済活動が国家間の関係や全世界へ影響を及ぼすことに興味を持ち、その
真理を深掘りしたいと思ったからです。学部2年次からは現在の指導教官である陳先生のゼミナールに
所属し、中国の経済について研究してきました。今は経済活動の中でも特に「食」にテーマを絞り、日本と
中国の経済発展に伴う食料構造の変化と相違性、貿易政策、そして両国の共同発展について、経済的側
面から考察しています。食をテーマにした理由は、食料安全問題が人類の健康や生存、さらには世界の平
和と安全に影響することから、人々が健康かつ健全な将来生活を送るための新たな可能性を探りたいと
思ったからです。本専攻では様々な分野の先生から、自分に不足している視点をアドバイスいただくこと
ができ、成長を実感できます。誰もが健康で幸せな生活を送れるようになることに、この研究が少しでも
役立てばと思っています。 

樊
ハ ン

 理
リ

娜
ナ

 さん
国際関係研究科 国際関係研究専攻
博士前期課程 2年

学
び
の
ス
テ
ッ
プ

大学院 国際関係研究科  国際関係研究専攻
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教職課程履修・所定単位修得による教員免許の取得

▲

 履修の詳細は別資料「履修要覧：教職課程 ページ」を参照

▲

 履修の詳細は別資料
「履修要覧：日本語教員養成プログラムページ」を参照

取得できる免許状
中学校教諭一種免許状（英語）
高等学校教諭一種免許状（英語）

教職課程関連科目

教育実習は4年次又は3年次後学期に実施できますが、
英語スコアの取得や単位取得など条件があります。
（履修要覧参照）

1年次 2年次

（合計32単位以上）日本語教員養成プログラム

国内旅行業務取扱管理者試験合格者
● 国内旅行業務取扱管理者6名合格
● 総合旅行業務取扱管理者1名合格

※スケジュールは変更又は中止となる場合があります。

2022年度試験

教職課程 日本語教員養成

旅行業務取扱管理者

各種語学検定

　中学校・高等学校の英語の教員免許状を取得できる教職課程を設けています。英語
の魅力を伝え、英語力の向上に貢献したいと考えている人のニーズに応え、様々な分野
の専門性を兼ね備えた教員を養成します。また、通信教育制度を利用して、小学校教諭
二種免許状を取得することもできます。

　「社会・文化・地域」「言語と社会」「言語と心理」「言語と教育」「言語」
の5つの区分にわたって授業科目が設定されています。科目群には国際関
係学部ならではの幅広い選択肢があり、個々の目的に合った科目構成を選
ぶことができます。
　主な学修内容として日本語学やコミュニケーション学などの基礎的な知識の
ほか、教授法、教材作成、メディアの活用などの実用的な内容を含んでいま
す。また、国際関係学部で学ぶ留学生を対象とした日本語クラス、外部の日本
語学校、海外の提携校での研修（ティーチング・インターンシップ・プログラム
（TIP））などを組み合わせた教育実習により実践力を養成します。

　日本語教授法クラスでは、模
擬授業により講義や練習の成果
を確認します。更に、教育実習で
実際の授業を担当することによ
り、日本語教員として働くための
即戦力を身に付けます。

　旅行業務取扱管理者とは、旅行会社で旅行商品を販売するために必要な「国家資格」。旅行会社店舗には1名以上の旅行業務取扱
管理者を配置することが法律で義務付けられ、国内旅行のみ取扱可能な「国内旅行業務取扱管理者」と海外旅行も取扱可能な「総合
旅行業務取扱管理者」の2資格があります。グローバル観光コースでは、2年次から国家試験対応科目を開講。試験は秋に実施されま
すが夏季休暇に直前対策講座も実施しています。資格を取得すると旅行業だけでなく、ツーリズム系産業（鉄道・航空・ホテル）への就
職時のアドバンテージとなります。また、在学中の「国家資格」取得は他産業や公務員の就職活動時にアピールポイントになります。

国際関係学部らしさを実感するプログラム
　日本語を母語としない人たちに日本語を教えるという、国際関係学部らしい内容に魅力を感じて履修
しました。プログラムを通して日本語教育の現状を知り、教育の国際化を考えるきっかけになりました。
また多様な背景を持つ学習者に対し柔軟な対応が求められるため、多角的に物事を捉える力が身に付き
ました。実際の教え方をクラスメイトと相談しながら学ぶことで、実践力も養われました。

これからの旅行業を担う一員に
　私が取得した総合旅行業務取扱管理者は、合格率が10％程度の難易度の高い資格です。通常講義と
試験勉強との両立は大変でしたが、やるからには絶対合格したいと思い、朝から晩までひたすら過去問題を
解きました。また、国家試験前の週末には大学主催の参加費不要の対策講座が用意されました。講座受講中
はオンラインでいつでも先生に質問できる環境があったからこそ、合格をつかみ取れたと思います。観光を
テーマとする矢嶋ゼミで旅行業を研究しており、この資格を取得したことで将来旅行業に就く夢に一歩
近づくことができました。今後はその夢を実現して、地域や経済の活性化に貢献したいと思っています。

目指す教師像が明確になる
　私は英語科の教員を目指す前提で本学部に入学しました。その理由は英語力の向上と教員免許取得の両方
がかなうだけでなく、これからの時代に必要な国際的な教養を身に付けて社会に出られると思ったからです。
教職課程の科目の中で特に印象に残っているのは「教育相談」という講義です。学校で起こり得るあらゆる
場面を想定し、生徒や保護者に教師としてどう対応すれば良いかロールプレイング形式で学びます。教師の
仕事は教科指導に限らず、人と関わり成長を支援する大切な役割を担います。そのための実践力と適応力を
養うプログラムが、本学部には数多く用意されています。教職課程の受講を通して、今まで漠然としていた
理想の教師像が明確になりました。

　TOEFL®、           ®はもちろん、各語学に関する各種資格取得に特化したカリキュラムを多数実施しています。TOEIC

▶ 該当講義：資格英語Ⅰ～Ⅳ 
▶ TOEFL ITP®テストの学内実施
　　　       ® L&R IPテストの学内実施
　　　       ® L&R IPテスト（オンライン）の実施
▶ 各留学プログラム参加に必要なスコア要件あり

TOEIC
TOEIC

● TOEFL®、          ®TOEIC
▶ ドイツ語・中国語などの各検定を学内実施
▶ 該当講義：資格ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
  資格フランス語Ⅰ・Ⅱ
  資格中国語Ⅰ・Ⅱ
  資格スペイン語Ⅰ・Ⅱ
  資格韓国語Ⅰ・Ⅱ

● 各種語学検定

資格英語Ⅲ・Ⅳ
資格ドイツ語Ⅰ・Ⅱ
資格フランス語Ⅰ・Ⅱ
資格中国語Ⅰ・Ⅱ
資格スペイン語Ⅰ・Ⅱ
資格韓国語Ⅰ・Ⅱ

資格英語Ⅰ・Ⅱ

資格取得 将来教職・教員を目指したい、本学部で得た語学力を生かせる資格・検定

模擬授業＆教育実習

就 職（需要増加中!）● 日本語教育概論
● 日本語文法Ⅰ・Ⅱ
● 日本語語彙論
● 日本語音声学
● 日本語教授法（理論・応用）

必修科目
１７単位

選択科目
１5単位
以上

● 教育実習
● TIP
● 検定対策

● 国内及び海外の日本語学校
● 財団法人やNPO法人
● 小学校／中学校／高等学校
● 国際協力機関の海外派遣 など

卒業
修了証
授与

インターン
シップ
検定受験

チャレンジ
しよう！

日本国憲法（2）
スポーツ科学と健康（2）
スポーツ総合（1）
英語I （2）
英話Ⅱ（2）
英語Ⅲ（2）
英語Ⅳ（2）
資格英語Ⅰ（1）
資格英語Ⅱ（1）
情報処理Ⅰ（1）
情報処理Ⅱ（1）
現代教職論（2）
教育原論（2）
国際交流（外国語実習）（２）

英語Ⅴ（1）
英語Ⅵ（1）
英語Ⅶ（1）
英語Ⅷ（1）
資格英語Ⅲ（1）
資格英語Ⅳ（1）
英語学（2）
英語音声学（2）
英文法（2）
英語文学論（2）
英語文学論演習（1）
英語リーディング（2）
英語ライティング（2）
英語コミュニケーションⅠ（2）
英語コミュニケーションⅡ（2）
異文化コミュニケーション論（2）
比較文化論（2）

英語科教育法Ⅰ（2）
英語科教育法Ⅱ（2）
教育制度論（2）
発達と学習（2）
特別支援教育概論（1）
教育課程論（2）
道徳教育の理論と方法（2）
特別活動・総合的な学習の時間の指導法（2）
教育方法・ICT活用論（2）
生徒指導・進路指導論（2）
人権論（4）
ティーチング・インターンシップ（2）
教育実践体験研究Ⅰ（2）
教育実践体験研究Ⅱ（2）
学校インターンシップ（2）
学校安全（2）

英語科教育法Ⅲ（2）
英語科教育法Ⅳ（2）
教育相談（2）
教育実習事前・事後指導（1）
英米言語文化研究（4）
英語ディスカッション・ディベート（1）
教育実習Ⅰ（4）

教職実践演習（中・高）（2）

2年次 3年次 4年次1年次

教
員
採
用
試
験

卒   

業

教
員
と
し
て
教
壇
へ

学期の初めに
申し込み

教育の歴史や
基礎を学ぶ

教育制度や心理学、戦前と現在、
他国と日本の教育の比較などを学ぶ

教育実習前の事前指導、
代替措置による介護等体験

教育実習
（5～6月）

◆ 教育実習などの一部を除いて、教職課程未履修の学生も受講できます。

全養協日本語
教師検定受験推進

日本語教育
能力検定受験推進

日本語教育機関での就職が有利に！

TIPとセットで
実践力UP

児玉さんはこんな手順を踏みました

国際教養学科 4年 児玉 春菜さん〈静岡県立清流館高等学校出身〉

国際総合政策学科 4年 松江 絢太さん〈静岡県立静岡東高等学校出身〉

国際総合政策学科 4年 武山 桃菜さん〈神奈川県/湘南学院高等学校出身〉

けん  た
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キャリア形成支援・就職支援
講座で準備万端！
　キャリア支援講座やガイダンスなどは1年生からスタート。
特に3年生向けに多様な就職関連講座を開講し、就職決定ま
で支援します。入学から内定まで、学生一人ひとりをサポート
します。

公務員志望者への
対策講座を実施！
　将来、国家公務員（一般職・専門職）や地方公務員（上級
職・行政職・保安職）を目指す学生を対象に、公務員試験対
策講座を開講しています。入門講座（教養科目・専門科目）、
教養科目実践講座、行政職完成講座、警察官・消防官講座が
あり、公務員試験対策の基礎学力の向上及び公務員試験合
格を目指します。

首都圏や静岡県、全国各地への
就職実績を誇ります！
　本学部には、全国各地から来る多くの学生が在籍していま
す。出身地とは別の地方企業への就職を希望する学生や地
元の企業に就職を考える学生もいます。本学部では東京都
をはじめとする首都圏で高い就職実績を誇り、静岡県内での
就職実績も充実しています。また、全国各地の様々な企業へ
毎年多くの学生が就職しています。就職指導課では、地方企
業の情報を豊富に提供しており、安心して希望する地域の就
職活動を行うことができます。

合同企業研究会・就職セミナーで
自分に合った企業が見つかる！
　日大の総合力をベースに、本学部の特性に合わせて独自
の就職支援を展開。東京国際フォーラムで実施され、多彩な
業界から250を超える企業・団体が参加する「日本大学合
同企業研究会・就職セミナー」に参加可能です。また、静岡
県内の約60の企業や自治体などが参加する「学内合同業
界・企業研究会」を学内で実施。日大ならではのサポート体
制を活用して就職活動を有利にします。

講座・ガイダンス

年間50回開催

公務員
対策講座数 5種類

参加企業・団体

約250社

63.2%

I ターン
就職 U ターン

就職 にも強い

北海道・
東北
2.3%

関東

63.2%

中部
25.8%

近畿
5.5%

中国・四国
1.9%

九州・沖縄
1.3%

静岡県

19.0%

東京都

49.9%

関東

就職率 96.9%

きめ細かな就職支援を
一人ひとりに！ 
　希望の実現に向けて、学生一人ひとりを丁寧にサポート
します。就職面談、履歴書やエントリーシートなどの添削指
導、模擬面接、希望に応じた求人情報の提供などを行って
います。

キャリアサポート利用のすすめ
　就職活動で人に頼るのは良くない、という先入観を持っていた私は、キャリアサポートを受ける
タイミングが遅くなってしまい、気付いた時には受けたい対策講座が終わっていました。参加がか
なった学内の企業説明会では、そこで働く卒業生の生の声が聞けたり、企業の方に直接質問する
ことができ、非常に有意義でした。就職指導課の方からは、話し方のクセや身だしなみについての
指導をしていただき、マナーを身に付けることができました。何より良かったのは、周りが内定を
決めて焦っている時に相談に乗ってもらえたことで、モチベーションを保てたことです。私のよう
に悩んでいる人がいたら、キャリアサポートの利用を強くおすすめします。

筆記試験対策 自己理解講座キャリアデザイン
ガイダンス

内定者との
座談会

キャリアデザインを
考える

自己PRのための
職務適性診断

業界・企業研究の
仕方

ES作成講座 課題発見力講座社会人に必要な
力を知る

メイクアップ講座 選考体験講座
就活マナー・
ビジネスマナー

講座

etc.

国際総合政策学科 2023年3月卒業
高木 丈史さん〈埼玉県/城北埼玉高等学校出身〉

日本大学のネットワークを生かした

進路バックアップ体制

キャリア形成支援・就職支援
講座で準備万端！

合同企業研究会・就職セミナーで
自分に合った企業が見つかる！

首都圏や静岡県、全国各地への
就職実績を誇ります！

きめ細かな就職支援を
一人ひとりに！ 

NU就職ナビを活用して
就活を有利に！
　NU就職ナビは、日本大学の学生向けに来た求人票やイン
ターンシップ情報等を見ることができる日大生だけの就職支
援サイトです。NU就職ナビから企業に直接エントリーがで
き、気になる企業情報はお気に入り登録もできます。また卒
業生が活躍する企業や就活体験談を閲覧できるほか、ガイダ
ンスの情報や就職指導課からのお知らせを確認できます。ス
マートフォンでもパソコンでもアクセス可能です。

約8万件

3.5万件

企業情報

求人情報

求人情報 インターン
シップ検索 体験談検索

日大国際
Webサイトから
アクセス！

スマートフォン
対応

NU就職ナビを活用して
就活を有利に！

公務員志望者への
対策講座を実施！

三島で実施される学内合同業界・企業研究会

日本大学合同企業研究会・就職セミナー
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

■ ガイダンス

■ ガイダンス

■ ガイダンス

■ ガイダンス

■ ガイダンス

■ セミナー

■ ガイダンス

■ 基幹講座

■ ガイダンス

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 試験対策

■ ガイダンス

■ 基幹講座

■ 資格試験対策

■ 基幹講座

■ 試験対策講座

■ 資格試験対策

就職活動スタートアップガイダンス
キャリアデザインガイダンス～大学生活の過ごし方を考える～
キャリアデザインガイダンス
公務員講座ガイダンス（日本大学就職支援センター主催）
筆記試験対策と「SPI対策 e-Learning」の受講案内
就活のすべてがわかる！就職ジャーナル編集長登壇特別セミナー
ゼロから教えて！公務員
自己分析と今後の自分が進む方向を考える
「NU就職ナビ」と就職支援サイトの利用方法

自己分析・自己PRのための職務適性診断
自己理解講座
自己理解からの適職探し
就職活動の基本
キャリアをデザインしてみよう
筆記試験対策講座【前期】「SPI対策 e-Learning」

課題発見力講座～インターンシップ模擬体験～
筆記試験対策（SPI）集中講座
国内旅行業務取扱管理者【国家試験対策集中講座】

就職活動スタートガイダンス
「自己分析のためのポイント」
総合旅行業務取扱管理者【国家試験対策集中講座】

■ ガイダンス

■ 実践講座

就職活動開始前最終ガイダンス
ＯｐｅｎＥＳ作成講座

■ 試験対策講座

■ 研究会

筆記試験対策(SPI)講座集中講座
学内合同業界・企業研究会（予定）

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 試験対策

「業界・企業・職種研究の仕方」
「魅力的なESを書くために」
「これまでの自分を書く－自己PR編－」
「これからの自分を書く―志望動機編－」
筆記試験対策講座【後期】「SPI対策 e-Learning」

■ 実践講座

■ 実践講座

■ 実践講座

就活マナー・ビジネスマナー講座
面接対策講座（対面・オンライン）
リクルートスーツ着こなし講座（予定）

■ 座談会

■ 実践講座

■ パワーアップ講座

内定者との座談会
メイクアップ講座（予定）
１日で体験！選考体験講座

■ … セミナー・ガイダンス　■ … 講座　■ … その他　■ … 試験系　■ … 保護者対象  ❶ ❷ ❸ ❹ は対象学年です

・ ＳＰＩ対策 e-Learning
・ 公務員試験及び就活に役立つ「教養科目」（入門）
・ 公務員試験に役立つ「専門科目」（入門）

・ 国内旅行業務取扱管理者【国家試験対策集中講座】

セミナー・ガイダンス・講座 テスト・模擬試験・検定など

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ ガイダンス

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

■ 基幹講座

インターンシップ選考を勝ち抜く自己PRの作り方
業界・企業研究の仕方
エントリーシート（ES）作成講座「ＯｐｅｎＥＳの書き方」
海外留学希望者向け就職支援ガイダンス
自己PR・ガクチカ・ES・志望動機の書き方-職務適性診断の結果から考える-
職務適性から業界を考える-職務適性診断の結果から考える-
業界研究の方法【業界地図・就職四季報の活用】
企業研究の方法【CSR活動・SWOT分析】
社会人に必要な力を知る①
社会人に必要な力を知る②

・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

❶❷❸❹
・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹
・・・・・・・・・・ ❶❷❸❹

4
月

5
月

6
月

7
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

日程

（2023年度予定）

就職ガイダンス

公開模擬面接

■ セミナー 保護者のための
就活セミナー

選考体験講座による
模擬面接

※ 2023年4月1日現在・ 公務員試験行政職完成講座
・ 公務員試験教養科目実践講座
・ 公務員試験警察官・消防官講座

就職支援ガイダンス等年間行事 

　あらゆる業界・業種に進出する卒業生。国際関係学部の卒業生は多様な業界に進出していることがわかります。高度な国際感覚が
社会から高く評価されていることの証といえるでしょう。

就職率（2023年3月卒業生実績）2023年3月31日現在

主な就職先一覧  （抜粋） 

建設業
　旭化成ホームズ（株）
　（株）オープンハウス・アーキテクト
　大和ハウス工業（株）
製造業
　いなば食品（株）
　（株）伊藤園
　山崎製パン（株）
　（株）クボタ
　テルモ（株）
　日本電気（株）（ＮＥＣ）
　（株）朋電舎
　エレコム（株）
　（株）トンボ鉛筆
電気・ガス・熱供給
　（株）ＴＯＫＡＩホールディングス
　静岡ガス（株）
情報通信業
　トランスコスモス（株）
　コムウェア（株）
　（株）リクルート
　（株）コサウェル
運輸業・郵便業
　（株）ＪＲ東日本ステーションサービス
　DHLジャパン（株）
　清和海運（株）
　日本交通（株）
卸売業・小売業
　（株）ヤナセ
　キヤノンマーケティングジャパン（株）
　（株）ＴＴＣ
　国分グループ本社（株）
　東海澱粉（株）
　伊藤忠食品（株）
　サントリービバレッジソリューション（株）
　（株）ニトリ
　イオンリテール（株）
　（株）セブン－イレブン・ジャパン

金融業・保険業
　（株）静岡銀行
　三島信用金庫
　沼津信用金庫
　静銀ビジネスクリエイト（株）
　（株）静岡中央銀行
　アイフル（株）
　明治安田生命保険相互会社
　日本生命保険相互会社
不動産取引業・賃借業
　住友不動産建物サービス（株）
　東京建物不動産販売（株）
　日本空港ビルデング（株）
宿泊業・飲食サービス業
　（株）東横イン
　リゾートトラスト（株）
　カトープレジャーグループ
　（株）共立メンテナンス
　スターバックスコーヒージャパン（株）
　（株）東京ドームホテル
複合・その他サービス業
　生活協同組合ユーコープ
　ＴＢＣグループ（株）
　ＮＥＣマネジメントパートナー（株）
　（株）パソナグループ
　伊豆急ホールディングス（株）
国家・地方公務
　気象庁
　厚生労働省 東京検疫所
　防衛省 航空自衛隊
　三島市
　小田原市
　警視庁
　静岡県 警察本部
　福岡県 警察本部
　東京消防庁

建設業
　鹿島建設（株）
　（株）木下工務店
　東芝プラントシステム（株）
製造業
　日本食研ホールディングス（株）
　臼井国際産業（株）
　ジヤトコ（株）
　（株）田子の月
情報通信業
　（株）ＵＳＥＮ－ＮＥＸＴ　ＨＯＬＤＩＮＧＳ
　（株）日立システムズ
運輸業・郵便業
　ＤＨＬサプライチェーン（株）
　羽田空港サービス（株）
　東日本旅客鉄道（株）
　富士山静岡空港（株）
　佐川グローバルロジスティクス（株）
　小田急バス（株）
　日本郵政（株）
卸売業・小売業
　（株）ネクステージ
　（株）ＪＴＢ商事
　ラルフローレン（株）
　タペストリー・ジャパン合同会社
　（株）羽田エアポートエンタープライズ
　ルイ・ヴィトンジャパン（株）
　（株）コジマ
　（株）ジンズ
　（株）ヨドバシカメラ
金融業・保険業
　（株）静岡銀行
　（株）富山銀行
　三島信用金庫
　沼津信用金庫
　ＳＭＢＣファイナンスサービス（株）
　朝日生命保険相互会社
　明治安田生命保険相互会社

　（株）かんぽ生命保険
　日本生命保険相互会社
不動産取引業・賃借業
　スターツアメニティー（株）
　野村不動産（株）
　みずほ不動産販売（株）
宿泊業・飲食サービス業
　アパホテル（株）
　カトープレジャーグループ
　（株）西鉄ホテルズ
　（株）京王プラザホテル
　東急リゾーツ＆ステイ（株）
　（株）PHG横浜マネジメント
　リゾートトラスト（株）
　（株）ゼンショーホールディングス
複合・その他サービス業
　（株）ＬＡＶＡ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　東武トップツアーズ（株）
　（株）マイナビ
　（株）スタジオアリス
　ＪＡＬスカイエアポート沖縄（株）
　（株）杏林堂薬局
学校教育
　小田原市教育委員会
　神奈川県教育委員会
　山梨県教育委員会
国家・地方公務
　防衛省
　小田原市
　神奈川県 警察
　静岡県 警察本部
　栃木県 警察本部

国際総合政策学科 国際教養学科

96.9%
　「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学卒業後速やかに就職すること
を希望する者です。卒業後の進路として「進学」「アルバイト」「家事手伝い」「資格取得」
などを希望する者は含みません。

就職希望者
に占める

就職者の割合 82.5%
　「卒業者」とは、2023年３月に卒業した学生
国際総合政策学科 375名  国際教養学科 271名 です。

卒業者
に占める

就職者の割合

就職実績
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日本電気 株式会社（NEC）

世界、全国、地元静岡、様々なフィールドで活躍を期待！

社会人1年生 2023年3月 卒業生インタビュー

大学で見いだした、自分の新しい価値観
　私の入学当初の目標は留学でしたが、もし行っていたら、今の自分はなかったかもしれません。
コロナ禍で留学が中止になったことをきっかけに、語学よりビジネス知識の習得に力を入れる
ようになり、IT関連の講義を積極的に受講したり、蓼沼ゼミナールでは流通経済をテーマに研
究しました。このことが、NECが提供する物流ソリューションへの興味につながり、現在に至り
ます。この先、営業職としてお客様の課題をつかみ解決策を提案する際には、FD活動やゼミ長
の経験で培った傾聴力が生かせると思います。情報系の学部出身者より知識が不足している
部分は、IT系の資格を取得することで補おうとしています。一方で国際関係学部出身の私に
は、様々な地域の文化を学ぶことで得た、多面的・客観的に物事を見る力があります。私の強み
を生かしてあらゆる課題をICT技術で解決し、DXの発展に貢献していきたいと思っています。

東日本旅客鉄道 株式会社

観光ゼミナールの経験が就職活動に直結
　私が所属していた矢嶋ゼミナールは、企業や行政と連携して地域観光の活性化に取り組
んでいます。私たちのチームは富士山三島東急ホテルに宿泊プランを提案し、商品化された
実績があります。このプランは三島駅直結の立地を生かして、電車の魅力を満喫するという
ものでした。この経験と、大学で学んできた観光の知識が生かせる業界として、鉄道会社を
志望しました。中でもJR東日本は、私が軸としていた「社会貢献性の高い事業」「日本の価
値作りができる会社」に当てはまっていて、とても魅力的でした。就職活動中は社会人の方
とのやり取りが多くなりますが、ゼミ活動で慣れていたため、自信と余裕を持って対応する
ことができました。大学で一貫して力を入れてきた「観光を通した地域の発展」を、これからは
社会人として実践し、多くの方に旅行の楽しさや日本の素晴らしさを発信していきたいです。

株式会社 クボタ

国際関係学部は、あらゆる分野と結びつく
　農業を営む家で育った私にとって、農機メーカーの国内最大手であるクボタは身近な存在
でした。入社を強く希望したのは、約43,000人の社員数と120か国以上の海外拠点を持つ
規模感だけでなく、「農業を世界中の子供たちの憧れの職業にしたい」という私の夢を、農業
の課題解決と発展を支えるクボタの一員としてかなえたいと思ったからです。私は大学で
演劇部に所属していたため、人前で話すことは得意でしたが、就職指導課の模擬面接でさらに
スキルを高め、万全の準備を整えて採用面接に臨み、内定を得ることができました。一見農業
と関連がないように思える国際関係学部でも、農産物貿易が世界経済に及ぼす影響を学んだ
り、民法を研究する小野ゼミナールで農地法をテーマにしたりと、様々な場面で深い結びつき
を感じました。4年間で身に付けた知識と経験は、社会人生活できっと役に立つと思います。

富士山静岡空港 株式会社

好きなことを追求し、夢に近づく 
　生まれ育った大好きな静岡県の魅力を伝えるためには、日本や世界の各地と静岡県を
飛行機でつなぎ、多くの方に足を運んでもらう必要があると考え、エアライン誘致や観光プロ
モーションを行う空港運営職（総合職）を志望しました。憧れの航空業界に入社できたのは、
本学部で国際文化や地域振興を学び、語学の勉強を通して多くの外国人と交流し、観光系の
矢嶋ゼミナールで実践的な活動を行ってきたおかげだと思います。大学生活を通して、私は
「好きなことを追求する楽しさ」を知りました。講義では学生がプレゼンテーションする機会が
多いため、興味の対象を深掘りする時間がとても楽しかったです。ゼミナールでは仲間と協働
で共通の関心事を追求し、大きな達成感を味わいました。静岡県の良さを再発見し希望の職に
就けたのも、好きを追求した結果でした。好きを貫くと、夢に近づくことができると思います。

静岡県 沼津市役所

学部の強みをフル活用して夢を実現 
　私が大学時代に力を入れていたのは、地域交流や地域貢献を目的としたボランティアサー
クルの活動です。私たちの活動で地域の状況が改善されていくことにやりがいを感じ、感謝の
言葉をいただくたびに達成感が高まりました。この経験から就職活動の軸を「人と関わり、地
域を盛り上げる仕事」に定め、民間企業の選考と並行して公務員試験の勉強に励みました。本
学部では公務員試験対策講座を1年次から受講することができ、グループディスカッションや
エントリーシート対策、模擬面接体験など手厚い支援を受けられます。学科主催の学外研修や
講演会は、将来を考えるきっかけを与えてくれます。ゼミナールで環境に配慮したまちづくり
を研究したことも、これからに生かせると思います。ここで得た数々の経験を生かし、市民の
誰もが生きがいを持って活躍できるまちの実現に向けて、市職員として貢献していきます。

神奈川県教育委員会

英語教師になるための、理想の環境
　英語と外国文化に興味があり、教師を目指していた私にとって、国際関係学を学びなが
ら英語の教員免許が取得できる本学部は、理想の環境でした。小学校教員養成特別プログ
ラムの受講で、小中連携教育への理解を深められることも魅力です。ここで過ごした4年間
は、英語力だけでなく広い視野で物事を捉える力がつき、英語教師に必要なスキルが身に
付く有意義な時間でした。生内ゼミナールではフィンランドと日本の英語教育の違いを調査
しました。フィンランドの公用語は英語ではありませんが、ほとんどの人が英語を自在に話す
ことができます。日常的に英語に触れる環境や教育レベルの高さもありますが、理由の一つ
に「英語は義務ではなく楽しむもの」と考えていることが挙げられます。私も生徒に英語
の楽しさを伝えられるよう授業改善に努め、信頼される教師を目指したいと思っています。

国際総合政策学科 2023年3月卒業　神田 啓太さん〈宮城県富谷高等学校出身〉

国際総合政策学科 2023年3月卒業　横田 桜さん〈茨城県/茗溪学園高等学校出身〉

国際教養学科 2023年3月卒業　髙橋 正剛さん〈千葉県/千葉県安房西高等学校出身〉

国際教養学科 2023年3月卒業　増田 絵理菜さん〈静岡県立焼津中央高等学校出身〉

国際教養学科 2023年3月卒業　鈴木 颯人さん〈神奈川県/平塚学園高等学校出身〉

国際総合政策学科 2023年3月卒業　野田 明莉さん〈静岡県立清水東高等学校出身〉

はえのうち

せい　　ごう
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　充実した大学生活を送りたい、という思いから日本
語教員養成プログラムを履修し、ティーチング・イン
ターンシップ・プログラム（TIP）にも挑戦しました。
TIPは海外の学校で日本語を英語で教えるという内容
ですが、当時の私の英語力はほぼゼロ。それでも現地の
生徒と心を通わすことができたのは、校外学習のバス
旅行があったからです。また、自らの高校の修学旅行も
かけがえのない思い出になっていることから旅行に関
わる仕事を目指すようになり、現在はJTBで修学旅行
や校外学習の企画から添乗まで担当しています。コロナ
禍にはオンライン修学旅行を提案したり、最近では総合
的な探究の時間のプログラムを設計したりと、新しい取
組で教育をサポートすることにやりがいを感じていま
す。準備中の日本語学校向け就労支援イベントでは、外
国人が日本で働くことの難しさを大学の日本語教育で
学んだ知識が生かされています。臆せずトライした経験
が、全て今の私につながっています。

未来の扉を開き社会の一員として活躍中！
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荒田 凱斗さん　2020年3月 国際総合政策学科 卒業

臆せずトライしてみよう

勤務先
株式会社 JTB

　私が本学部を志望したのは、英語力を磨きながら異
文化を学べることに魅力を感じたからです。オープン
キャンパスの明るい雰囲気が決め手になりましたが、そ
の明るさは、誰もが夢に向かって前向きに取り組んで
いる姿勢から感じられたのだと思います。そんな前向き
な仲間に刺激を受けながら、英語特別クラスにおいて
留学しているかのような英語漬けの毎日を送り、英語
力の向上に励みました。英語スピーチコンテストへの挑
戦は、人前に出ることの苦手意識を克服するきっかけ
になりました。異文化コミュニケーションをテーマにする
小川ゼミナールに所属して、多様性を認め合うことの
大切さを学びました。これらの経験があったからこそ、
客室乗務員として様々な文化的背景のお客様と接する
際、一人ひとりの気持ちに寄り添ったサービスが自然
にできるのだと思います。現在は国内線と国際線に乗務
しています。大学時代に培ったチャレンジ精神で、育児
とフライトの両立に奮闘中です。

木伏 あさひさん　2018年3月  国際教養学科 卒業

前向きの姿勢が未来を拓く

勤務先
日本航空 株式会社
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　三島駅北口校舎は、JR三島駅北口より徒歩1分の好立地に
あり、利便性や機能性、耐震性を兼ね備えた快適な教育・研究
の拠点です。420名収容可能な大教室のほか、多くの講義室
や情報処理教室、学生食堂などがあります。

時間の使い方を工夫して、充実した学校生活！
　オンラインと対面のハイブリッド型講義が導入されたのを
きっかけに、新幹線通学にシフトしました。座って通学できるた
め、通学の時間を利用して講義の予習復習や課題に集中して取
り組めます。新幹線通学者を対象とした給付型奨学金もあり、
大変助かっています。限られた時間を自分なりに工夫すること
で、学業とアルバイトの両立ができ、ゼミナール活動にも参加で
きます。地元の友達とも会えて、充実した学校生活を送ってい
ます。

アクセス至便！

北口校舎
　富士山の雄大な景色を背景に広々とした
敷地を持つ本校舎。
正門から正面に見える15号館を中心に
先進的な学びをサポートする施設や学生食堂などの
生活施設が配置されています。
緑あふれる広大なキャンパス内には、多くの木々が植えられ、
四季に合わせて豊かな表情を見せます。

広大な敷地面積

本校舎
CAMPUS & FACILITIES

6:30
7:45

24:00

2つのキャンパスと充実の設備

ひかり 42分

学生食堂（ダイニングさくら／7F） 演習室（6F）

大教室（山田顕義ホール／1F）

情報処理教室（5F）

講義室（2～6F） 共有スペース

安心の「指定学生寮」で下宿生活。

一人暮らしでも安心。
ワンルームの紹介もしています。

東　京

徒歩1分小田原

静　岡

浜　松

 

収入

支出国際教養学科 3年
光澤 史織さん
〈栃木県/佐野日本大学高等学校出身〉

国際総合政策学科 4年
茂野 友哉さん
〈東京都/高輪高等学校出身〉

リフレッシュエリア（15号館） テニスコート

360°キャンパスツアー

スタディエリア（15号館）

国際機関資料室（図書館）

※2023年3月現在平日の最短所要時間

人工芝グラウンド（陸上競技場） メインアリーナ（桜アリーナ）教務課・国際教育センター（15号館1F） 学生食堂（桜アリーナ）

　首都圏や関東の各地、浜松周辺のエリアなどか
らも通学している数多くの学生や下宿生活をして
いる学生を経済的に支援する「日本大学三島後援
会奨学金（第1種）」を設けています。募集は6月と
10月に実施。選考により、各期50名程度に奨学
金を給付します。各期の給付額は120,000円。
返済は不要の給付型です。

　本学部の指定条件を満たす民間
アパート・6棟176部屋を本学部の
指定学生寮として確保しています。
キャンパスへは徒歩圏内の物件が多
数あります。物件や入居に関する情
報は、国際関係学部ホームページに
てご確認ください。

三島はとても住みやすいです！
　三島学生アパート協会を利用して見つけた、
大学から徒歩15分のアパートに住んでいます。
大学が近いので、講義のない日も学校へ出向
き、課題や勉強に取り組んでいます。三島は市内
に川が流れ、自然に囲まれつつも都会的な要素
があり、とても住みやすいです。一人暮らしに慣
れるまでは勉学、私生活、アルバイトの並立が大
変でしたが、今では効率良く時間を使えるように
なり、充実感に満ちた毎日を送っています。

こだま 49分

起床

自宅出発

10:20 登校

10:45
12:20

講義

19:00 アルバイト

22:10 帰宅、次の日の準備

就寝

東海道線 35分

東海道線 57分
こだま 20分

ひかり 40分
こだま 45分

三
島
駅 

北
口

北
口
校
舎

17:30 最寄り駅到着

首都圏からも十分に通学可能。
JR三島駅北口から徒歩1分！

高等学校・中学校も包括した
広大なキャンパス。

指定学生寮・民間アパート情報

就職実績

大学から見える富士山

12号館12号館

13号館13号館

本館本館
15号館15号館

9号館9号館

11号館11号館

テニスコート
ソフトソフト
ボール場ボール場

野球場野球場

桜アリーナ桜アリーナ人工芝グラウンド
（陸上競技場）
人工芝グラウンド
（陸上競技場）

大学図書館

希望の森希望の森

思索の森

大学正門

大講堂
（第1体育館）

AED

AED

AED

AED

AED

AED

AED

AED

AED

AED

昼食

13:00 講義

下宿生活・新幹線通学をサポート！

37,000円
30,000円
8,000円
20,000円
20,000円

0円
97,000円
40,000円

・奨学金
・仕送り
・アルバイト代

・家　賃
・食　費
・光熱費
・交際費
・日用品など
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CLUB & CIRCLE
クラブ＆サークル

日本大学
国際関係
学部

三島駅北口
校舎

本校舎

三島市立
図書館

三島駅

市立公園
楽寿園

東海道新幹線

←静岡 東京→

伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線

東海道本線

●白滝公園

　観光ビジネスを学ぶ矢嶋ゼミナールでは、主に地域の観光資源の掘り起こしや、地域に根差したツーリズム産業と連携し産学連携
プロジェクトを推進して街おこしに参画しています。“みしまさんぽ”では、授業の合間の空き時間を利用して楽しめる周辺スポットと、
三島を広域観光交流拠点として位置付けて代表的なスポットを紹介します。

❺

❹

人口約11万人／広さ62k㎡／市の木 イチョウ／市の花 ミシマザクラ
市の鳥 カワセミ／うなぎ専門店市内に約30件
日本最長の人道専用吊り橋「三島スカイウォーク」国立公園エリアへの起点となる

静岡県東部の交通の要所

「水の郷百選」に選ばれた水の都
DATA水の都 伊豆の付け根

ワーケーション都市

富士南麓、箱根西麓の伊豆半島の付け根

富士山・箱根・伊豆の起点

ラーメンやんぐ

源兵衛川

❻

❷

❸

Kitchen味彩

三島田町駅

三島広小路駅 三嶋大社

佐野美術館

約1.5km圏内（学生の足で15～18分）

★

★

★日大生は学生証提示で入場無料

協力：三島市、三島市観光協会　　※データは、2023年4月現在。

大通り商店街

富士山三島東急ホテル

卒業してからも東京へ通勤可能

スポーツ
強化推進部

硬式野球部 女子硬式野球部

■ 学生団体
アメリカンフットボール部
空手道部
CRUSH
剣道部
硬式テニス部

ゴルフ部
男子サッカー部
山岳部
準硬式野球部
チアリーディング部

釣り部
軟式テニス部
軟式野球部
日本拳法部

男子バスケットボール部
女子バスケットボール部
バドミントン部
男子バレーボール部
女子バレーボール部

フラダンス部
陸上競技部

体育会

男子サッカー部 山岳部 男子バスケットボール部 フラダンス部

吹奏楽部

アコースティックギター部
アニメーション部
英会話研究会
演劇部
華道部
軽音楽部
茶道部

社会活動部CSA
写真部
Jazz＆Fusion研究部
吹奏楽部
スクリーン部
スペイン文化研究会
地域社会交流部KOMPIS

福祉活動部
放送部
ミュージカル部
模擬国連三島
ワールド・スマイル・プロジェクト

地域連携ProjectM（三島）
中国語研究会
独逸語圏研究会
日韓交流会
NICS
Buddy Program
美術部

■ 学生団体

文化会

軽音楽部地域社会交流部KOMPIS Jazz&Fusion 研究部

※富桜祭とは、国際関係学部、短期大学部（三島校舎）が開催する学園祭（昨年は第７2回を開催）です。

富桜祭
実行委員会

　国際関係学部と短期大学部（三島校舎）
が開催する富桜祭。模擬店やライブイベント
など、地域の方も一緒に楽しめます。

　本学部の学生団体は、大学が公認する「文化会」・「体育会」、キャンパスイベントを企画・運営する「富桜祭（学園祭）実行委員会」、
大学が強化指定する「スポーツ強化推進部」や、大学非公認の「サークル団体」で構成されています。
　学生生活をより充実したものにするため、多くの学生が学生団体に所属し、学生自治の下で運営されています。

What's 静岡県 三島市

日大生御用達 ! 愛され食堂
　定食を注文するとご飯と味噌汁がおかわり
自由。ボリューム満点かつ飽きのこない美味し
さが自慢です。安い、美味い、量が多い！居心
地も最高です。

2020年開業の三島初の高級シティホテル
　「絶好のロケーション」「最上階から富士を
楽しむ展望温浴施設」「地元食材を生かした食
事」がセールスポイント。矢嶋ゼミの活動フィー
ルドでゼミ生が考えた宿泊プランも発売した。

❺Kitchen味彩

❹富士山三島東急ホテル

宿　泊

食

あ じ さ い

個性派ポップなラーメン店
　個性的なメニューが並ぶおしゃれなラーメン
店です。可愛くて居心地のいい空間と誰もが
親しめる味が特徴。期間限定、生搾りレモン
ラーメンがおすすめです。

様々な神事が行われる三島の中心
　悠久の時を重ねる境内には、天然記念物の
金木犀（樹齢1,200年）と桜や重要文化財の
総ケヤキ素木づくりの御殿などの貴重な建物
や史跡が残っています。

水の都 美しい憩いの川
　三島は富士山の湧き水に潤う街です。市街
の中心を流れる源兵衛川は全長約1.5kmあ
り、初夏にはホタルが飛び交います。水の都三
島を代表する川です。

幅広いジャンルの展覧会を開催
　日本刀・絵画・絵本原画など、多彩な分野
の展覧会を年7回程度開催する美術館です。
敷地内には昭和初めに造られた回遊式庭園が
あり、四季折々の情景が見られます。

❶三嶋大社

❷源兵衛川

❸佐野美術館

文化・歴史

自　然

文化・歴史

げ　ん　べ　え

❻ラーメンやんぐ

三島市立
北中学校

食

日本大学
三島高等学校・
中学校

清流と富士山の街・豊かな自然に心が落ち着く街 三島

三島市マスコットキャラクター
みしまるくん・みしまるこちゃん

❶

55 56Nihon University  College of  International  Relations



特

　集

国
際
総
合
政
策
学
科

国
際
教
養
学
科

大
学
院

資

　格

就
職
支
援
・
実
績

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

入
試
情
報

学 費 奨学金
　学費として、入学金、授業料、施設設備資金などが必要となります。入学金及び1年次前学期分（4月～9月分）の学費は入学手続要項に記載の指定期日までに、 
後学期分（10月～3月分）は9月の指定期日までに納入していただきます。2年次以降の学費は、前学期分は4月、後学期分は9月の指定期日までの納入となっています（最
終学年後学期に校友会正会員費10,000円を代理徴収します）。 ※ 納入金額は、変更になる場合がありますので、必ず入学試験要項（募集要項）をご確認ください。

　国際関係学部では、学生の勉学意欲に応えるための支援制度として、国際関係学部独自の奨学金制度や日本大学の奨学金制度を設けています。奨学金
には、人物、学業、成績が優秀な学生に対する奨学金と経済的理由により修学が困難な学生に対する奨学金があります。国際関係学部・日本大学の奨学
金は、返済不要の給付型奨学金です。また、独立行政法人日本学生支援機構が運営する奨学金制度（貸与）などもあります。

令和 5 年度   参考 前学期分 後学期分 年額

入学金
授業料
施設設備資金

260,000 円
445,000 円
100,000 円

ーーーーーーーーー
445,000 円
100,000 円

260,000 円
890,000 円
200,000 円

小計 805,000 円 545,000 円 1,350,000 円

後援会費
校友会費（準会員）

15,000 円
10,000 円

15,000 円
ーーーーーーーーー

30,000 円
10,000 円

小計 25,000 円 15,000 円 40,000 円

計 830,000 円 560,000 円 1,390,000 円

国際総合政策学科
国際教養学科

令和 5 年度   参考 前学期分 後学期分 年額

入学金 学内：　　　　免除
学外：200,000 円

ーーーーーーーーー
ーーーーーーーーー

学内：　　　　免除
学外：200,000 円

授業料等 500,000 円 490,000 円 990,000 円

計 学内：500,000 円
学外：700,000 円 490,000 円 学内：　990,000 円

学外：1,190,000 円

博士前期課程

令和 5 年度   参考 前学期分 後学期分 年額

入学金 学内：　　　　免除
学外：200,000 円

ーーーーーーーーー
ーーーーーーーーー

学内：　　　　免除
学外：200,000 円

授業料等 475,000 円 465,000 円 940,000 円

計 学内：475,000 円
学外：675,000 円 465,000 円 学内：　940,000 円

学外：1,140,000 円

博士後期課程

令和 5 年度   参考 前学期分 後学期分 年額

入学金 学内：　　　　免除
学外：200,000 円

ーーーーーーーーー
ーーーーーーーーー

学内：　　　　免除
学外：200,000 円

授業料等 675,000 円 675,000 円 1,350,000円

計 学内：675,000 円
学外：875,000 円 675,000 円 学内：1,350,000 円

学外：1,550,000 円

博士前期課程
1 年コース

　 国際関係学部 （1年次）

　高等教育の修学支援制度（日本学生支援機構給付奨学金及び授業料等減免）、日本学生支援機構貸与奨学金、その他数多くの地方自治体・民間団体及
び私費外国人留学生の奨学金があります。募集に関する情報は学生向けポータルサイトに随時掲載いたします。
※詳細は学生課へお問い合わせください。

　 日本学生支援機構奨学金、地方公共団体・民間育英団体及び外国人留学生の奨学金

　 大学院 国際関係研究科 （1年次） ※備考　本大学を卒業した者又は本大学院を修了した者を学内者として、入学金は徴収しません。

　 国際関係学部の奨学金（昨年度実績に基づく）

名称 適用（応募）資格 給付額（年額） 募集/選考 採用予定者

学部奨学金（第1種） 2年次以上の学部・短大・大学院の学生
学業及び人物ともに優秀な外国人留学生以外の者

授業料1年分の
半額相当

６月選考

若干名学部奨学金（第2種） 学部・短大・大学院の学生
緊急の経済的理由により学費等の支弁が困難であること 随時募集

学部奨学金（第3種） 2年次以上の外国人留学生で、学業及び人物ともに優秀な者 ６月選考

柳川海外交流奨学金（第１種） 学部・大学院の学生。故柳川三郎元日本大学名誉教授が寄付した基金を運用して、
主としてドイツにおいて研究・研修する者

留学在籍料（1年分）
相当額 10月募集 １名

安元・戸塚奨学金
学部3年次に在籍する学生
安元隆子元日本大学国際関係学部教授からの寄付金を受け、学業成績が優秀で人物が
優れている者（特待生及び本学部奨学生並びに2年次及び3年次編入学生は除く）

400,000円 5月募集 2名

日本大学三島後援会 奨学金
（第1種）※

学部・短大・大学院・専攻科の学生
三島後援会からの支援を受け、自宅通学不可能な者、又は遠隔地からの新幹線定期券通
学の者に対し選考により奨学金を給付する

120,000円（半期分）
春期（6月）

秋期（10月）
募集

半期50名
程度

日本大学三島後援会 奨学金
（第2種）※

学部・短大・大学院・専攻科の学生
国際関係学部派遣交換留学生、ティーチング・インターシップ・プログラム派遣学生、
ダブル・ディグリー・プログラム派遣留学生、中期留学生の中から選抜された者

プログラムにより
異なる

プログラム
実施決定後

に選考
若干名

校友会奨学金

学部・短大の学生。国際関係学部校友会の支援を受け、
第1種、2年次以上に在学中で学業成績が優秀で人物が優れている者
第2種、1年次に在学中で入学時成績及び最終学校の学業成績が優秀で人物が優れてい
る者（特待生等他の奨学金を受けている者は除く）

250,000円 ５月選考 若干名

日本大学
三島同窓会奨学金

学部・短大・大学院・専攻科の学生
三島同窓会奨励奨学基金を基にして、国家試験合格者、学術、文化、スポーツ及び社会
活動に顕著な成果を収め、著しく大学の名誉を高めた者

20,000円～
60,000円

５月募集
１０月募集 若干名

※高等教育の修学支援新制度の対象となった場合は対象外。

名称 適用資格 給付額（年額） 募集/選考 採用予定者

特待生 2年次以上の全学生で学業成績優秀にして品行方正な学生

①甲種
　授業料１年分相当額の半額及び図書費
　120,000円

4月選考 若干名
②乙種
　授業料１年分相当額の半額

古田奨学金 大学院に在学中の学生
学業成績が優秀で、人物が優れていること

200,000円 ５月選考 各１名
ロバート・F・ケネディ 
奨学金

大学院に在学中の学生
学業成績が優秀で、人物が優れていること

日本大学
創立１００周年記念
外国人留学生奨学金

正規課程の留学生で学部・短大・大学院に在学中の学生
※国費外国人及び外国政府派遣留学生は除く
・ 学業成績が優秀で人物が優れていること
・ 特待生その他本学における奨学金を受けていないこと
・ 本大学と駐日本国大韓民国大使館との合意書に基づく留学生として学費免除を受けていないこと
・ 本大学以外の他の機関・民間団体等から、大学院の学生は年額72万円以上、
　学部・短大の学生は年額48万円以上の奨学金又は学費補助を受けていないこと

授業料1年分相当額の半額 ５月選考 若干名

日本大学創立130周年
記念奨学金※

学部・短期大学部の経済的支援を必要とし、修学意志が堅固で学業成績及び人物が優
良な学生に給付する。第2種奨学生は在学中の学生、第3種奨学生は災害等不測の事態
により学費等の支弁が困難である学生を対象とする。

第２種（在学生）　300,000円 5月募集
募集時に

決定
第3種（在学生）事象により決定 随時

　 日本大学の奨学金（昨年度実績に基づく）

※高等教育の修学支援新制度の対象となった場合は対象外。

2年次以降の学費はこちらからご確認ください。 奨学金について詳しくはこちらからご確認ください。
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募集人員 令和 5 年

国際総合
政策学科

国際教養
学科 計 4月 5月 6月 7月 8月 9月

総合型選抜
▶ 詳細は pp. 61-62

第 1期 30 名 15 名 45 名

第 2 期 10 名 10 名 20 名

学校推薦型選抜
▶ 詳細は pp. 63-64

指定校制
普通科等 35 名 19 名 54 名

全国商業高等学校長
協会特別推薦 3 名 2名 5 名

公募制 10 名 5 名 15 名

一般選抜  ※1

▶ 詳細はpp. 65-68

N 全学統一方式　第 1期  ※ 2 15 名 10 名 25 名

A 個別方式

第 1期  ※ 3 90 名 70 名 160 名

第 2 期  ※ 4 50 名 40 名 90 名

第 3 期  ※ 5 16 名 14 名 30 名

C 共通テスト
利用方式

第 1期 20 名 15 名 35 名

第 2 期 10 名 5 名 15 名

外国人留学生選抜
▶ 詳細は p.69

若干名

帰国生選抜
▶ 詳細は p.69

若干名

一般編入学試験
▶ 詳細は pp. 70-71

3 年次

第 1期

若干名

第 2 期

2 年次

第 1期

若干名

第 2 期

令和 6 年

10月 11月 12月 1月 2月 3月

  令和 6 年度 入学者選抜情報
国際関係学部では、将来国際社会で活躍することを目指す、
学びへの意欲が高く個性豊かな学生を広く求めています。
あなたの個性にあった入試プランを見極め、合格に向けたスタートをきりましょう。

入学者選抜　
概要▶

入試Q&Aは　
こちら▶

インターネット　
出願について▶

学科

入試区分

書類提出
9/8（金）～15（金）
（郵送必着）

書類提出書類提出
11/111/1（水）（水）～10～10（金）（金）
（郵送必着）（郵送必着）

事前審査
9/19（火）～22（金）
（郵送必着）

事前審査事前審査
11/3011/30（木）（木）～～12/12/66（水）（水）
（郵送必着）（郵送必着）

出願期間出願期間
110/50/5（木）（木）～～1212（（木木））
（郵送必着）（郵送必着）

出願期間出願期間
111/171/17（金）（金）～～12/112/1（金）（金）
（郵送必着）（郵送必着）

試験日試験日
110/210/21（土）（土）

試験日試験日
112/92/9（土）（土）

試験日
11/18（土）

試験日
11/18（土）

試験日
11/18（土）

試験日日
11/18（土）

出願期間出願期間
7/17/1（土）（土）～10/23～10/23（月）（月）（郵送必着）（郵送必着）

出願期間出願期間
7/17/1（（土土））～1/19～1/19（金）（金）（郵送必着）（郵送必着）

合格発表合格発表日日
12/112/1（金）（金）

合格発表日合格発表日
12/112/1（金）（金）

結果通知結果通知
10/1810/18（水）（水）

結果通知結果通知
12/2212/22（金）（金）

合格発表日合格発表日
12/112/1（（金金））

合格発表合格発表日日
12/112/1（（金金））

入学手続締切入学手続締切日日
12/1212/12（火）（火）

入学手続締切日入学手続締切日
12/1212/12（火）（火）

入学手続締切日入学手続締切日
12/1212/12（火）（火）

入学手続締切入学手続締切日日
12/1212/12（火）（火）

合格発表日日
11/1（水）

合格発表日合格発表日
12/1812/18（月）（月）

出願期間
11/2（木）～7（火）
（郵送必着）

出願期間
11/2（木）～7（火）
（郵送必着）

出願期間
11/2（木）～7（火）
（郵送必着）

出願期間
1/5（金）～19（金）
（郵送必着）

出願期間
1/5（金）～19（金）
（郵送必着）

出願期間
1/5（金）～2/9（金）
（郵送必着）

出願期間
1/5（金）～13（土）
（郵送必着）

出願期間
1/5（金）～2/13（火）
（郵送必着）

出願期間出願期間
1/151/15（月）（月）～19～19（金）（金）
（郵送必着）（郵送必着）

出願期間出願期間
1/151/15（月）（月）～19～19（金）（金）
（郵送必着）（郵送必着）

試験試験日日
2/12/1（木）（木）

試験試験日日
2/32/3（（土土））

試験試験日日
2/172/17（土）（土）

試験試験日日
1/131/13（土）（土）1414（日）（日）

試験試験日日
1/131/13（土）（土）1414（日）（日）

合格発表合格発表日日
2/92/9（（金金））

合格発表合格発表日日
2/92/9（（金金））

合格発表合格発表日日
2/272/27（火）（火）

合格発表合格発表日日
2/132/13（火）（火）

試験日試験日
2/92/9（（金金））

試験試験日日
2/92/9（（金金））

試験日試験日
2/92/9（（金金））

合格発表合格発表日日
2/272/27（（火火））

合格発表合格発表日日
2/272/27（（火火））

合格発表合格発表日日
2/272/27（（火火））

合格発表合格発表日日
2/272/27（（火火））

入学手続締切日
3/18（月）

入学手続締切入学手続締切日日
2/192/19（月）（月）

入学手続締切日
3/18（月）

入学手続締切日
3/18（月）

入学手続締切日
3/18（月）

入学手続締切日
3/18（月）

入学手続締切入学手続締切日日
2/162/16（金）（金）

入学手続締切入学手続締切日日
2/162/16（金）（金）

入学手続締切日
11/10（金）

入学手続締切日
1/9（火）

結果通知結果通知
110/20/2（（月月））

結果通知結果通知
111/161/16（（木木））

出願期間
1/5（金）～3/1（金）
（郵送必着）

試験日
3/9（土）

合格
発表日
3/15（金）

入学手続
締切日
3/25（月）

※ 1 …… 一般選抜（N 全学統一方式第 1期、A 個別方式第 1期・第 2 期・第 3 期、C 共通テスト利用方式第 1期・第 2 期）は、第二志望学科の出願を認めません。
※ 2 …… 一般選抜 N 全学統一方式は同一試験日、同一問題で複数の学部（学科）を併願できます。

※ 3 …… 2/3（土）実施の「一般選抜 A 個別方式 第 1期」は、三島試験場、東京試験場及び静岡試験場で実施します。
※ 4 …… 2/17（土）実施の「一般選抜 A 個別方式 第 2 期」は、三島試験場と東京試験場で実施します。
※ 5 …… 3/9（土）実施の「一般選抜 A 個別方式 第 3 期」は、三島試験場で実施します。

総合型選抜、学校推薦型選抜、一般選抜、外国人留学生選抜、
帰国生選抜はインターネット出願の対象です。　 入学者選抜カレンダー
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  総合型選抜 第 1 期・第 2 期

学科 募集人員
審査対象 入学者選抜 競争率

（A/B）
令和4年度

競争率対象人数 可 志願者数 受験者数（A） 合格者数（B）

国際総合政策学科 30 名 89 名 89 名 84 名 83 名 83 名 1.0 倍 1.0 倍

国際教養学科 15 名 50 名 49 名 46 名 46 名 46 名 1.0 倍 1.0 倍

計 45 名 139名 138 名 130 名 129名 129名

　 令和 5 年度 入試データ

　 出願要件
次の共通要件及び第1期、第2期の各方式の要件をすべて満たす者。
本学部のアドミッション・ポリシー（p.72）及び教育内容を理解し、本学部を第一志望とする者。
〈第1期〉次の方式（A─①・②、B、C─①～④）の7項目のうち、いずれかに該当する者。

A   海外経験・語学力活用方式

B   ディスカッション方式

ディスカッション方式

C   文化・芸術・スポーツ等方式

日程・提出書類
選考方法

第1期 第2期

書類提出

9/8（金）〜9/15（金）郵送必着 11/1（水）〜11/10（金）郵送必着
●書類審査
出願資格・出願要件の充足及
びその他の提出書類の審査を
行い、出願許可者を決定の上、
本人宛に結果を通知します。な
お、出願許可者には、出願関係
書類を同封します。（この段階
まで入学検定料は一切徴収しま
せん）

① エントリーシート（本学部所定用紙）
② 志望理由書（本学部所定用紙）
③ 課題論文（本学部所定用紙）※課題論文テーマはホームページ上で発表
④ 活動報告書（本学部所定用紙）※出願要件A、C のみ
⑤ 学校長、所属クラブの監督及び顧問による詳細な推薦書
　（本学部所定用紙）※出願要件C-①（ウ）、C-③（ウ）のみ
⑥ 学校長、所属クラブの監督及び顧問の推薦書（本学部所定用紙）※出願要件C- ④のみ
⑦ 活動報告を証明する書類の写し（A4 サイズ）※出願要件A、C のみ
※①～⑥は8/1（火）より本学部ホームページにてダウンロード可能です。

書類審査結果通知 10/2（月） 11/16（木）

出願期間
10/5（木）〜10/12（木）郵送必着 11/17（金）〜12/1（金）郵送必着

①出願確認票（本学所定用紙、インターネット出願時に印刷） ②出身学校調査書等（開封無効）

試験日 10/21（土） 12/9（土）

〈第1期〉
●A 海外経験・語学力活用方式
　① 小論文 ② 面接
●B ディスカッション方式
　グループディスカッション
　（詳細はホームページで発表します）
●C 文化・芸術・スポーツ等方式
　① 小論文 ② 面接

〈第2期〉
●ディスカッション方式
　グループディスカッション
　（詳細はホームページで発表します）

合格発表日 11/1（水）インターネットによる合否案内 12/18（月）インターネットによる合否案内

入学手続締切日 11/10（金） 1/9（火）

書類審査・小論文・面接

書類審査・グループディスカッション

書類審査・グループディスカッション

書類審査・小論文・面接

① 高等学校又は中等教育学校後期課程（高等部）在学中に6か月以上の海外留学経験等を通じて、国際感覚や国際的視野を身につけた者。
② 外国語の能力に優れ次のいずれかを満たしている者。
　 英語 （1）実用英語技能検定（CBT及びS-CBTを含む） 2級 以上合格
　　　  （2）TOEFL® Score iBT:54  PBT:480 以上
　　　  （3）TOEIC® L&R Score 520 以上
　　　  （4）IELTS™ 4.5 以上
　　　  （5）GTEC®（4技能）930点以上（オフィシャルスコアに限る）
　　　  （6）CAMBRIDGE PET 以上
　ドイツ語 （1）ドイツ語技能検定 4級 以上　 （2）CEFR基準 A1 以上
　フランス語 （1）実用フランス語技能検定 準2級 以上　 （2）DELF A2 以上合格
　スペイン語 （1）スペイン語技能検定 4級 以上　 （2）DELE A2 以上合格
　中国語 （1）中国語検定 2級 以上合格　 （2）新HSK 5級 以上
　韓国語 （1）韓国語能力試験 2級 以上　 （2）ハングル能力検定試験 4級 以上合格
　※ その他の言語については、上記レベルと同等の基準で判断する。
　※ 上記出願要件と同等レベル以上が示される場合も出願を認める場合がある。なお、上記基準は出願要件であり、合格を確約するものではない。

将来、社会において活躍するために、グループディスカッションを通して集団の中におけるリーダーシップ・積極性・協調性及びコミュニ
ケーション力を実践できる者。

将来、社会において活躍するために、グループディスカッションを通して集団の中におけるリーダーシップ・積極性・協調性及びコミュニ
ケーション力を実践できる者。

①　ア：高等学校又は中等教育学校後期課程（高等部）在学中に文化・芸術の分野において、公的機関及び公的機関に準ずる機関の
　　　　主催・後援による全国大会、地区大会に出場した者、又は都府県大会で入賞した者。（注1）
　　イ：新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い出場権を得ていた全国大会や地区大会等が中止となった者。
　　ウ：新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い中止になった各種大会等において、開催されていた場合に、上記要件（注1の要件）
　　　　に伴う同程度の実績が見込まれることを、学校長、所属クラブの監督及び顧問による詳細な推薦書にて提出できる者。
　　※ 地区大会：北海道大会、東北大会、関東大会、北信越大会、東海大会、近畿大会、中国大会、四国大会、九州大会等
　　※ 私学大会については、全国大会出場のみを対象とする。（地区私学大会以下は対象としない）
　　※ すべての記録は、令和5年9月7日（木）までのものを対象とし、公的証明書等（写し可）を必要とする。
　　※ 各種大会等が中止となり、各都府県にて実施した代替の大会等も対象とする。
②　高等学校又は中等教育学校後期課程（高等部）在学中に社会貢献活動、ボランティア活動等において継続的に熱心に取り組み、
　　公的な証明を得られる者。
　　※ すべての記録は、令和5年9月7日（木）までのものを対象とし、公的証明書等（写し可）を必要とする。
　　※ 短期間のボランティア活動は対象としない。
③　ア：高等学校又は中等教育学校後期課程（高等部）在学中にスポ一ツの分野において、公的機関及び公的機関に準ずる機関の
　　　　主催・後援による全国大会、地区大会に出場した者、又は都府県大会で個人競技はベスト4以上の者、団体競技においては
　　　　ベスト8以上の成績を収めたチームで指導的役割（部長・キャプテン等）を果たした者、あるいはレギュラー又はそれに準ずる
　　　　選手（大会登録選手）として活躍した者。（注2）
　　イ：新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い出場権を得ていた全国大会や地区大会等が中止となった者。
　　ウ：新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い中止になった各種大会等において、開催されていた場合に、上記要件（注2の要件）
　　　　に伴う同程度の実績が見込まれることを、学校長、所属クラブの監督及び顧問による詳細な推薦書にて提出できる者。
　　※ 地区大会：北海道大会、東北大会、関東大会、北信越大会、東海大会、近畿大会、中国大会、四国大会、九州大会等
　　※ 私学大会については、全国大会出場のみを対象とする。（地区私学大会以下は対象としない）
　　※ すべての記録は、令和5年9月7日（木）までのものを対象とし、公的証明書等（写し可）を必要とする。
　　※ 各種大会等が中止となり、各都府県にて実施した代替の大会等も対象とする。
④　本学部のスポ一ツ強化対象競技である硬式野球部、女子硬式野球部、チアリーディング部について、高校在学中3年間、各部に所
　　属し将来有望な選手として、学校長、所属クラブの監督及び顧問の推薦があり、本学部入学後、これらの運動部に入部する者。

インターネット出願対象
入学検定料 35,000円

●学力試験だけでは測れない意欲や適性を評価
●既卒生も出願できる

　 令和 5 年度 課題論文・小論文のテーマ

　 入試日程・選考方法　 選抜方式

　 試験内容 　 募集人員

学科 テーマ（課題）

国際総合
政策学科

課題論文
2022年2月下旬、ロシアは隣国ウクライナへ軍事侵攻しました。「大国復活」の野望を抱くロシアのプーチン大統領は、国際社会からの警告を無視し、ウクライ
ナを自国勢力圏にとどめるべく武力行使に踏み切りました。今回のロシアのウクライナ侵攻は、日本を含め世界各国にどのような影響をもたらすと考えますか。
具体例を挙げながら、あなたの意見を述べてください。

小論文 A 方式
2022年2月24日からロシアによるウクライナ侵攻が始まりました。7月4日、5日にはウクライナの復興を話し合う国際会議がスイスのルガーノで開催され、
40以上の国と約20の国際機関が参加しました。会議では、ウクライナが主導的に復興に取り組むことなどを盛り込んだ「ルガーノ宣言」が採択されました。
国家は戦争や内戦によってダメージを受けた時、復興しなければなりません。では、ウクライナのような状態に陥る国家が現れた時、その国に対して日本が行う
ことができる復興支援策はなんでしょうか。あなたが考える具体的な支援策を2つあげて論を展開しなさい。

小論文 C 方式 これまであなたが実践してきたスポーツ、文化・芸術、社会貢献およびボランティア活動等は、グローバル社会の発展にどう関わると考えますか。具体例を挙げて、
あなたの考えを述べなさい。

国際教養
学科

課題論文
世界経済フォーラム（WEF）は、世界の男女格差の現状をまとめた2022年度版の「ジェンダーギャップ報告書」を発表しました。同報告書は、経済、政治、教育、
健康の4分野を分析していますが、総合ランキングにおける日本の順位は146か国中116位で、前回の120位から上がったものの先進諸国では最下位でした。
こうしたジェンダーギャップを改善するための第一段階として、性的マイノリティ（LGBTQ）などを含めた多様性の確保が求められていますが、依然として私た
ちの生活や文化には様々な男女格差が潜んでいます。この問題について、具体例を挙げて、あなたの意見を述べてください。

小論文 A 方式 近年、日本に常住する外国人は増加傾向にある。そこで、地域社会に外国人居住者が増えることによって生じつつあるメリットとデメリットについて、あなたの
考えを述べなさい。

小論文 C 方式 運動部の部活動における「体罰」については社会的な議論が行われ、多くの問題が指摘されているものの、近年においても「体罰」が絡む事件は起き続けてい
る。「体罰」とスポーツの指導のあり方について、具体例を挙げながらあなた自身の考えを論じなさい。

●課題論文は、自分が志望した学科の課題について論文を作成し、その内容にふさわしいタイトルをつけてください。副題をつけてもかまいません。また、参考にした書籍や新聞・雑誌
などがあれば、明記してください。なお、課題論文は、必ず黒のペンまたはボールペンを使用し、横書き、1,200字程度で作成してください。

●試験当日は、小論文（60分、800字程度）及び面接を行いました。

試験の特徴

海外経験・語学力活用方式 A C 文化・芸術・スポーツ等方式B ディスカッション方式〈第1期〉 〈第2期〉 ディスカッション方式

書類
審査

小論文
（第1期A・C）

クループ
ディスカッション

（第1期B・第2期）
面接

（第1期A・C）
学　科 第１期 第2期

国際総合政策学科 30名 10名
国際教養学科 15名 10名

〈第2期〉次の方式に該当する者。
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区分 学科 募集人員
入学者選抜 競争率

（A/B）
令和4年度

競争率志願者数 受験者数（A） 合格者数（B）

指定校制
普通科等

国際総合政策学科 35 名 73 名 73 名 73 名 1.0 倍 1.0 倍

国際教養学科 19 名 43 名 43 名 43 名 1.0 倍 1.0 倍

計 54 名 116 名 116 名 116 名

公募制

国際総合政策学科 10 名 5 名 5 名 5 名 1.0 倍 1.0 倍

国際教養学科 5 名 2 名 2 名 2 名 1.0 倍 1.0 倍

計 15 名 7 名 7 名 7 名

　 募集人員・出願資格及び要件
指定校制（普通科等対象）

国際総合政策学科 35 名 本学の指定する高等学校又は中等教育学校を令和6年3月卒業見込みで、第3学年1学期又は前期までの全体
の学習成績の状況が指定学校別に定めた学習成績の状況以上の者。国際教養学科 19 名

指定校制（全国商業高等学校長協会特別推薦）

国際総合政策学科 3 名

以下の出願資格を満たし、（財）全国商業高等学校長協会の推薦を得た者。
●（財）全国商業高等学校長協会会員の高等学校で、専門（職業）学科を令和6年3月卒業見込みの者。
● 第3学年1学期又は前期までの全体の学習成績の状況が4.0以上で、次の①～⑪のいずれかの要件を満たす者。
　① 日商簿記検定2級以上に合格している者。
　② 全商簿記実務検定試験1級に合格している者。
　③ 全商情報処理検定試験1級〔プログラミング部門〕に合格している者。
　④ 全商情報処理検定試験1級〔ビジネス情報部門〕に合格している者。
　⑤ 全商英語検定試験1級に合格している者。
　⑥ 実用英語技能検定（CBT及びS-CBTを含む）準2級以上に合格している者。
　⑦ 基本情報技術者試験に合格している者。
　⑧ ITパスポート試験に合格している者。
　⑨ 第3学年1学期又は前期までの「商業」の学習成績の状況が4.5以上の者。
　⑩ 第3学年1学期又は前期までの「情報」の学習成績の状況が4.5以上の者。
　⑪ 第3学年1学期又は前期までの「英語」の学習成績の状況が4.5以上の者。

国際教養学科 2名

公募制

国際総合政策学科 10 名 1 普通科・総合学科・専門（職業）学科又は本学部がこれに準ずると認めた学科を 
　令和6年3月卒業見込みの者で、次のいずれかに該当する者。
　①第3学年1学期又は前期までの全体の学習成績の状況が3.7以上で次の検定試験のいずれかの基準点を
　　有する者。
　  （a）実用英語技能検定（CBT及びS-CBTを含む）準2級以上
　  （b）GTEC®（4技能）680点以上（オフィシャルスコアに限る）
　②第3学年1学期又は前期までの全体の学習成績の状況が3.7以上で外国語の学習成績の状況が
　　4.0以上の者。
2 合格した場合、本学部に入学することを確約できる者。

国際教養学科 5 名

※指定校制（全国商業高等学校長協会特別推薦）の志願者はいませんでした。

※ 1 全国商業高等学校長協会特別推薦で出願資格①～⑧の者。
※ 2 公募制で出願資格 1ー①の者。

  学校推薦型選抜（指定校制・公募制）
インターネット出願対象
入学検定料 35,000円

●指定校制は大学が指定する高校が対象
●公募制は全国の高校から広く募集

試験の特徴

　 選抜方式

　 令和 5 年度 小論文のテーマ

　 試験内容

指定校制（普通科等対象）

書類選考 小論文（公募制）口頭試問及び面接（指定校制） 面接（公募制）

指定校制（全国商業高等学校長協会特別推薦） 公募制 日程・提出書類 選考方法

出願期間

11/2（木）〜11/7（火）郵送必着

●指定校制
① 出身学校長の推薦書（本学部所定用紙）
② 出願確認票
　（本学所定用紙、インターネット出願時に印刷）
③ 志望理由書（本学部所定用紙）
④ 出身学校調査書（開封無効）
⑤ 検定合格等の証明書の写し※1

　 （A4に縮小・拡大が望ましい）

●公募制
① 出身学校長の推薦書（本学部所定用紙）
② 出願確認票
　（本学所定用紙、インターネット出願時に印刷）
③ 出身学校調査書（開封無効）
④ 検定合格等の証明書の写し※2

　 （A4に縮小・拡大が望ましい）

試験日 11/18（土）
●指定校制
　① 書類選考 ② 口頭試問及び面接
●公募制
　① 書類選考 ② 小論文 ③ 面接

合格発表日 12/1（金）インターネットによる合否案内

入学手続締切日 12/12（火）

　 入試日程・選考方法

　 令和 5 年度 入試データ

学科 時間 字数 テーマ（課題）

国際総合
政策学科

60分 800字
程度

ポスト・コロナの日本の観光はどのようなものとなると思いますか。あなたの意見を述べなさい。なお、日本の
観光とは、国内旅行、海外旅行、訪日外国人旅行（インバウンド）などのことです。

国際教養
学科

世界には、紛争や戦争、自然災害、感染症などの緊急事態により、教育の機会を奪われた子どもたちがたくさ
んいる。一方で、衣食住が十分ではない状況下でも、避難場所で読み書き計算を教えたり、諸外国からの支援
によるオンライン教材を使うなどして、子どもたちへの教育が続けられている例がある。
では、このような状況下で、なぜ教育が必要なのだろうか。あなた自身の体験をふまえて考えを述べなさい。

● 出願書類の請求・提出について…指定校制の場合は、高等学校を通じて行ってください。公募制の場合は、高等学校を通じて行っても本人が行っても構いません。
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① 出願確認票
　インターネット上で出願登録を行い、「出願確認票」を印刷してください。

② 出願資格を証明する書類
　詳細は、一般選抜募集要項で確認してください。併願の場合でも、1通で結構です。追加出願の場合は不要です。

●国際関係学部独自の問題による試験
●学部本校舎以外でも試験を受けられる（第３期を除く）
●３教科３科目型と２教科２科目型を実施
●第２期は３教科のうち高得点２教科で合否判定

●日本大学統一の問題による試験
●第1期は北海道から九州まで全国に試験場を設置
●１回の受験で日本大学の複数の学部（学科）を併願できる
●A 個別方式とN 全学統一方式第1期の同一学部・同一学科に同時出願すると、
　N 全学統一方式第1期の入学検定料が０円に

●個別学力試験は課さず、大学入学共通テストの得点を利用して合否を判定
●第１期は３教科３科目型、第２期は２教科２科目型を実施

　 出願資格

　 募集人員

　 入試日程

　 出願書類

　 科目・配点

　 障がい等のある方への受験上の配慮について

学　科
募集人員

A 方式第1期 A 方式第2期 A 方式第3期 N 方式第1期 C 方式第1期 C 方式第2期

国際総合政策学科 90 名 50 名 16 名 15 名 20 名 10 名

国際教養学科 70 名 40 名 14 名 10 名 15 名 5 名

学　科 方　式 出願期間（郵送必着） 試験日
合格発表日

インターネットによる
合否案内

入学手続
締切日

国際総合政策学科
国際教養学科

A 方式第１期 1/5（金）〜1/19（金） 2/3（土）
（三島・東京・静岡）

2/9（金） 2/16（金）

A 方式第２期 1/5（金）〜2/9（金） 2/17（土）
（三島・東京）

2/27（火） 3/18（月）

A 方式第３期 1/5（金）〜3/1（金） 3/9（土）
（三島）

3/15（金） 3/25（月）

N 方式第１期 1/5（金）〜1/19（金） 2/1（木） 2/9（金） 2/16（金）

C 方式第１期 1/5（金）〜1/13（土） 大学入学共通テスト
１/１3・１4（土・日） 2/13（火） 2/19（月）

C 方式第２期 1/5（金）〜2/13（火） 大学入学共通テスト
１/１3・１4（土・日） 2/27（火） 3/18（月）

A 個別方式
区分 教科 科目 配点

第 1期
第 2 期

（    ）

国語 「国語総合（漢文を除く）」 100点
●第1期は、受験した教科すべて
  （3教科）を合否判定に使用します。
●第2期は3教科を必ず受験し、その

うち高得点の2教科を合否判定に
使用します。

●左記の得点を標準化得点に換算
し、合否判定します。

●第二志望学科の出願を認めません。

地理歴史
公民
数学

「日本史 B」、「世界史 B」、「政治・経済」、「数学Ⅰ・数学Ⅱ・
数学 A・数学 B（確率分布と統計的な推測を除く）」の
うちから1科目選択

100点

外国語 「コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・
コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ」 100点

第 3 期

（    ）

国語 「国語総合（漢文を除く）」 100点 ●第3期は、受験した教科すべて
  （2教科）を合否判定に使用します。
●左記の得点を標準化得点に換算

し、合否判定します。
●第二志望学科の出願を認めません。外国語 「コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・

コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ」 100点

① 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和6年3月卒業見込みの者。
② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（高等専門学校第3年次修了者等）及び令和6年3月修了見込みの者。
③ 高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者及び令和6年3月31日までにこれに該当する見込みの者
　 （学校教育法施行規則第150条）。
　　　（1） 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣が指定した者。
　　　（2） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者。
　　　（3） 専修学校の高等課程（修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る）で文部科
　　　　　　学大臣が別に指定するものを文部科学大臣の定める日以降に修了した者。
　　　（4） 文部科学大臣の指定した者。
　　　　　　○ 外国の大学入学資格である国際バカロレア、アビトゥア、バカロレア、GCEAレベル（※）を保有する者。
　　　　　　○ 国際的な評価団体（WASC、CIS、ACSI）の認定を受けた教育施設の12年の課程を修了した者。
　　　　　　○ その他
　　　（5） 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（廃止前の大学入学資格検定規程による
　　　　　　大学入学資格検定に合格した者を含む）で、令和6年3月31日までに18歳に達する者。
　　　（6） 18歳に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると本学が認めた者。
　　　（※）…GCEAレベル2科目以上でE評価以上を有している方が対象となります。

　　　　〈上記出願資格について、「見込み」で受験し合格した場合で、令和6年3月31日までに入学資格を得られない場合は、入学が許可されないことになります。〉

  一般選抜（A 個別方式・N 全学統一方式・C 共通テスト利用方式） 試験内容
●３つの選抜方式があり、個々の特性に合った方式を選べる
●試験日が異なれば、日本大学の複数の学部・学科へ出願できる

試験の特徴

　受験に際し、病気・負傷や障がい等のために、受験上の配慮を希望される場合は、申請（医師の診断書等をご提出いただきます）に
基づき、病気・負傷や障がい等の程度に応じた措置を講じます。
　申請する場合は、出願前のできるだけ早い時期に、必ず入試係にお問い合わせください。
　詳細につきましては、本学ホームページ（https://www.nihon-u.ac.jp/admission_info/）又はインターネット出願のガイダンス
ページをご覧ください。

A 個別方式・N 全学統一方式・C 共通テスト利用方式

　 選抜方式

A 個別方式（以下A方式）　第1期・第2期・第3期

N 全学統一方式（以下N方式）　第1期

C 共通テスト利用方式（以下C方式）　第1期・第2期

インターネット出願対象
入学検定料 35,000円

インターネット出願対象
入学検定料 18,000円

インターネット出願対象
入学検定料 18,000円 出願書類は、令和６年１月5日（金）から郵送（簡易書留）で受け付けます。試験によって出願締切日が異なりますので確認してください。

A 個別方式の試験場は、第1期は三島・東京・静岡、第２期は三島・東京、第３期は三島となります。

学力試験

3教科
3科目

2教科
2科目
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方
式 区分 学科 募集人員

入学者選抜
競争率

（A/B）
令和

4 年度
競争率

総点
合格最低点

志願者数 受験者数
（A）

合格者数
（B）

令和
5 年度

令和
4 年度

A 

方
式

第 1期

国際総合政策学科 100 名 128 名 119 名 101 名 1.2 倍 1.4 倍 300 点 130.3 点 147 点

国際教養学科 80 名 113 名 104 名 85 名 1.2 倍 1.3 倍 300 点 130.0 点 145 点

計 180 名 241 名 223 名 186 名

第 2 期

国際総合政策学科 50 名 137 名 90 名 87 名 1.0 倍 1.1 倍 200 点 80.5 点 80 点

国際教養学科 40 名 106 名 57 名 56 名 1.0 倍 1.0 倍 200 点 80.2 点 86 点

計 90 名 243 名 147 名 143 名

第 3 期

国際総合政策学科 15 名 47 名 38 名 36 名 1.1 倍 ─ 200 点 75.7 点 実施
せず国際教養学科 13 名 29 名 18 名 18 名 1.0 倍 ─ 200 点 73.1 点

計 28 名 76 名 56 名 54 名

    

N 

方
式

第 1期

国際総合政策学科 15 名 282 名 259 名 196 名 1.3 倍 1.5 倍 400 点 171.6 点 200 点

国際教養学科 10 名 200 名 188 名 155 名 1.2 倍 1.7 倍 400 点 170.8 点 203 点

計 25 名 482 名 447 名 351 名

    

C 

方
式

第 1期
（3教科型）

国際総合政策学科 20 名 199 名 197 名 136 名 1.4 倍 1.4 倍 500 点
公表せず

国際教養学科 15 名 140 名 140 名 97 名 1.4 倍 1.4 倍 500 点

計 35 名 339 名 337 名 233 名

第 2 期
（2教科型）

国際総合政策学科 10 名 15 名 15 名 12 名 1.3 倍 1.3 倍 400 点
公表せず

国際教養学科 5 名 23 名 23 名 19 名 1.2 倍 1.1 倍 400 点

計 15 名 38 名 38 名 31 名

　 科目・配点 　 令和5年度 入試データ

N 全学統一方式
区分 教科 科目 配点

第 1期

（     ）

国語
地理歴史

公民
数学①
数学②
理科

「国語総合（漢文を除く）」、「日本史B」、「世界史B」、
「地理B」、「政治・経済」、「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学A・
数学B（確率分布と統計的な推測を除く）」、「数学Ⅰ・
数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学A・数学B（確率分布と統計的な
推測を除く）」、「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、

「生物基礎・生物」のうちから2科目選択（ただし「理
科」間の組合せは不可）
※「地理歴史、公民、数学①」間の組合せと「国語、数学②」

間の組合せはできません（同時限に1科目のみ選択して受験
するため）。

200点
（100点
×2科目）

●左記の得点を標準化得点に換算し、
合否判定します。

●左記の選択科目を指定科目数以上
受験した場合は、高得点の科目を
合否判定に使用します。ただし、医
学部を併願していて、「理科」を合
否判定に使用する場合は、第1解答
科目のみを合否判定に使用します。

※外国語は得点を2倍にして、他の2
科目と合わせて合否判定します。

●試験場については、必ず一般選抜
募集要項で確認してください。 

●第二志望学科の出願を認めません。
外国語

「コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・
コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現Ⅰ・英語表現Ⅱ」

100点※

C 共通テスト利用方式
区分 教科 科目 配点

第 1期

（    ）

国語 「国語」 200点

●左記の選択科目を指定科目数以
上受験した場合は、高得点の科目
を合否判定に使用します。ただし、
「地理歴史・公民」、「理科（基礎
を付していない科目）」を合否判定
に使用する場合で2科目受験した
場合は、それぞれの第1解答科目
のみを合否判定に使用します。「英
語」については、リスニングの成績
も利用します。

地理歴史
公民
数学
理科

「日本史 A」、「日本史 B」、「世界史 A」、「世界史 B」、「地
理 A」、「地理 B」、「現代社会」、「倫理」、「政治・経済」、「倫
理、政治・経済」、「数学Ⅰ」、「数学Ⅰ・数学 A」、「数学Ⅱ」、

「数学Ⅱ・数学 B」、「簿記・会計」、「情報関係基礎」、「物
理基礎」、「物理」、「化学基礎」、「化学」、「生物基礎」、

「生物」、「地学基礎」、「地学」のうちから1科目選択
※ただし、理科の「基礎を付した科目」 は 2 科目で 1 科目
分とする。

100点

外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」
のうちから1科目選択 200点

第 2 期

（    ）

国語
地理歴史

公民
数学
理科

「国語」、「日本史 A」、「日本史 B」、「世界史 A」、「世
界史 B」、「地理 A」、「地理 B」、「現代社会」、「倫理」、

「政治・経済」、「倫理、政治・経済」、「数学Ⅰ」、「数学Ⅰ・
数学 A」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅱ・数学 B」、「簿記・会計」、「情
報関係基礎」、「物理基礎」、「物理」、「化学基礎」、「化学」、

「生物基礎」、「生物」、「地学基礎」、「地学」のうちから
1科目選択
※ただし、理科の「基礎を付した科目」は 2 科目で 1 科目分
とする。

200点

●左記の選択科目を指定科目数以上
受験した場合は、高得点の科目を合
否判定に使用します。ただし、「地理
歴史・公民」、「理科（基礎を付して
いない科目）」を合否判定に使用す
る場合で2科目受験した場合は、そ
れぞれの第1解答科目のみを合否
判定に使用します。「英語」につい
ては、リスニングの成績も利用しま
す。「地理歴史」、「公民」、「数学」、
「理科」については、大学入学共通
テストの配点を左記の配点に換算
し、合否判定します。

外国語 「英語」、「ドイツ語」、「フランス語」、「中国語」、「韓国語」
のうちから1科目選択 200点

※合格最低点について、令和5年度は標準化得点、令和4年度は素点。

2～3教科
3科目

3教科
3科目

2教科
2科目
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詳細は、外国人留学生選抜募集要項よりご確認ください。

詳細は、帰国生選抜募集要項よりご確認ください。

  外国人留学生選抜   一般編入学試験（３年次）第 1 期・第 2 期

  帰国生選抜

インターネット出願対象
入学検定料 25,000円

入学検定料
35,000円

インターネット出願対象
入学検定料 35,000円

●日本留学試験の成績と面接で選考
●日本留学試験は3回のうち、いずれか1回の成績を採用

●3年次に編入学できる
●出願の前に、編入学後の単位認定に関する事前審査あり

●帰国生向けの試験
●日本語の記述試験と面接、英語の試験で選考

日程 選考方法

出願期間 7/1（土）〜10/23（月）郵送必着

試験日 11/18（土）
①日本留学試験（日本語及び総合科目〈出題言語は「日本語」〉）の成績
（2022年6月、2022年11月、2023年6月のうちいずれか1回）を採用

②面接（日本語による）

合格発表日 12/1（金）インターネットによる合否案内

入学手続締切日 12/12（火）

日程 選考方法

出願期間 7/1（土）〜1/19（金）郵送必着

試験日 2/9（金） ① 記述試験（日本語）　② 外国語（英語）　③ 面接（日本語による）

合格発表日 2/27（火）インターネットによる合否案内

入学手続締切日 3/18（月）

　 入試日程・選考方法

　 入試日程・選考方法

　 試験内容

　 試験内容

　 出願資格

　 出願資格

　 募集人員

　 募集人員

　 募集人員

日本留学試験

記述試験(日本語）

面接（日本語）

外国語（英語） 面接（日本語）

国際総合政策学科 若干名
国際教養学科 若干名

国際総合政策学科 若干名
国際教養学科 若干名

国際総合政策学科 若干名
国際教養学科 若干名

　 試験内容
書類選考 小論文 外国語(英語） 面接

　 出願資格
単位認定に関する事前審査を受けた者で、次の出願資格1～5のうちいずれかの要件を満たす者。

1　学校教育法による短期大学（部）を卒業した者、又は令和6年3月卒業見込みの者。
2　学校教育法による大学に2年以上在学し、教職課程科目等卒業単位に含まれない科目を除き、62単位以上修得した者、又は

修得見込みの者。
3　学校教育法における高等専門学校、国立養護教員養成所及び国立工業教員養成所のいずれかを卒業した者、又は令和6年3月

卒業見込みの者。
4　専修学校の専門課程のうち、修業年限2年以上で総授業時間数1,700時間以上の課程（修了者に対して専門士の称号が付与

される）を修了した者、又は修了見込みの者。
5　海外の大学及び短期大学（部）を卒業した者、又は卒業見込みの者。
※5の者は事前に出願資格審査を実施しますので、成績証明書、在学証明書又は卒業証明書、シラバスを指定された期日（第1期 令和5年9月19日（火）、　　

第２期 令和5年12月6日（水））までに郵送（締切日必着）してください。

日程・提出書類
選考方法

第1期 第2期

事前審査※ 9/19（火）〜9/22（金）郵送必着 11/30（木）〜12/6（水）郵送必着

事前審査結果通知 10/18（水） 12/22（金）

出願期間 11/2（木）〜11/7（火）郵送必着 1/15（月）〜1/19（金）郵送必着

試験日 11/18（土） 2/9（金）
① 書類選考
② 小論文
③ 外国語（英語）
④ 面接

合格発表日 12/1（金）掲示及び当日合格者へ書類を発送 2/27（火）掲示及び当日合格者へ書類を発送

入学手続締切日 12/12（火） 3/18（月）

　 入試日程・選考方法

試験の特徴 試験の特徴

試験の特徴

※事前審査に関する提出書類は8/1（火）より本学部ホームページにてダウンロード可能です。
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　日本大学は、本学の「目的及び使命」を理解し、本学の教育理念である「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」、「自ら考える」
及び「自ら道をひらく」能力を身につけ、「日本大学マインド」を有する者を育成する。

● 日本大学教育憲章

■ 日本大学マインド
 ○ 日本の特質を理解し伝える力
　　日本文化に基づく日本人の気質、感性及び価値観を身につけ、その特質を自ら発信することができる。

 ○ 多様な価値を受容し、自己の立場・役割を認識する力
　　異文化及び異分野の多様な価値を受容し、地域社会、日本及び世界の中での自己の立ち位置や役割を認識し、説明することができる。

 ○ 社会に貢献する姿勢
　　社会に貢献する姿勢を持ち続けることができる。

■ 「自主創造」の 3 つの構成要素及びその能力
 ○ 自ら学ぶ
　　豊かな知識・教養に基づく高い倫理観 …… 豊かな知識・教養を基に倫理観を高めることができる。
　　世界の現状を理解し、説明する力 ……… 世界情勢を理解し、国際社会が直面している問題を説明することができる。

 ○ 自ら考える
　　論理的・批判的思考力 …………………… 得られる情報を基に論理的な思考、批判的な思考をすることができる。
　　問題発見・解決力 ………………………… 事象を注意深く観察して問題を発見し、解決策を提案することができる。

 ○ 自ら道をひらく
　　挑 戦 力 …………………………………… あきらめない気持ちで新しいことに果敢に挑戦することができる。
　　コミュニケーション力 ……………………… 他者の意見を聴いて理解し、自分の考えを伝えることができる。
　　リーダーシップ・協働力 …………………… 集団のなかで連携しながら、協働者の力を引き出し、その活躍を支援することができる。
　　省 察 力 …………………………………… 謙虚に自己を見つめ、振り返りを通じて自己を高めることができる。

　 日本大学国際関係学部アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）

  一般編入学試験（2 年次）第 1 期・第 2 期
入学検定料
35,000円

　 募集人員

　 試験内容
書類選考 小論文 外国語(英語） 面接

　 出願資格

　 出願方法

次の出願資格1～5のうちいずれかの要件を満たす者。

1　学校教育法による大学を卒業した者、又は令和6年3月卒業見込みの者。
2　学校教育法による大学に1年以上在学し、教職課程科目等卒業単位に含まれない科目を除き、30単位以上修得した者、又は修得見

込みの者。
3　学校教育法における短期大学（部）又は高等専門学校を卒業した者、又は令和6年3月卒業見込みの者。
4　専修学校の専門課程のうち、修業年限2年以上で総授業時間数1,700時間以上の課程（修了者に対して専門士の称号が付与

される）を修了した者、又は修了見込みの者。
5　海外の大学及び短期大学（部）を卒業した者、又は卒業見込みの者。
※5の者は事前に出願資格審査を実施しますので、成績証明書、在学証明書又は卒業証明書、シラバスを指定された期日（第1期 令和5年9月19日（火）、

第２期 令和5年12月6日（水））までに郵送（締切日必着）してください。

出願を希望する志願者は、入試係までお問い合わせください。出願書類を郵送します。
国際関係学部 教務課（入試係）TEL.055-980-0821

日程・提出書類
選考方法

第1期 第2期

出願期間 11/2（木）〜11/7（火）郵送必着 1/15（月）〜1/19（金）郵送必着

試験日 11/18（土） 2/9（金）
① 書類選考
② 小論文
③ 外国語（英語）
④ 面接

合格発表日 12/1（金）掲示及び当日合格者へ書類を発送 2/27（火）掲示及び当日合格者へ書類を発送

入学手続締切日 12/12（火） 3/18（月）

　 入試日程・選考方法

●2年次に編入学できる
●出願前の事前審査なし

試験の特徴

国際総合政策学科 若干名
国際教養学科 若干名

目
的
お
よ
び
使
命

日
本
大
学
は

日
本
精
神
に
も
と
づ
き

道
統
を
た
っ
と
び

憲
章
に
し
た
が
い

自
主
創
造
の
気
風
を
や
し
な
い

文
化
の
進
展
を
は
か
り

世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
と
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

日
本
大
学
は

広
く
知
識
を
世
界
に
も
と
め
て

深
遠
な
学
術
を
研
究
し

心
身
と
も
に
健
全
な
文
化
人
を

育
成
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る

　国際関係学部では、日本大学の理念「自主創造」のもと、広く知識を世界にもとめる人材の育成を目的とします。本学部の目指す教育は、自らの価
値を高め世界で活躍できるように、知りたいという好奇心、学びたいという探究心に応えます。そこで得た問題解決能力及びコミュニケーション能力は、
複雑化する国際社会において、文化の違いや利害関係を乗り越え、様々な人や組織の協働を促します。世界の多様な民族、言語、宗教、文化、社会、
環境などをグローバルな視点で学びたい人を広く求めます。
　将来、国際社会の様々な分野で活躍するために、海外留学経験や外国語運用能力、集団におけるリーダーシップやコミュニケーション能力の実践、スポー
ツ・文化活動の成果等、多彩な個性を持つ意欲の高い者を広く求めます。
● 入学前に修得しておくことが望まれる学業内容
　 高等学校教育課程全般の内容はもとより、特に世界及び日本の地理・近現代史の学業内容から異文化への興味を高め、理解を深めていることが望ましい。

国際総合政策学科
　私たちの周りで日々起きている経済、環境、紛争などの問題は、今や特定の国や地域のものではなく、その解決にはグローバルな視点が必要とされ
ています。本学科では、こうした問題に直面した時に、素早くその本質を見抜き、解決するための政策を決定し実行することのできる人材を養成します。
そのために、国際的な視野を持って、社会で活躍することを目指している人材を求めます。 

国際教養学科
　人と物と情報がダイナミックに交錯する今日の世界では、異なる言語、文化、宗教間での摩擦が私たちの身近なところで起きており、多文化共生社会の
実現が求められています。本学科では、単に「読める」、「書ける」から「使う」、「話せる」外国語運用能力を身につけるとともに、異文化理解には欠かせな
い歴史、思想、芸術、宗教などを幅広く学びます。そのために、多文化共生社会で活躍することを目指している人材を求めます。
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● 日本大学国際関係学部

　日本大学の教育理念「自主創造」に基づき、「国際社会の理解及び貢献」をその理念とする。

教 育 理 念

　時代の要請に応えて、学際的な学びを通じて、広い国際的視野と語学的要素を基礎に、国際関係を深く理解する人材
育成が目標である。

教 育 目 標

　日本大学国際関係学部（学士（国際関係））の「卒業の認定に関する方針」（DP）及び「教育課程の編成及び実施に

関する方針」（CP）

　○ ディプロマ・ポリシー（卒業の認定に関する方針）
　日本大学国際関係学部（学士（国際関係））は、日本大学教育憲章に基づき、「日本大学の目的及び使命」を理
解し、次表に示す「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」、「自ら考える」及び「自ら道をひらく」能力に基づく本学部
（学士（国際関係））における能力を修得した者に「学士（国際関係）」の学位を授与する。

　○ カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）
　国際関係学部（学士（国際関係））では、日本大学教育憲章（以下、「憲章」という）を基に、専門分野を加味し
た卒業の認定に関する方針に沿って 国際関係学部の教育課程を編成し実施する。
　次表の「憲章」に基づく卒業の認定に関する方針として示された次表の8つの能力（コンピテンシー）を養成する
ために、初年度次教育、総合教育、外国語教育、健康スポーツ教育、専門教育及び学部共通教育等の授業科目を
各能力に即して体系化するとともに、講義・講演・実習等の授業形態を組み入れた多様な学修方法による教育課
程を編成し実施する。
　また、学修成果の評価は、専門的な知識・技能および態度を修得する授業科目に関しては、授業形態や授業手
法に即した多元的な評価方法により、各授業科目のシラバスに明示される 学習到達目標の達成度について判定
し、「憲章」に示される日本大学マインドおよび自主創造の8つの能力（汎用的能力）への達成度に関しては、体系
的に編成された教育課程に基づく授業科目の単位修得状況、及び学生自身による振り返り等をもとに段階的かつ
総合的に判定する。

教 育 方 針

　日本大学の教育理念「自主創造」を実践するとともに、国際社会で活躍するために必要な問題解決能力、社会の各分野
で提言できる政策能力、高いコミュニケーション能力を兼ね備えた、国際交流や国際社会のさまざまな分野で活躍できる人
材を養成する。

教 育 研 究 上 の 目 的

【日本大学教育憲章】
（「自主創造」の３つの構成要素及びその能力）

【ディプロマ・ポリシー】
（卒業の認定に関する方針）

【カリキュラム・ポリシー】
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

構成要業
（コンピテンス）

能力
（コンピテンシー）

構成要業
（コンピテンス） DP 能力

（コンピテンシー） CP

豊かな知識・教養に　　
基づく高い倫理観

豊かな知識・教養を基
に倫理観を高めること
ができる。

豊かな教養と
国際関係学の知識・

教養に基づく
高い倫理観

DP1

国際社会に通用する豊かな
知識と幅広い教養力を身に
付けることにより、倫理観
を高めることができる。

CP1

総合教育科目、外国語科目、専門教
育科目等を通じて、包括的な知識を
修得し、柔軟な発想ができる能力を
培い、国際社会に通用する豊かな知
識と幅広い教養に基づく高い倫理
観を養成する。

世界の現状を
理解し、説明する力

世界情勢を理解し、国際
社会が直面している問題
を説明することができる。

国際社会の現状を
理解し、説明する力 DP2

国際的な諸問題を理解し、
専門分野における基本的な
知識を身に付け、世界の現
状を説明することができる。

CP2

総合教育科目、専門教育科目等を通
じて、国際関係・国際文化に関する
基本的な学修の能力・方法及び知識
を身に付けることにより、国際社会
の現状を説明できる能力を養成する。

論理的・
批判的思考力

得られる情報を基に論
理的な思考、批判的な
思考をすることができる。

国際情勢についての
論理的・批判的思考

力
DP3

国際情勢を理解し、国際社
会の各分野で活躍・貢献で
きる論理的かつ批判的な思
考をすることができる。

CP3

体系化された専門教育科目から得
られる専門知識に基づき、国際情勢
を理解し、国際社会や国際交流の各
分野で活躍できるための理論と応
用力を身に付け、論理的かつ批判的
に思考できる能力を養成する。

問題発見・解決力
事象を注意深く観察して
問題を発見し、解決策を
提案することができる。

国際的課題についての
問題発見・解決力 DP4

国際実務の現場で実務に即
応した問題を発見し、解決
策を提案することができる。

CP4

体系化された専門教育科目から得
られる専門知識に基づき、国際社
会が直面している問題を正しく理
解し、実務にも即応した問題解決
能力を身に付け、解決策を提案す
る能力を養成する。

挑　　戦　　力
あきらめない気持ちで
新しいことに果敢に挑戦
することができる。

国際社会へ立ち向かう
挑戦力 DP5

国際社会の各分野におい
て、あきらめない気持ちで
新しいことに果敢に挑戦し、
政策立案を提言し行動する
ことができる。

CP5

体系化された専門教育科目から得
られる専門知識に基づき、国際社会
の各分野において積極的かつ自主
的に立ち向かい、政策立案能力を身
に付けることにより、個々の解決策
を立案し、説明できる能力を養成す
る。

コミュニケーション力
他者の意見を聴いて理
解し、自分の考えを伝え
ることができる。

国際社会で通用する
コミュニケーション力 DP6

多様な価値観を受け入れる
気構えと気質を養い、多文
化共生・日本の特質を理解
し、国際社会の中で積極的
にコミュニケーションを実践
し、外国語で自分の考えを
伝えることができる。

CP6

ゼミナール並びに総合教育科目、外
国語科目、専門教育科目等を通じ
て、多様な考えや表現及び文化を海
外研修や地域研究を通して理解し、
さらに多文化共生や日本人の気質・
感性・価値観を日本語や外国語で学
び、外国語能力を向上させることに
より、国際社会で積極的に自己の考
えを伝えることができる能力を養成
する。

リーダーシップ・　　　
協働力

集団のなかで連携しな
がら、協働者の力を引
き出し、その活躍を支援
することができる。

国際社会で
活躍するための

リーダーシップ・
協働力

DP7

探究心を養い、率先して物
事を解決する力を修得する
ことにより、国際社会におい
て他者と連携を図り、協働
者の力を引き出し、その活
躍を支援することができる。

CP7

ゼミナールや卒業論文並びに総合
教育科目、外国語科目、専門教育科
目等を通じて、幅広い知識と専門性
を身に付けることにより、国際社会
の中で、他者と連携を図り、協働者
の力を引き出し、その活躍を支援で
きる能力を養成する。

省　　察　　力
謙 虚に自 己を見つめ、
振り返りを通じて自己を
高めることができる。

国際社会についての
省察力 DP8

自己を見つめ、学修を通じ
て、振り返りを行い、多様
な国際社会の中で自己を向
上させることができる。

CP8

総合教育科目並びに自主創造の基
礎やライフデザイン及び卒業論文に
至る４年間の学修を通じて、謙虚に
自己を見つめ、生涯にわたり、社会
人としての自己を高められる能力を
養成する。
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● 学科概要・カリキュラム説明 ● 就職支援体制等説明 ● 各種奨学金説明・相談 ● 留学支援体制等説明 ● 入試概要説明
● 学生生活紹介 ● 個別進学相談 ● 模擬授業 ● キャンパスツアー　など

6/17 土 10:00 -12:00

7/17 10:00 -12:00

7/29 土 10:00 -15:00

7/30 10:00 -15:00
9/30 土

日

10:00 -12:00

主要都市からのアクセス至便！
神奈川県からは在来線で通学可能

OPEN CAMPUS

ACCESS

〒411-8555  静岡県三島市文教町2-31-145（本校舎）
〒411-8588  静岡県三島市文教町1-9-18（三島駅北口校舎）

https://www.ir.nihon-u.ac.jp/
本校舎 入試係　TEL.055-980-0821（入試係直通）

東レ
三島工場

静岡県立

三島市立公園 楽寿園

三島北高等学校

三島市立
北小学校

三島税務署

三島市立北幼稚園

三島市立

日本大学
三島高等学校・中学校

北中学校

ハローワーク三島 セブン
イレブン

至 東京至 静岡

東海道新幹線
東海道本線
伊豆箱根鉄道

三島駅

伊
豆
箱根

鉄道

三島駅
北口校舎

日本大学
国際関係学部
短期大学部
（三島校舎）

本校舎

東京
品川

新横浜

小田原
熱海新富士

静岡
掛川浜松

東海道新幹線 東　京

静　岡
浜　松

小田原

三　島

長野県

伊豆

箱根

山梨県

千葉県
神奈川県

東京都

埼玉県

愛知県

TEL.055-986-5500（代表）

お問い合わせ・資料請求

ひかり42分
こだま49分

東海道線35分

東海道線57分
こだま20分

ひかり40分
こだま45分

※2023年3月現在の平日最短所要時間

※新型コロナウイルス感染症に十分に配慮して撮影しております。
2023年5月発行

三島

オープンキャンパス開催内容

祝・月

※オープンキャンパスは、日程、開催方法、内容等に
　変更が生じる場合があります。
　ホームページで最新情報をご確認ください。

◀オープンキャンパス情報
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!

会場：本校舎

会場：三島駅北口校舎
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